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    　　　　　　　１．「真名川霙」


    



    　音楽の授業中、である。


    　森もり実ざねミツオは骨折した。


    　学園内で行われるクリスマスコンサートのために、なかなか身につかない四拍子を指し揮き棒ぼうで練習中、名めい誉よの負傷を負った──のではないか、ということになっている。


    「イテテ…………」


    　だが左手の小指を押さえてうずくまるミツオを、誰ひとりとして注目していなかった。


    　みな熱烈指導する女性教きよう諭ゆを見ていた。


    　くわえて折おり悪あしく、避難訓練の最中のことだった。構内に鳴り響く警報と中等部から聞こえて来るはしゃいだ声に、ミツオの悲鳴はかきけされたのである。


    　野の良ら猫ねこが橋を渡る。


    　そんな日常が窓の向こうにある中、森実ミツオはひとり残された音楽室でもたもたと慌あわてた様子で、「あ、待って……」とか泣きながら、必要もないのに荷物を小こ脇わきにかき集めた。


    　既すでに避難している他の生徒に遅れること数分──。


    　静まり返った廊ろう下かに、「テッ」と鞄かばんの中身をぶち撒まける音が響いた。


    「イ……タタタ……」


    　よく磨かれたローファーが、ミツオの筆箱を踏む。


    　半べそのミツオの視界の中心で、逆光に腕組みした少女のシルエットが模かたどられる。


    「ザネ、さっさとして」


    「う、あ…………」


    　森実ミツオ、通称・ザネは弾はじかれたように荷物をかき集めようとするが、左手の小指に走った痛みに顔をしかめる。


    　女の子は颯さつ爽そうと踵きびすを返し、ミツオは再び独りぼっちで取り残されてしまった。


    　ミツオは、指揮棒だけは持っていかねば、と拾い上げる。


    　ふと、音楽室にはもうひとりだけ取り残されている生徒がいることに気づいた。


    　ここ数週間の彼女は急激に[image: ]やせ、目の下に濃いクマを作っていたことは知っていた。


    　物静かで目立たない生徒だったが、ミツオだって気づいていたのである。


    　椅い子すに座った少女の手から、重くて持ちきれないのか、フルートが零こぼれ落ちた。


    「つ…………月つき形かた、サン？」


    　一いち陣じんの風が気まぐれに机の上の楽譜をめくり、少女の髪の毛を静かに揺らしている。


    　ごく平凡な、音楽の授業中のことである。


    　月形小さ夜よ子こは死んだ。


    



    　　　　　　　○


    



    　ミツオは指示されていた集合場所である体育館ではない場所へ避難しようとしていた。


    　長い石段を登りきると、校舎もグラウンドも、その向こうに広がる町並みも一望できる。


    「はぁ、はぁ、ひぃ……」


    「ザネ、遅いよ」


    　少女がやはり逆光の中に立っていた。


    　バービードールもかくやというほど細く長い手足は、三み日か月づき学園の制服から窮きゆう屈くつそうに伸びている。まっすぐな長い髪とネクタイは木枯らしに揺れ、少女を凜り々りしく見せた。


    　ミツオはその名を丁てい寧ねいに口にする。


    「菜な々な……」


    「…………」


    　雪ゆき下した菜々は無言で、通学用にしては小ぶりな少女らしいデザインのポーチをミツオに押しつける。


    　避難訓練に乗じたエスケープ、必要なものは最小限、という点で指揮棒だけ持ち出したミツオと同じく身軽だ。ミツオは文句も言わずに菜々の荷物運びを演じた。


    「菜々……月形サンが……たぶん、亡くなったよ」


    「あ、そう」


    「そんな、冷たい表か情おで…………」


    　ミツオは菜々の冷徹な返答に怯おびえるように、眼下に広がる月つき型がた郡ぐんの町並みを見下ろす。


    　月型は湾に囲まれた三日月形に発展した町だ。


    「菜々……クラスメイトが、亡くなったんだよ？」


    　冷たいが風が丘を撫なでて吹き上がってくる。晩ばん秋しゅうの冷気はミツオの前髪を凍らせようと揺らし、身震いをさせた。月型郡は川によって三つの町に区切られている。


    　ミツオたちが立っている高台に寝そべる形のニュータウン、三み日か月づき町。


    　川を越えると、対岸。その裾すそ野のに広がる由ゆい緒しよ正しく古い町並み、満まん月げつ町。


    　そのまた対岸の、多くの船が停てい泊はくする港を持つ新しん月げつ町──の三つ……？


    「あ……れ？」


    　湾をめぐるようにこちらから三日月町、満月町、対岸の新月町と連つらなる中間。


    　そこに存在するモノに、ミツオは二度まばたきしてから、菜々に訊たずねた。


    「あんなとこ、町なんてあったかな？」


    　そこには確かに、町がある。


    　三つの町によって構成される月型郡の地図に、描き忘れられたような町があった。


    　線路も通っているし、駅舎も見える。


    　ミツオの自宅は対岸の新月町にあるので、毎日電車でそこを通っているはずであるのに、その駅の名前も思い出せなかった。


    　菜々はまた歩き出しながら、ぽつりと言った。


    「さっきまではあったのよ」


    「え……？」


    「ほんの最近まで、存在してた」


    　横断歩道が赤に変わらなければ、菜々はもう二度と口を開かなかったかもしれない。


    　菜々はミツオをじっと見つめ、木枯らしばかり吹きすさぶ中で言った。


    「ミツオは、月形小夜子の死に淡たん白ぱくな反応のあたしを、歪ゆがんでるとか、そういう目で見てたね。血も涙もない絶対零度の、『バービー』って感じに目を逸そらしたけど……」


    「そんなことない。僕だって知ってるから、知ってたから、急にクラスメイトが死んじゃっても、驚きはしなかった。僕たちの一年Ｃ組は、〈呪のろわれた教室〉だから──」


    「何年かに一度、生徒が死ぬ？　実際に死んじゃったね。それならむしろ逆に、向こう何年かは安全だね、嬉うれしい……とか、あたしがそう思ってるとでも、言いたいわけ？」


    「そんな……」


    「思ってるよ」
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    「い…………」


    　信号が青に変わって、点滅を始めても、菜々はミツオの目を見ていた。


    「本当に向こう何年かこれで安全だといいけど、なんだか、胸騒ぎがする……」


    「ちょ、ちょっとおかしいよ。やっぱ変だ。月形サンが死んじゃってるのにひどいよ」


    「月形は──何か重い病気でずっと苦しんでいたけれど、みんなと同じように学校に通いたいからがんばって学校に通ってた。ここ最近は特に調子が悪く見えてた。クラスメイトの誰もが一度は、担任か本人に直接、『月形サンどこか悪いの？』って訊たずねてた」


    「そ、そうだったの？」


    「あたしが知ってるわけないじゃん」


    「えぇ？」


    「そうじゃなくて、あたしには覚悟があるから、誰が死んだって聞いても驚かない。それに、直接、体調を訊ねたり心配していたクラスメイトも、ザネほど驚かなったんじゃない？」


    　グズなミツオでも、自分が責められていることに気づいて俯うつむいた。


    　菜々は容よう赦しやなく断だん罪ざいする。


    「今日の今日まで目を逸そらしてたザネのこと……あたし、ちょっと、許せないよ」


    　ミツオが顔を上げた時、菜々は既すでに歩き出していた。


    「ザネ、早く」


    「……わかってる」


    　ミツオはもう一度、今け朝さまで存在していたという零ゼロ番目の町を見下ろしたが、いくら思い出そうとしても、その町に関わる一切を、思い出すことはできなかった。


    



    　　　　　　　○


    



    　駅前の雑ざつ踏とう。


    　街角で談笑する人々。


    　信号機。渋滞、救急車。


    　雑踏の真ん中で、ミツオは丘の上に建つ三日月学園の白い校舎をふり返った。救急車が学校へ向かっているのではないかと見つめていると、コートの襟えりを合わせている人にぶつかる。


    「あ、すみません……」


    　声を出した時に相手の姿はなく、冷たい目でこちらを見つめる菜々と目が合った。


    　ミツオは小走りにあとを追う。


    　菜々に付き従って進む内にだんだん人ひと気けは少なくなり、やがて例の、今朝まで存在していた、という〈失われた町ロストタウン〉と三日月町とを繫つなぐ橋にぶつかった。


    「この橋を渡ると謎の町……ロストタウン……ってあ、ちょっと、菜々」


    　ミツオを置き去りにまっすぐ進む菜々に釣られて、橋を渡る。雰ふん囲い気きは一変した。


    　まるで人ひと気けがないどころか、猫や鳥などの気配もない。平日の昼間とはいえ、あまりにも閑かん散さんとしていた。さながらゴーストタウンか、大きな住宅展示場といったところである。


    　ミツオは「三み日か月づき第一小学校」の校門前で首を捻ひねる。


    　「……？」


    　展示場の事務所、といった風ふ情ぜいのプレハブ小屋……小学校の校庭には、たった今事務所を設せつ営えいしたばかり、と推測されてもいい部品や工具が散らばっている。設営機材を運んで来たトラックが二台、連つらなって、ミツオに排気ガスを吹きかけて逃げていく。


    「逃げ出して……だから、誰もいないの？」


    　静まり返った校舎を見上げていると、刺されたような痛みを覚え、そこに菜々の冷たい視線を見つけた。「痛いよ、ほんとに」ミツオは急ぎ小走りで、菜々についてプレハブ小屋へ。


    　中は異様な雰囲気だった。


    　ホワイトボードや簡かん易いスクリーンの前には、見慣れないカーキ色の制服を着て、〈国こつ交こう省しよう技官〉の腕わん章しようを腕に巻いた役人たちが、忙いそがしそうに動いている。


    　ペットボトルの緑茶が配られる机には、ミツオと同じ指揮棒を持った者たちが六人いた。


    　年齢も服装も性別もばらばらである。


    　誰よりも緊張しているのはその、〈指揮者〉たちで、殺さつ伐ばつとした空気に、ミツオは途方にくれてただただ立ち尽くすだけだった。


    　最も異様なのは、指揮者たちがしきりに声をかける女性たちである。


    　入り口付近や外にはみだして、何をしているかといえば身だしなみを整えていた。


    「菜々……」


    「お願い、もう話しかけないで」


    　菜々も女性たちに做ならうように、ミツオからポーチを取り上げると爪の手入れを始める。


    　美しいがどれも尖とがった付け爪ネイルチツプを、グルーと呼ばれる糊のりで留めていった。


    　窓辺に寄りかかって、爪に息を吹きかけるバービーの姿に見み惚ほれていると、


    「森実指揮者はまだか？」


    　まさかの指揮者呼ばわりに、からかわれているのではないかと思いつつ、ミツオはおずおずと手を挙げた。


    　カーキ色の服を着た技官は目を丸くしている。


    「し……指揮者は？　キミじゃなくて、森実指揮者はどこだ？」


    「あ……その……」


    　ミツオの代わりに、菜々が淡々と答える。


    「由ゆ希き──森実由希は、先週から地方に遠えん征せい中です」


    「では代わりの指揮者は？　いったい誰がキミの指揮者をやるというのだね、バービー？」


    「彼です。森実由希の弟……弟おとうと弟で子しの、ミツオ」


    　言っている傍そばから失笑が漏れ、


    「可愛かわいいバービーにはお似合いの、可愛い指揮者……」


    「本当に指揮できるのか？」


    「由希も不運だな。留守中にこんなことになって、戻る〈楽団〉なくなるぞ」


    　好意的とは言い難いひそめきが聞こえる。


    　ミツオは小声で、菜々のさらさらの髪を搔かき分けるように耳打ちした。


    「菜々、いったい何？　どうなってるの？　何が始まるの？」


    　菜々は動じていない様子で、相も変わらず表情は冷たい。


    「一から説明が必要なほどに、ミツオは目を逸そらしてたの？」


    「う……」


    「状況ブリーフ説明ィングが始まるから、それちゃんと聞いてればいい。もしそれでもわかんないことがあったらその時に、あたし以外の誰かに、聞けばいいじゃん？」


    　取りつく島もない、まさに人形のような対応に、ミツオはすごすご引き下がった。


    　六人の指揮者が並ぶテーブルの隅に遠えん慮りよがちに腰をかけるも、カーキ色の制服を着た技官に差し出されるペットボトルは、反射的に断ってしまう。


    「桜さくら井い、腕章をつけろ」


    　桜井と呼ばれた腕章のない技官は、上じよう司しの命令に舌打ちした。ミツオが断ったペットボトルを忌いま々いましげにひと口飲んでから、ミツオの前に叩き置く。


    「……チっ、死ぬかもしれないのにダセーもの巻いてられっか」


    「桜井」


    「はっ、すぐに腕章を──」


    「それとガムを吐け、たわけ」


    　桜井は再び舌打ちすると、今一度、忌々しげにミツオの前のペットボトルの蓋ふたを開け、一口飲むふりをしてガムを吐くと、ミツオの前に叩き置いたのである。


    　この時点でミツオの緊張は今すぐ帰りたいほどまでに膨ふくれ上がっていた。


    　だがそれもできないほどの、


    　現実が、髭ひげを蓄たくわえた技官の口から告つげられたのである。


    「では、ブリーフィングを始める」


    



    　　　　　　　○


    



    　照明が落とされ、スクリーンに、ある画像が投とう影えいされた、瞬間、


    「う、あ…………」


    　ミツオは一瞬、間違いなく意識を遠くした。


    　そこに映し出されたものは、上半身が人間のそれでありながら、下半身に尾ひれのついた伝説上の生物……人魚に……酷こく似じしていたのである。


    　一方、その顔は確かに美しい女性のそれであるが……。


    　撮影者をこの直後に喰らうであろうことが明白な、物ぶつ騒そうな様相を呈ていしていた。


    　口は耳まで裂けている。こめかみ……こめかみの奥にある血管を、根に見立てたみたいに、そこから茎が生え出していた。葉の広がった茎の先端……一輪の薔ば薇らの花が咲いている。


    　画像に意識を奪われたミツオの耳に、技官の声は遠くに聞こえた。


    「きっちり十年。またこのシーズンがやって来たわけだが、科学は進歩したということだ。また例のヤツラが我々を嘲あざ笑わらうように通り過ぎるところだったが、今回はついに、撮影に成功した。未確認生物ＵＭＡの正体見たり、って感じだ。といっても一匹だけだが──」


    　人魚だ、と技官が言うと小屋中に失笑が湧く。


    「人魚……」


    　ミツオはただひとり、神しん妙みような面持ちで、恐るべき人魚がどこから現れるのか思案する。


    　ミツオはそれが海ではないのだと、画像の下半分を見て拳こぶしを握る。


    　それは非常に尾ひれに似ていたが、よく見ると、こめかみから突き出して咲く薔薇の花を支える根が、頭部では足らずに胴体まで伸びているものとわかった。


    　上半身を支配した根は下半身を切り離し、蠢うごめく根こん茎けいが尾ひれじみた下半身を形成しているのだ。


    　技官は臆おく面めんもなくソレを再び、〈人魚〉と呼んだ。


    「たった二時間で町ひとつを完全に消して見せた人魚だ。呼こ称しようを、〈死し花か花ばな〉とする」


    　葬そう送そう時の手た向むけを表す名に、ミツオの背を冷たい汗が流れた。


    



    　　　　　　　○


    



    「今回は正式な出動依頼ではない。緊急的な救助要よう請せいである。死花花によって二時間で町は消え去り、これに抵抗した我が同どう胞ほう、この町にいた、〈楽団〉は見事な最さい期ごを遂とげた。もはやこの町に救うべき人間はいない。わかっているな？」


    　技官は幾いく分ぶん、感情的だったが、押し殺すように言った。


    「みな死んだ。だが、まだ使える死人は無駄にするな、救って来い」


    　矛む盾じゆんしている。


    　ミツオは首をかしげたが、指揮者たちは腰を上げ仮設本部から出て行った。


    「ザネ」


    　忙いそがしげに役人たちが動く中、取り残されたミツオを菜々の冷たい目が見つめる。


    　だがミツオは動けなかった。


    　どれくらいの時が経過したのか、いつしか技官たちの雰囲気が変わっている。


    　彼らはそれぞれに課を形成し、出て行った指揮者たちと連絡を取り合っていた。


    　狭いプレハブ小屋の仮か説せつ本部で、五人の技官が五つの司令塔となって、競うように無線機を装備して部下たちへ指示を出している。


    　ミツオは目を白黒させながら、その内のひとりに耳をそばだて、理解しようとしていた。


    「ラビット、死亡。姫ひめも動けません」


    「うちの指揮者三人全員に連絡を入れろ、これ以上の被害は出すなっ」


    「ラビット、三度目の死亡を確認」


    「藤ふじ井いに繫つなげ、あの下へ手たくそ本当に指揮者だろうな？　誰も化け物と戦え、倒せとは言っていないっ。もういい……藤井にラビットを引き揚げさせろ！」


    「姫も、死にそうです。撤てつ収しゆう許可を──」


    　飛び交う死の報告は二度目、三度目の死、と重ちよう複ふくの意を繰り返した。それにミツオでさえ慣れ始めた時である。無線機を握った女性技官が目を真っ赤にして、打ち震えながら男をふり返った。


    「藤井サンが…………」


    「どうした？　言え、報告を怠おこたるな！」


    「諏す訪わ野の指揮者に、繫ぎます……」


    　開放された音声器の向こうに、怒ど号ごうとも悲鳴ともつかない音がノイズとなって疾はしっている。


    　一ひと際きわ大きな爆音。


    　やや遅れて、プレハブ小屋の壁にまで衝撃が届く。


    　恐る恐るミツオが窓の外を見ると、そう遠くない場所で禍まが々まがしいほどの黒い煙が、噴き出すように上がっていた。


    『……諏訪野……諏訪野です……藤井が……藤井が頭を……されました……ラビットは〈裸人魚化リンクダウン〉。自分がラビットを回収……ます……許可を……を……』


    　頭を飛ばされた、とミツオには聞こえた。


    　技官は机を蹴り上げ、髪の毛を搔き毟むしる。


    「藤井……藤井が死んだ……諏訪野には姫の指揮を専念させろ」


    　ラビットの三度目の死には淡々としていた技官が、藤井の死には肩を震わせる。


    　ミツオにはその違いがわからなかった。


    「諏訪野に伝えろ、諏訪野は姫の指揮に専念だ」


    「ですが──」


    「諏訪野に、ラビットと姫を同時に操あやつれるわけがないだろ！」


    　静まり返ったその時、怒ど声せいを放った技官がミツオをふり返る。


    　泣いている、とミツオは少し呆あつ気けにとられるが、その隙すきをつくように胸むな倉ぐらを摑つかまれた。


    「キミも、指揮者なら！　ここにいて、バービーを突っ立たせているだけならば、行け！　行って、三度も死んだ哀れなラビットを、四度も、殺させるなよ！」


    「…………？」


    「キミは……もういいっ」


    　技官は次の一言をどうにか飲みこむと、指示に戻った。


    「肥ひ後ごサンに、退たい却きやくするように言ってくれ」


    「肥後サンが抜けると、もう前線は維い持じできませんが──」


    「ちょうどいい」


    「は？」


    「肥後サンに、あの出で来き損そこないの〈調ちょう律りつ〉はもういいと伝えてくれ。そうだ。最初から肥後サンが、ラビットか姫の指揮をしていれば、もっと上う手まく戦えた。仏ほとけ心ごころが徒あだになったな。あの出来損ないを使えるように実戦で調律しようとしたのが、間違いだった」


    「では……、〈霙みぞれ〉を？」


    「霙の指揮を諏訪野と交替スイツチ。肥後サンに、申し訳ないことだが、姫とラビットを退しりぞかせるように伝えてくれ──諏訪野に伝えることはわかってるな？」


    　無線係は返事をせずに、無線機に向かって言った。


    「諏訪野、霙の指揮を。無論、戦わなくていい。霙を前線に残せ。出来損ないに最後くらい役立ってもらう。霙を盾たてに、肥後サンが退たい却きゃくするまでの時間を稼かせげ」


    　技官は隣となりで、別の指揮者に指示を出していた老いた技官に肩を叩かれる。


    「我々がフォローする、仕方ないさ」


    「申し訳ない……」


    「しかしオマエ、いったいなぜラビットに指揮者をつけずに出したんだ？」


    「いや、藤井が……？」


    「藤井？」


    　奇妙だった。今まで連れん呼こされていて、怪物によって殺された人の名前までが消えた。


    　ミツオ自身ももう、藤井という名を忘れかけている。


    　ミツオはただただ、この陰いん鬱うつとしたムードが自分のせいであるような気がして、


    「ザネ、どこ行くのっ？」


    　菜々の手もふり切って逃げ出した。


    



    　　　　　　　○


    



    　どこをどう逃げたのか、それでも何が起こっているのか知りたいと思ったのか。ミツオは小学校の校舎の三階にいて、もはや戦せん禍かと化している無人の町並みを目にし、途方にくれた。


    　追いついて来た菜々が、何も言わずに横へ並ぶ。


    「菜々……。なんなのコレ？　あの人魚みたいな、花のついた怪物はなに？」


    　ミツオは立っていられない、手すりにずるずる寄りかかってくずおれた。


    「この町、どうしちゃったの？　なんで僕、覚えてないの？」


    「みんな同じよ」


    「だけど菜々は、知ってるんだろ？」


    　すがるように見上げると、菜々はバービーの横顔で淡々と答える。


    「人魚……今回のアイツの呼称は死花花。死花花は十年ごとに現れる。十年前には、月型郡の人間が二万人も殺されてる。それに……化け物はおそらくアイツ一匹じゃない……ま、話を戻すけど……死花花は十年前に二万人殺した。正式な記録にはどこにも残っていないけど、概がい算さんすることはできている。記憶に残らない殺し方こそが、死花花の仕し業わざ」


    「記憶に残ってないのに、どうして二万人ってわかるの？」


    「死花花が殺した人間は、存在していた事実ごと消滅する。住んでいた町のことも、人との繫つながりもすべて消滅する。どういうトリックなのか、わかんないけどね」


    　菜々は唇を嚙んでいた。目に焼きつけようとするように、冷たい光景を瞳に宿している。


    「ザネ、ザネだってわかってるでしょ？」


    「…………」


    「やるべきことを、ザネは、わかってる」


    「僕にできるはずない。知ってるだろ、僕はグズ──アツッ！」


    　菜々はミツオの左手を無理やり摑つかんだ。


    　ミツオは痛みよりも、菜々の胸に抱かれるように取られた手にどきまぎするが、菜々は意にも介さない様子で、ミツオと目線を合わせるためにかしゃがみこむ。


    　膝ひざまでつき、前まえ屈かがみでミツオの顔を覗のぞきこんできた。


    「ザネ、やり方は知ってるでしょ？　音楽の授業中に、指揮棒タクトを振るふりをしながらあたしと、やってみた。平気よ、音楽室とＣ組の教室は三百メートル離れてた。それでも授業の半ばまでの時間、ザネはあたしを操あやつってた。今戦ってる指揮者と同じように、ね？」


    「だ、だけど結局は指、引っぱられて骨折しちゃってる……」


    「でも、あたしのスイッチを押すことはできた」


    「僕にはムリだ。スイッチが入っちゃった菜々を抑えきれずに、骨折してる。しかも今度は戦いなんだろっ。死んじゃうかもしれない、死ぬに決まってる！」


    「ザネはここにいればいい。目を閉じて、待っててくれればいいから……」


    　菜々はミツオの小指を、自分の小指でからめとろうとする。


    　まるで指きりをして、約束をするように──。


    「戦うのは、あたしたちの役目、ザネたちは指揮だけしてくれればいい。指揮できなくても、最初の合図さえ貰もらえれば、あたしたちのチカラは開放されるんだから……」


    　菜々の付け爪をした指が触れようとして、ミツオはギュッと目を閉じた。


    　痛かったのは、からめとられた骨折した指ではない。


    「……？」


    　不意に、頭の後ろが痺しびれるような感覚がして思わず目を開けてしまう。バービーと呼ばれるほど整った菜々の、きれいな顔と唇がすぐ目の前にあった。


    　菜々はちょっと微笑ほほえんで言った。


    「目、開けないでって言ったじゃん」


    「菜々、ダメだっ」


    「忘れないでよね」


    　囁ささやく声は力なく、その冷たい瞳は潤うるんでいるように見えた──気がした。


    「あたしが死花花に殺されて存在ごとなくしても、ミツオだけは……憶えていてよ」


    「菜々っ」


    「目を閉じて。この指を離したら、始まる。いくら声をかけてもあたしは止まらない。わがままなバービーになる。引き止めたいなら、小指と指揮棒タクトで操あやつってよ」


    　もはや猶ゆう予よがないことを告つげるように、すぐ近くで爆発が起こった。


    　ミツオは倒とう壊かいする隣となりの校舎の姿に慄おののき、目を閉じる。


    　やがて離れていく華きや奢しやな存在感……。


    「ザネ、すぐ終わるよ」


    　言い残された言葉を信じて、ミツオは縮ちぢこまって時を数えた。


    　爆音と震動の中、引き延ばされたような秒は千を超え、同じ数だけミツオは願った。


    　どうか菜々が死なないように、菜々のことを憶えていますように、菜々ともう一度会えますように──菜々の名を、千度、心の中で数えた。耳をつんざく爆音と建物の倒壊する叫びに似た振動は、どれだけ目を閉じてもやって来る。


    　至近距離で爆発が起こりミツオは口を開けたが、自分の声も聞こえない。


    　感じていた気温も感じなくなり、ひどい耳鳴りがして音が途切れた。


    　最後になくしたのは、意識だった。


    



    　　　　　　　○


    



    　ミツオはそのまま目を開けない方がよかったかもしれない。


    　残ったのは絶望、その象徴的な廃はい墟きよ……まるで二月のような、十一月。


    　かすかに残っていたはずの秋が、季節はずれの真冬が訪れたかのように凍とう結けつしていた。


    　一瞬にして、季節まで変えてしまった犯人はまだどこかにいるのか……。


    　色づいたままの草木や花々は、氷の内に閉じこめられている。どこまでも続く透とう明めいな硝子ガラス細ざい工くの世界さながらに、ミツオが進むたび、甲かん高だかい音で立ち傾いた校舎が壊れていく。


    「あ…………」


    　渡り廊ろう下かまで来て、ミツオは言葉をなくした。


    　渡り廊下の先にあったはずのものが消失している。


    　校舎も、地方銀行の大きな看板も、大型スーパーも役所も、山さえも──。


    　見渡せる周囲に残っているのはミツオのいる校舎だけだ。信じ難いことに、湾からあふれ出した波がそろそろと押し寄せ、校舎の壁に当たっては砕けていた。


    　ミツオはじっと波を見つめる。


    　まるで、人魚姫は自分を救けるため泡あわになって消えたのだ、と知ってしまった王子のように、ミツオは乱反射する夕焼けの中で白い息を吐くばかりだ。


    「…………？」


    　ふと、それを見つけた。


    　小波に触れるだけで倒とう壊かいする家屋や、砕け散る氷ひよう片へんの他に動くものはなく……。


    　死の冬の中、それはとても頼りなく、風の中に消えてしまいそうな……。


    　木枯らしに閉じこめられた十一月の風にそよぐ……赤い糸。


    　赤い糸。


    　おとぎ話に聞く運命の赤い糸だ。ミツオがその、自分の小指から伸びた赤い糸を辿たどり始めたのはごく自然なことだった。その先に、人魚がいることは、わかっていた。


    「…………」


    　目を閉じてさんざん願った名は、もう考えないようにしている。


    　この糸を辿れば会いたい人にめぐり合えると、信じて疑わなかった。


    　たとえ、ミツオがすべて忘れていたとしても、その糸を辿れば再会できると……。


    　ミツオは階段を下りる。


    　きらめく湾を右手に見ながら、小波が走る廊下にスニーカーを浸ひたした。


    　真っ白な世界で、白い息を吐く自分は、この世界に置いてきぼりになったか、さもなくば、このまま、白い世界へ連れ去られるのかもしれない、とさえ思った。


    　指から伸びた糸の赤さが、夕日に紛まぎれてちらつく。


    　赤い糸は校舎の真ん中の教室から伸びていたが、ミツオのそれはそこまで届かずに、風にさらわれ、茜あかね色いろの空を泳いでいた。


    　繫つながっていたはずの相手の糸と、仲よく並んでいる。


    　だが……結びつくことは、永遠にありえない。


    　赤い糸が流れ出している教室は、ミツオの通っている学園でも、ミツオの教室でもない。


    　卒業した母校というわけでもないけれど、なぜか懐かしさがあった。


    　月曜日に登校するみたいだ、とミツオは立ち止まる。


    　月曜日の教室に、誰よりも最初に登校してしまったみたいに。誰も踏んでいない新しん雪せつの上を進むように。誰の名前もない新しい図書カードに名前を書くような、感覚で、教室に入る。


    　教室は床も天てん井じようも全体的にひどく傾き、入る、というより上るという感覚だった。


    　急きゆう勾こう配ばいで大半の机や椅い子すは黒板側に流れ、乱雑に重なっている。


    　どうにか残っている幾いくつかの席の内、窓辺の席に、少女はいた。


    　白い、季節はずれの冬の中で独りぼっち、真っ白な制服を着ている。


    　足元は裸足はだしで、どこか遠くからやってくる小さな波を戯たわむれに搔いていた。


    　左手の小指から伸びた赤い糸が、誰とも繫つながることなく夕暮れをたゆたっている。


    「………………」


    　ミツオは、どれほど見つめたのか。


    「……」


    「あっ……」


    　いつの間にか、少女の方もミツオを眺めていた。


    　さらさらと風に撫なでられる黒髪の奥にあるすまし顔が、唐とう突とつに、涙で濡れる。


    　少女は途切れた糸の指を、遠慮がちに、ミツオに向けて掲かかげようとしていた。
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    （いったいどれくらい、独りぼっちで待ってたんだろ……）


    　ミツオは直感的に少女の悲ひ哀あいを感じ取り、おずおず呼こ応おうする。


    （人魚……なんてきれいな人魚…………）


    　ミツオは訊たずねなければならなかった。


    　この爆心地の少女の名前はなんていうのか。この子は菜な々なではない。ちゃんと菜々のことを憶えている以上、菜々は恐ろしい怪物に、存在ごと消されてはいないようだ。


    　直感的に、この少女が菜々を、そしてミツオを守ったように思った。


    「あの……きみの……名前は？」


    　零こぼれた涙に、ミツオはどきりとする。


    　涙は波間にではなく、雨降りの模様の巻き戻し再生みたいに天てん井じようへ向かって落ちたのだ。


    　少女は、ミツオよりも幼おさない顔立ちに、ひどく深刻な表情を浮かべ、返事をした。


    「自分は霙……真ま名な川がわ霙、であります」


    　霙──技官たちが出で来き損そこないと呼び、トカゲの尻尾しっぽかのように切り捨てた名だ。


    　ずいぶんいかめかしい喋しやべり方である。


    「自分は敵を倒さねば……戦わなければ……」


    　霙は椅い子すから下りようとして、落下してしまい、ミツオを啞あ然ぜんとさせる。


    　霙は天井に向かって上昇、というより落下したのだ。


    「あ……当たり前のはずの重力が、乱れてしまっているの？」


    　ミツオは混乱する頭を振る。床に落ちてどこかケガしてうずくまった少女に手を差し出すように、天井に背を打ちつけうずくまっている霙に手を差し伸ばした。


    「霙、だいじょうぶ？　僕は、森実ミツオ」


    「ミツオ……自分は見ての通り重力が反転しており、自分にとって安全な足場はひどく稀き少しようの模様。もし足を踏みはずせば、自分の身体は空の彼方かなたまで落下する、でありますが……」


    「いいから、手を……」


    「自分は、独りでも平気、であります」


    　霙は天井で打ちつけた膝ひざを押さえ、拒絶。


    　ミツオは自分と霙の赤い糸が、結局は繫つながることはなく、どこかへと消えてしまってから言った。


    「僕は手を……絶対に、離さないから」


    「ミツオは、自分のことを調ちよう律りつしてくれる指揮者でありますか？」


    　ミツオの指は一瞬、躊ちゆう躇ちよを見せたが、むしろ、霙の都合で手は結ばれないのか。


    　霙の手はミツオの手を探してうろうろ、虚こ空くうを彷徨さまよった。


    「あ…………」


    　霙は黒目がちな瞳をしている。反転しているのは重力だけではなかった。


    　本来、像を取りこむ黒目の部分が白はく濁だくし、その周囲が黒く変色している。


    「自分は油断するとこの目も反転を……白夜黒夜ネガポジに……」


    「見えない……の？」


    「いえ、夜のように感じる、であります。明かりをつけていただけたら……」


    「調ちよう律りつできるのかな？」


    　触れるだけで壊れてしまいそうな細い腕を、ミツオは丁てい寧ねいに、しっかり摑つかむ。


    「あ……」


    「心配しないで。みんな、僕をぐずなザネって呼ぶけど、僕は免めん状じようを持ってる……指揮者だ」


    「指揮者……」


    　ミツオはそのまま目を開けなかった方がよかったかもしれない。


    　戦せん禍かが過ぎ去った地には絶望が広がっていて、そこでミツオは出会ってしまった。


    　真名川霙。


    　絶望の中心を彷徨さまよっていた、人魚の霙と……。

  


  
    



    　　　　　　　２．「楽団」


    



    　町がひとつ消え、クラスメイトがひとり亡くなり、雪下菜々は失しつ踪そうした。


    「つかさー、月形なんで死んだの？」


    「さぁ、知らね。自殺じゃないって話だけど、わかんないね」


    　教室の端っこで、ミツオはクラスメイトの話を聞いているような聞いていないような。


    「森実、あんたお葬そう式しきどうするの？」


    　学級委員に話しかけられた。ミツオは鞄かばんに荷物を収める手を止め、どうか気を悪くしないでくれと、精一杯の愛あい想そ笑いを返す。


    「ごめん、僕は、ちょっと──」


    「あ、そ」


    　学級委員はメガネの端にもミツオを映さぬままのように踵きびすを返した。


    　ミツオはひどい罪ざい悪あく感かんを覚え、そういう時はいつもそうするみたいに、菜々の姿を探したが、菜々は、「風か邪ぜ」ということで欠席している。


    （菜々は、死んだりしてない……）


    　ミツオは自分に言い聞かせながら、授業を空うつろに聞き、足早に放課後の騒ぎに背を向けた。


    　菜な々なが欠席している理由は風か邪ぜなどではなく、町ひとつ消した怪物との戦いの最中に失踪ロスト。


    　その責任は、〈指揮者〉であるミツオにあった。


    　では、人知れず亡くなった月つき形がたの死因は……責任は、誰にあるのか……。


    　そんなことを考えながら校舎から逃げ出し、通学路を歩いていると、


    「森もり実ざねミツオ、通称ザネ」


    　声をかけられた。


    　見れば、この寒い冬にやたら胸元の開いた服を着た若い女性がガードレールに寄りかかってこちらを見ている。口元は絶えずガムを嚙み、足元にはサッカーボール。


    　昨日、プレハブ小屋で見かけた桜さくら井いという役人だった。


    　桜井はボールを取り上げられて喚わめく子どもたちに、「空き地で遊べ」とボールを返すが、「空き地なんてどこにあんだよ」と反撃を喰らっている。


    「自分で探せ、予あらかじめ居場所なんて用意されてねーんだぞ」


    「桜井…………」


    「おい、ザネ。サンつけろ、おまえそういうタイプだろ？」


    「あ、つい……」


    「まぁいいや、自己紹介。桜井美み々みサン。肩書きは国こっ交こう省しょう技官。Do-orドアを担当してる」


    「Do-orドア……」


    「化け物は平和な社会に出てこないでください、って向こう側からこっち側へ出てこれなくするだけのこと。閉じるんだよ、扉Do-orを。ヤツら……人魚は、不死身だからな。ぶっ殺して手足を折って扉Do-orを閉じても蘇よみがえる。我々の最大目標は、扉Do-orにカギをかけることだ。完全な不死なんてない。何らかの方法で不死を実現してる連中のトリックを暴あばき、永遠に蘇らないように、閉ざした扉Do-orに厳重にカギをかけるのさ。あたしたち技官の仕事は扉Do-orを閉じること。カギをかけられたらなおいい」


    「国交省……Do-orドア担当……通称Do-orドアの桜井技官……」


    「わかってると思うが、桜井サンたちが一番望むことは、だ。開いた扉Do-orの奥にいる化け物と穏おん便びんに話し合って、〈調ちよう律りつ〉することだな。調律が可能な人魚なら、捕まえて、歌い手に変える。怖い人魚のチカラを抑えて社会復帰のチャンスを与えるわけだ。まっ、直接、現場で調律をするのはおまえたち指揮者だ。あたしたち技官は指揮者を、国庫補ほ助じよ金きんを分配するカタチで雇やとい、〈楽団〉を結成──」


    「調律すら不可能な人魚を、やっつける」


    「そーゆーこと。伝説みたいに、まさしく不死身の怪物どもの、不死のトリックを解き明かしてやっつける、パッーンて……あ、いやズバーンかな」


    　そんな役人がなぜ自分に声をかけるのか、とミツオは他ひ人と事ごとのように立ち尽くした。


    　肩すかしをくらった桜井は二、三カ月前に手入れしたっきりだと一いち目もく瞭りよう然ぜんの、毛先と生はえ際ぎわとで色の異なる髪の毛を搔き、出し抜けに、言ったのである。


    「やっとこの桜井サンにチャンス到来。ある歌い手を任されたんだ。これでやっと、税ぜい金きん泥どろ棒ぼうのそしりから格上げ、世の中を裏側から救う正義のヒーローに昇しよう格かくだぜ」


    「それは……おめでとうございます」


    「そこで、ザネ。おまえを指揮者として雇やといたいのだ」


    「え…………」


    　ぽかんと口を開けて驚くミツオと桜井の間に、木枯らしが吹いた。


    　最後の秋の葉が、どこかで散った。


    



    　　　　　　　○


    



    　病院のエレベータ内で、桜井が開いた真っ赤な硬表紙本に、ミツオはどきりとする。


    　辞書のように分厚い。ページをめくる桜井の指使いは軽いが、ミツオは俯うつむき、箱ケージの中から見える町並みを見つめ、まだどこかに菜々が取り残されている……と目を閉じる。


    　操作パネルでは、七階を目指す光が灯っていた。


    「よーし、それじゃ指揮者契けい約やく上の事務手続きやっていこうか」


    　ぼやく桜井は手すりに寄りかかり、各階で停止する箱にうんざりした様子である。


    「これ本当に全部確認しなきゃいけないのかな……ザネ、テキトーに相あい槌づち打ってね」


    　桜井が管理することになったのは、真ま名な川がわ霙みぞれという、重力も昼夜も何もかも逆転しまっていて、他の楽団が出で来き損そこない、とさじを投げた歌い手だった。


    　ミツオは霙の細い腕を思う。


    　圧倒的なチカラを持つはずの人魚も、人間が赤い糸で縛ってしまえば、あんなにも弱く儚はかない存在になるのだ。そうまでして、社会に適応させ管理しようとする……。


    　桜井は人魚との戦いの第一歩に、技官が指揮者を雇う際に義務づけられている事務手続きを始めた。


    　桜井は赤い本の、目次よりも手前に書かれた最重要事項を、棒読みし始める。


    「世界大戦中に日本の科学者によって発見された不死の技術、形状記憶遺い伝でん子し（MaaMマム）。軍事利用を目的に開発されたわけだが、不死の兵隊を目まのあたりにしたお偉えら方がたはびびっちまった。万が一の場合には消せるように……管理された状態でなければならんとね。矛む盾じゆんしてら。よって研究の第一段階は、不死の怪物を殺すことだった……壮大だよな、どうも。不死の兵団、か」


    「今なおその不死の怪物たちが……未いまだに、人魚と呼ばれて残ってる」


    「やられた、ってわけ。世界はひとりの科学者に欺あざむかれた」


    「研究は……狂的科学者マツドサイエンテイストとして悪名高い樹じゆ海かい博士の主導で秘ひ密みつ裏りに行われた。樹海博士は自みずからの産み出した不死を殺すことに、誰より積極的に……」


    「樹海博士は研究に携たずさわった自分を含めた六名にMaaMマムを投とう与よ。すなわち、不死の謎を解明しなければ終わることのない研究がここに始まった──何しろ自分たちに不死を与えたMaaMの謎を解かないと、死ぬこともできない。最初に生まれたこの六匹の怪物を、不老不死伝説になぞらえ人魚（MaaMマーメ Mイadeド）と呼んだことから、現在も人魚の呼こ称しようが残る」


    「恐ろしくて、不死の謎を解かない限りやっつけることもできない、化け物」


    「そーの化け物を人間社会に適応できるように、〈調ちよう律りつ〉して、操あやつるのが坊やたち指揮者の仕事。そっちの方が怖いな、桜井サンは」


    　到着した七階で、ミツオはまずため息をついた。


    「Do-orドアは、桜井サンみたいに軽けい薄はくな人がいていいところじゃない……と思う」


    　エレベータの扉とびらがミツオの口も一緒に閉じようとした。


    　桜井は扉とびらに手をかけ、風船ガムを膨ふくらませて言う。


    「研究は樹海博士による、自分を含めた六名へのoverオーバー doseドーズで終わる、って書いてあるが……いいや、終わってない。樹海博士が何を考え、すべてのMaaMを六名に〈配分〉したのかはわからない。思うに、それは始まりだったわけだ」


    「始まり……変な言い方だけど、人ひとり分以上の永遠……超過か剰じようなMaaMでオーバードーズした研究者たちによって、研究施設は謎の大爆発で四し散さん、木こっ端ぱ微み塵じん……」


    「当時のいかな軍事力をもってしても不可能な、大規模な爆発でな。ところが不死者だから連中は死なない……？　あれ？　人魚って六匹ぽっちなのか？」


    「散り散りになった六匹は、それぞれの場所で闇の王国を造ってる」


    「樹海博士が最初の六匹に分配したように、それぞれが不死の兵隊を作ってるっての？　世も末だねー。ま、いずれにしろ終戦とともに闇へと消えたこれら不死の怪物たちを、人間は人間の手で管理しなければならなくなる。そうして生まれたのが──」


    「Do-orドアであり、指揮者……」


    　ミツオは箱ケージの中で、物心ついた頃から暗記するまで叩きこまれた、〈常識〉を呟つぶやく。


    「死んでもどこかで復活する人魚を見失わないように、死後──だから、来らい世せでも見つけられるように、皮肉にも、運命の赤い糸で人魚を縛る」


    「可か視しと不可視の中間の波長、赤外線に似てる波長……だったっけ？」


    「えっと、だから……死んだ人魚が、人間の把は握あくしきれない不特定な場所で復活しないように、人間が用意した〈核〉を中心に、MaaMが働くように促うながす仕組みで──」


    「つまり人間は、一度結んじゃえば末まつ代だいまでの人魚の管理が可能な運命の赤い糸の開発に成功した、と」


    「そして、より効率的に人魚すべてを見つけて管理するために、指揮棒タクトを……」


    　ミツオはいつでも抜けるようにベルトに挿した真っ白な指揮棒タクトに触れる。


    「タクトを使って、野の良ら猫ねこみたいな野良人魚を、〈歌い手〉という道具に変え、操あやつって、より効率的に人魚を狩る。またその人魚を調ちよう律りつして人間側で生活できる歌い手に変える。その歌い手で人魚を捕まえる……最後のひとりまで……それが僕たち指揮者の、仕事。その僕たちを桜井たちが管理しないと、上う手まくいかない。楽団メンバーの生活、国から出る助成金で成り立ってるわけだし、情報操そう作さとか、やってもらわないと困る」


    　桜井は息をつくと、そろそろ箱から出ておいでと手招きする。


    「まぁ、死し花か花ばなとかいう悪の人魚が十年ぶりに現れてくれたわけだ。桜井サンの手元には、例の赤い糸によって歌い手として登録されてる霙チャンって武器も回って来た。あとは指揮者、ザネだよ。ザネが桜井サンの楽団に入ってくれて、真名川霙チャンを操って死花花をやっつける。桜井サンの出世は間違いなし、ザネも指揮者として認められて将来安あん泰たい──完かん璧ぺきだ？」


    「……歌い手は、どうなのかな？」


    　躊躇ためらいは自分自身にあるくせに、ミツオは別のことを槍やり玉だまに挙げて逃げようとする。


    「僕たち人間より、圧倒的な力を持ってる歌い手が、どうして、僕みたいな指揮者の言うこと聞いてくれるんだろ？」


    「そりゃ、指揮棒タクトや指揮の技術的な問題もあるだろうけど、現時点で勝負あり。だからな」


    「勝負あり？」


    「歌い手……いや、人魚として永遠に生きなきゃならないんだ。迷めい宮きゆうを彷徨さまよってるようなもんだろ。しかも人魚でいるってだけで、歌い手として管理しようとする人間がやってくる。他にも、ほら、なんか軍事目的の誘ゆう拐かいとか、裏社会での見み世せ物もの小屋にとか、厄やつ介かいっぽいじゃん？」


    　ミツオは菜々のことを考えていた。


    　幼い頃から、指揮者で姉あね弟で子しの由ゆ希きと三人で暮らして来た。小さい頃は何も考えずに接していたミツオだが、菜々が人魚であると知ったその日から、すべては変わってしまっている。


    　表面的にはお互いに変わっていないつもりだけど……。


    　だが、圧倒的な力を持つ人魚である菜々と接する時、ミツオは遠えん慮りよしている。


    「人間のために、戦ってくれてる……」


    「バカ言え。ヤツらの目的はひとつ、安あん息そくだ。調律されて歌い手として認められるのは、日常生活に適応しているかどうか、が判断基準。まずこのテストは、戦いしか知らない連中にとって心地よいぬるま湯だろうね」


    　間近で菜々を見ていたミツオは、彼女が常に我慢しているような気がしてきていた。


    　いついかなる時も、自分が一度チカラを使ってしまえばすべてを破壊してしまうと、気をつけていたように思う。


    「まーでも、究極は来らい世せだな。Do-orドアで活躍して、そうだな……不死身の人魚を三人くらい永遠に葬ほうむってやったなら、だ。歌い手は来らい世せで、フツーの人間として生きられるんだからな。こいつは大きいね。Do-orドアだとか人魚だとか、自分が化け物って知らされないで過ごせる」


    　ミツオは菜々の来らい世せのことを考えた。


    　戦いと無縁の普通の女の子として生きられたなら、きっと菜々はもっと笑うだろうし、いつだって楽しげに華やいでいるに違いない。


    　その生活を送ることができるなら、自分がいい指揮者になって菜々を活躍させたい……。


    　そんなこと、わかっている。


    「約束したのに……」


    　町を見つめて菜々を捜していると、三角形の公園が見えた。ミツオは、菜々のなんら感情を映さない氷のような瞳の奥に隠された、かじかんだ記憶を思い出した。


    『ミツオ、あたしと赤い糸を繫つなぐのはダァレ？』


    『僕に決まってる。僕が立派な指揮者になって、菜々を導みちびいてあげる』


    『ほんと？』


    『もちろん、だから菜々、僕以外の誰とも赤い糸を結んじゃ嫌いやだからね』


    『わかった、ならあたしも、がんばって強い歌い手になる……』


    　夢見るように、指きりをした。


    　菜々は約束通り、〈絶対零度のバービードール〉と呼ばれるほどの歌い手に成長し、街の有力な楽団から移い籍せき交こう渉しようの声がかかるほどに成長している。


    　だがミツオは、狭い箱ケージから出られないでいた。


    「ザネは桜井サンと来るよ。指揮者として、扉Do-orを閉じるんだ」


    「だけど……」


    「雪ゆき下した菜々、昨日の戦闘中に失しつ踪そうしたまんまなんだろ？」


    「桜井…………？」


    「バービーのことをちゃんと覚えてる、ってことは死花花に殺されてはいない、ってことだ。当然、早期発見が望まれるわけで、ザネの小さなハートは焦あせってる。そーだろぉ？」


    　桜井が、グズとして知られるミツオを専属指揮者として選ぼうとする理由、である。


    　確かにミツオに、断る気はなかった。


    「……僕みたいに実績もない指揮者に声をかけてくれる技官、いないしね」


    「じゃ、これで事務手続きは完了ってことで、よろしく──って、あら？　握手は？」


    　ミツオは差し出された手を避け、遂に箱から出るためにスニーカーで踏み出した。


    　技官と指揮者は、楽団の中コ核アである歌い手の病室へ進む。


    　真名川霙、と書かれたプレートの前で二人は足を止めた。


    　出で来き損そこない、と言われるからには野の良ら人魚の部分が多分に残っていて、おおよそ、人間生活に適応するだけの調ちよう律りつが施ほどこされてはいないのだろう。


    　ミツオはひとつ深呼吸して、ドアをノックした。


    



    　　　　　　　○


    



    　真名川霙は、天てん井じように釘くぎで打ちつけた簡かん易いベッドで眠っていた。


    　沈みかけの夕日は室内を照らしきらず天井にばかり当たっていて、まだあどけなさの残る横顔に、暮れゆく陽の哀しい影を見せている。


    　天井に窓辺の少女……ミツオは、桜井に小突かれるまで見み惚ほれていた。


    「見舞いっつーか、プラネタリウムに来たみたいだな。天井見上げてると、首痛くなる」


    　ミツオに冷静さを取り戻させるのは、付ふ箋せん。


    　部屋中の至る箇か所しよ、あらゆる道具、霙自身にも、〈真名川霙〉であることを示す付箋が貼りつけられている。桜井の所業だ。


    　桜井は早速ミツオにも、〈森実ミツオ〉という付箋を貼りつける。


    「桜井、何のマネ？」


    「話してみればわかるけど、そいつ、戦前の遺い物ぶつみたいなんだ」


    「戦前の、遺物？」


    　霙は神こう々ごうしくさえある一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくで毛布を搔き分け、まるで溺おぼれまいとするかのように眠りの淵ふちから顔を出すなり、額ひたいに貼られた、〈真名川霙〉に気づき、ベリリ、と剝はがした。


    　ややあって、〈森実ミツオ〉に気づくと慌あわてた様子で毛布を抱き締める。


    「あ、昨日の指揮者殿。このような格好で、申し訳ない思いであります」


    「ご、ご丁てい寧ねいに……どうも」


    　桜井は、ここからは指揮者と歌い手の契けい約やく、とでも言わんばかりだ。


    「な？　喋しやべり方もいかめしい。ベッドもポットも知らない。ヨコモジに超弱いぞ」


    「だからって、もっと他になかったのかな、方法」


    「ちなみに桜井サンのことは、サンを強調しといた」


    「桜井……」


    　桜井は無人の床上のベッドに腰かけ、見舞いに持って来たリンゴを自分で齧かじる。


    　ミツオは天井に横たわる少女を見上げた。


    「あ、えと……霙、でいいかな？」


    「構いません、〈ミツオ〉。桜井から伺うかがっているであります」


    　桜井の付箋作戦の効果がないことはさておき、ミツオにとって哀しいことであるが、自分は誰からもザネと呼ばれることに馴れきっていた。


    　いつしかミツオという名前を忘れかけていた事実に驚く。


    　戸と惑まどいは、霙の戸惑いも呼んでしまった。霙は胸に手を当て上うわ目めづかいで確認する。


    「昨日、ザネと呼ばれることに些いささかの抵抗を見受けた、であります。同姓では、姉上である指揮者・森実由希を示すようなので、ミツオと……不快にさせた、でありますか？」


    「いえ、いいえっ、構いません。構わない、でありますよ」


    「あ……マネした、であります」


    　まずい、このままではいけない。


    　ミツオは人魚を社会に適応できるよう導みちびかなければならない指揮者だ。


    　不死の迷めい宮きゆうからこちら側へ復帰する手助けをしなければ、とミツオはひとつ咳せき払ばらいして、現在の最優先事項について触れる。


    「雪下菜々が昨日の戦闘中に失踪ロストしてる。半分吹き飛んでしまったあの失われた町……死花花っていう恐ろしい怪物がいる場所へ、僕は菜々を捜しに行かなくちゃならない」


    「承うけたまわっております」


    「え？」


    「自分の最初の任務は雪下菜々の救出、と桜井に命じられているであります」


    「桜井──」


    　桜井はベッドの上で肩をすくめ、事情を説明した。


    「失われた町ロストタウンから死花花を外へ出さないように、討うち取るためだよ」


    「え、どういうこと？」


    「この桜井サンが真名川霙の管理権を譲じよう渡とされるための条件……わかんないか？　〈楽団桜井〉は死花花の脅きよう威いを取り除くために設立、と相あい成なったわけだ」


    「そんなっ、そんなのムチャだ。僕は経験のない指揮者だし、桜井は技官のくせにDo-orドアや人魚の知識も怪しい。そこへきて、おまけに──」


    　言いかけ慌あわてて口を噤つぐんだが、遅い。


    　天てん井じようからあからさまに落胆した、耳なれない口調が降ってくる。


    「楽団の生命線であるべき歌い手の自分は、出で来き損そこないの烙らく印いんを押されたであります」


    「そ、そんなことないよ。三人の歌い手に三人の指揮者、生物学者までいる大きな楽団にいたんだから、潜在能力は高いってことじゃないっ」


    　桜井もうんうんと頷うなずいている。


    「そうさ。どういう経緯けいいで人魚になっちまったのかは知らない。不死の怪物のくせに人間に捕まって調ちよう律りつされちまったとはいえ、あれじゃん、元怪物なわけじゃん？」


    「桜井、褒ほめるなら褒めなよ。霙だって桜井の上じよう司しが主しゆ宰さいしてるビッグバンドにいた方が絶対よかったのに、仕方なく、こんな三人ぽっちの玩おも具ちやの音楽隊に来てくれてるのに……」


    「ザネ、おまえも言うね」


    　険悪なムードにトドメを刺したのは意外なことに、天井からの声だった。


    「自分は、独りでも戦うであります。自分に再び人間的な生活を送る機会を与えてくれるDo-orドアには、随ずい喜きの涙を流さんばかりでありますが、自分には独りでも戦わなければならない理由があります……です」


    　ミツオが見上げるのは、何か重大な使命を帯びて戦う、少女だった。


    　ミツオは自分の制服姿を恥じるように、せめてもとネクタイの緩ゆるみを引き締める。


    「こ、今回はその……みんなの目的が一致してるということで、話を進めない？」


    「だな」


    　暖房が効きすぎなのか桜井は汗ばんだ襟えり元もとを崩し、窓辺の壁に背を預ける。


    　姉の由希や菜々と暮らしていたことで女性には免めん疫えきのある自分だったが、初対面でありながらこうまで無防備な女性はなく、ミツオは目線を外して話を聞く。


    「いいか。ザネは菜々の救出、桜井サンは上から死花花を抑えろって命令されてる」


    「自分も、死花花は放っておけません」


    「は、なんでよ？」


    「なんで……？　町ひとつを消し去った怪物を、なぜ、見過ごせるでありますか？」


    　ミツオと桜井は思わず顔を見合わせ、霙が正しいことを確認する。


    「じゃ、すぐにでも行動を開始したいと思うんだけど、いいかな？」


    「何から始めるでありますか？」


    「まず霙のことを教えて欲しい。歌い手としての能力とか、癖くせとか……僕たち指揮者はそういうものを、社会生活に支障を来きたさないように抑えこまないといけないんだ」


    「抑え……見ての通り、であります」


    　ミツオは、「だよね」と呟つぶやいて桜井を一いつ顧こする。


    　まさか眠っているのではないだろうかというほどに思える穏やかな横顔の桜井の意図が、ミツオにはやっと見えた。なぜ桜井が、実績のないミツオを指揮者に抜ばつ擢てきしたか、である。


    　桜井も同じなのだ。


    　経験のないDo-orドア技官、しかも、調ちよう律りつして歌い手に仕立てるべき人魚は、重力どころか昼夜まで逆転してしまっている人魚である。賢けん明めいな指揮者ならまずこの話を請けない。


    「僕は、やるしかないけど……」


    「ミツオ、自分にはひとつ、報告しなければならないことがある、であります」


    「ん？　なに？」


    「自分は何度か死と復元を繰り返しているのか、記憶が曖あい昧まいであります」


    「うん？」


    「実際にはミツオよりずっと長い時間を生きているはずでありますが、残念なことに、どうやら自分の身体はこれ以上、成長しないようであります」


    「え、永遠に……十二歳を繰り返す、ってこと！」


    「いいえ、ミツオっ！」


    　霙は唐とう突とつに立ち上がり、長くはない手で身ぶりを交えて感情を表そうとする。


    「十四まで生きたことはこの身体を見ても明めい白はくだと、思うでありますが？」


    「ご、ごめん何か気に障さわること言った、かな……」


    「ま、まさか。自分はこの程度で冷静さをなくすほど子どもでは、ないでありますですます」


    「み、霙…………」


    　真名川霙は十四歳を永遠に繰り返す、人魚だった。


    　永遠に十四歳を繰り返し、重力も昼夜も逆転した人魚を、人間の管理下に置く。


    「できるのかな、僕に……」


    　桜井が他ひ人と事ごとというより、何か悪いた戯ずらを思いついたような顔で跳ね起きた。


    「じゃ、あとは現場の二人に任せるとして、二人が生きて帰ってくるのを、桜井サンは首を長くして待ってる、のだった、ってことでよろしくー」


    　この時、ミツオは菜々のことで頭がいっぱいだった。


    　一刻も早く菜々を助け出したい。その一心のせいで、桜井の邪じや悪あくな笑みを、ミツオは見落としていた。


    



    　　　　　　　○


    



    　ミツオと霙のデビュー戦となる対死し花か花ばな戦の作戦立案をしたのは、肥ひ後ごという男である。


    　事の経緯けいいはイレギュラーに始まった。本来、楽団の総指揮は技官が行うものであるが、桜井は何やら忙いそがしげに病室を出て行ってしまったのである。


    　ミツオは立ち尽くしていた。


    　山やまの端はにかかると、そこからあっという間に沈みゆく太陽。


    　その時、救いの手は差し伸ばされたのである。


    「よぉ、霙はいるか？」


    　その、お世せ辞じにも風格があるとは言えない背が低く[image: ]やせた男が現れるなり、ミツオはひどくしゃっちょこばって、やや頰を紅こう潮ちようさせた。


    「ひ……」


    「肥後殿」


    　霙は頼りなさげな三十路みそじ男の肥後に、父親を頼る幼おさな子ごのように左手を伸ばした。


    　肥後は簡単に霙の小指を小指でからめとる。


    　その繫つなげた指一本で霙を、ミツオたちと同じ地面に下ろしてしまった。


    「よぉ、霙。ケガはなかったか？」


    「多少の打だ撲ぼくや擦かすり傷こそありましたが、今夜の内に退院できるとのことであります」


    「そうか、そりゃよかった……？」


    「ミツオ、どうかしたでありますか？」


    　霙は緊張してがちがちになっているミツオに首をかしげる。


    「霙、肥後サンは僕が目標にさせてもらってる指揮者だ。タクトの使い方は上う手まいし、赤い糸を引っぱって無理やりに歌い手を御ぎよすこともない。ほんとの指揮者が演者を操あやつるみたいに、ごく自然に歌い手を操る。どうしよ、超かっこいい！」


    「超……かっこいい、でありますか？」


    　霙は、背中の丸い小男をまじまじ見つめた。


    「ミツオ、このオジサンはどう贔屓ひいき目めに見ても超かっこいいとは異質、というより既すでに、まったく別次元の代しろ物ものであると──」


    「霙！　なんてこと言うの！」


    　やりとりを見ていた肥後は手を叩いて大げさに笑うと、ミツオを具つぶさに見つめた。


    　もはやミツオは恐きよう縮しゆくしきって肥後の顔も見られず、伏して言葉を待っているのみである。


    「お前さん、由希の弟だな」


    「い、いえ」


    　ミツオは反射的に首を横に振ったが、あながち間違ってはいないからとその後は否定しきることにした。


    「僕は、物心ついた頃からDo-orドアで指揮者になるために、由希から姉きよう弟だいではないと言われています。由希は僕の姉あね弟で子しだと、思っていますっ」


    「そうしゃっちょこばるなよぉ」


    　髭ひげの剃そり残しに触れながら話す小男を、ミツオはきらきらした目で見つめてしまう。


    　霙は、理解できないが理解しようとするのか必死の形ぎよう相そうだった。


    「肥後サン、自分たちはこれから死花花退治に向かうところであります。〈楽団森もり実ざね〉の歌い手であるバービーが取り残されている可能性があるとのこと。くわえて、一日で町を消し去るような怪物を野放しにしておく法はない、であります」


    「マジメだねぇ……」


    　肥後は肩をすくめ、やや突き放すような口調になった。


    「ま、がんばってくれよ。死花花にこれ以上付き合うだけの余分な戦力は、どこの楽団にもないからな。月つき型がた郡ぐんの三十近い楽団の中で、自由に動けるのは新設のおまえらだけだ」


    「え……どういうことですか？」


    　ミツオは思わず口走った。


    　町を瞬またたく間まに消し去った怪物には、これ以上関与しない、というのである。


    「肥後サン、死花花が次に消してしまうのは、この三み日か月づき町や満まん月げつ町かもしれない。対岸の新しん月げつ町だって、遠くないんですよ？」


    「なんだ、ザネ、おまえ指揮者なのに知らないのか？」


    　肥後はちら、と慮おもんぱかるように霙を一いつ顧こし、桜井が残して行った赤い本を手に取る。


    　霙はどこか哀しげな表情を浮かべると、自分はその本を見ない方がいいとでもいうように肥後と繫つないだ指を離し、天てん井じように戻ってしまった。


    　ミツオは霙のことが気にかかったが、開かれんとする赤い本に唾つばを飲みこむ。


    　肥後はどうはしょって話すか思案するように首の後ろを搔いた。


    「樹海博士が研究していた形状記憶遺い伝でん子しについては知ってるな？」


    「最初の研究者たちに分配された、MaaMマムと呼ばれる……不死の素もと」


    「樹海博士は最初に六匹の不死の怪物を産み出したわけだが、最初の六人の研究者はMaaMを分配するカタチで持ち去って、それぞれに不死の王国を造ってる。ヒトの目の届かない闇の世界で何をしようってのかは知らないが、地上に続々と人魚が降こう臨りんしてることは事実だ」


    　赤い本にはその人魚たちの名前が記されている。


    「この『レッドリスト』はもともと、絶滅の恐れのある生物種のリストのことでな。最初のレッドリストは自然保護団体ＩＵＣＮ（国際自然保護連盟）によって作成されてる。以降、各国の政府機関や学術団体によっても独自のリストが作られてるが、これはそのシャレだな」


    「シャレ？」


    「これは、Do-orドア内の部署であるところの管かん理り連れんが作成している、いってみれば裏レッドデータブック。管理連が認定しているすべての人魚の情報が、記録されている」


    「管理すべき人魚たちのことが……」


    　不死者たちは段階的に分類されていた。


    



    絶滅　　　ＥＸ （Extinct）


    絶滅危き惧ぐ　ＴＨ （Threatened）


    絶滅寸前　ＣＲ （Critically Endangered）


    危機　　　ＥＮ （Endangered）


    危急　　　ＶＵ （Vulnerable）


    軽度懸け念ねん　ＬＣ （Least Concern）


    



    「肥後サン、絶滅の心配なんて不死者には必要なくないですか？」


    「不死者だからなー」


    「これ、絶滅（ＥＸ）のページに載ってるのは、樹海博士ですよね？」


    　すべての元げん凶きようである、MaaMを産み出した樹海博士。


    　ミツオはごくりと唾つばを飲む。


    「次のページは樹海博士が最初に人魚にした五匹……自みずからの精神は不滅で、不滅の肉体さえ手に入れれば完かん璧ぺきだと信じ、自ら研究材料に志願した辰星二等陸りく尉いとか……ビッグネームぞろいだ。おっかなくておっさんは出会いたくないね」


    　ページをめくると、記載された名前が一気に倍増する。


    　絶滅危惧（ＴＨ）、絶滅寸前（ＣＲ）、とめくっていくにつれ倍の倍にと増えていった。


    「蝶ちよう々ちよう館かんの吸血鬼、スリッカー・メイプル……これって迷信じゃないんですか？」


    　字も小さくなった。


    「実在してるって噂うわさだ、っておぉ、迷信だな……」


    「あっ」


    　ミツオはさらに頁ページを進め、最後の頁で思わず声を上げた。


    　軽度懸念（ＬＣ）リストの一番上に知った名前を見つけたのである。


    「真名川、霙……」


    「そう、霙ももともとは要警戒の、樹海博士が産み出した人魚だな。最初の六匹だけじゃなく、連中は人魚を鼠ねずみ算ざん式に産み出し続けてるってことだ」


    「はい……でも危機とか危急とか、軽度懸け念ねんの方はわかりやすいですけど」


    「なんだ？」


    「ＥＮ（危機）は危機的なヤツってことですか？　樹海博士だって、〈絶滅〉しそうだからみんなで保護しましょう、みたいにどうしてこんなに大きな字で特とく筆ひつ化されているんですか？」


    　肥後は本を閉じ、ひとつゆっくりと息を吐いて答えた。


    「逆だよ。奴らの存在が、俺たち人間を脅おびやかす、っていう分類名だ」


    「逆……人間を、絶滅させる、怪物たち？」


    　絶滅軽度懸念のページに記された百を超える名前の筆ひつ頭とうにある、真名川霙の名前……。


    　ミツオは天てん井じようでベッドを片づけている霙を見上げ、肩をすくめ頭を振った。


    　霙はもう赤い糸で縛られている。指揮者が小指さえ繫つなげば御ぎよせるのだ。まだ自分独りで上う手まくチカラをコントロールできない様子だが、人間に管理されている歌い手扱いである。


    「肥後サン、霙が楽団に保護されたのいつですか？」


    「ほんのひと月前だ。来年度版には、調ちよう律りつ済みの歌い手ってことで○マル印がつくだろ」


    　そのためにも自分は霙をしっかり調律しなくてはならない。


    　ミツオは覚悟を決め、ある名前を探した。それは霙よりも三つも上のカテゴリーにある。霙が記載されていた百の名前がある軽度懸念よりも、二倍の大きさの字で九つの名前しかないページ──絶滅寸前　ＣＲ （Critically Endangered）にその名はあった。


    「死花花……。肥後サン、どうしてコイツを、もう追わないんですか？」


    「同じページに睡すい蓮れんってあるだろ？　三十年も前のことだが、死花花が現れた時に、睡蓮ってやばいヤツも現れたんだ。爾じ来らい三十年、十年に一度、死花花は律りち儀ぎに顔を出したが、睡蓮はそれっきり。とはいえなぁ、十年前には同じページの、コイツ」


    「さ……〈サークル・チェンジ〉？」


    「そ、おかしなことに野球の変化球の名前がついてるが、コイツは超ヤバイ。由希あねきに訊いてみな。十年前、月型郡の楽団は軒のき並なみコイツにやられちまった」


    「じゃあ、死花花が現れた時に、連れ立つように睡蓮やサークル・チェンジが？」


    「二十年前は死花花だけだったよ。奇妙なことに、コイツらは月型郡どころか地球を絶滅しかねない化け物のくせに、直前で潮しおが干ひくみたいに消え去っていった」


    　肥後は怯おびえるミツオをいたぶるかのように、言葉を選んだ。


    「まるで、その背後にもっととんでもない怪物がいて、指示してるみたいにな」


    「そ、そんな……」


    　それ以上言わずに背を向ける肥後を、


    「あ、あのっ。肥後サン！」


    　ミツオは呼び止めた。


    「僕は、菜々を捜したい。これ以上、死花花に存在ごと消されるヒトを出したくない。だけど、僕ひとりで戦う自信、ないです。肥後サン、力を貸してくれませんか？」


    　ちょうどその時、あるいは聞いていたのか。


    　肥後の所属するビッグバンドの歌い手が半開きの扉とびらをノックした。


    「オヤジぃ、検査終わったよー」


    「お、ラビット。どうだった？　問題なかったか？」


    「昨日、三度も死んだのに平気なわけなくない？　って、問題なかったけどね」


    　ラビット。


    　肥後のチームで頭とう角かくを現した歌い手である。派手な色使いの帽ぼう子しから銀色の髪の毛、ピアスや指輪といった装飾品が、歩く度たびに耳みみ障ざわりな金属音を立てた。


    　一見すれば、アート系かファッション関係の学生のようである。


    　肥後の身体に寄り添うようにして、何やら匂いを嗅かいでから言った。


    「まーたタバコ吸ったぁ。あたしこの匂いダメだって言ってんのにぃ」


    「悪い悪い──それよりラビット、おまえ今夜、空いてるか？」


    「えー、なにー？　指揮者と歌い手の、禁断のプライベートナイト、ってやつ？」


    「バカ言え、Do-orドアだよ。そこにいる坊やが死花花をやっつけようとしてる」


    　ラビットが首をめぐらし、今までまったく気づかなかったみたいにミツオを見つめる。


    　ミツオは目を見開き、顔を両手で覆おおいたい衝動に駆られた。


    　だが遅い。パーン、と乾いた音がして、頰が熱くなって、尻しり餅もちをつく。


    　ラビットはミツオを見下ろして言った。


    「あんたでしょー？　あの絶対零度のバービーを、ムリに使ったの、あんただよね？」


    「え……？」


    「あの町、バッキバキに凍ってたでしょ？　あれ、バービーがメチャクチャに暴れてくれちゃったせいなんだよねー。冗談じゃないよ。こっちまで氷こおり漬づけにされそうだった」


    　その時、ミツオを責めるラビットの前に霙みぞれが割って入った。


    「ラビット、ミツオは自分の指揮者であります。それ以上は見過ごせない、であります」


    「げ、霙……ちょっと、天てん井じようから見下ろすのやめてよね」


    「知っての通り、自分は上う手まく力を制御されていないでありますよ」


    「なに威い張ばってんの。そのままだと永遠に、普通の生活送れないんだよ？」


    「で、ありますが、つまりは人魚の力を抑えきれていない、ということ。必要とあればスイッチの入っていないラビットを、力ずくでとりおさえることもできる、であります」


    「だから何で威張るのよ、出で来き損そこないの歌い手ってことじゃん」


    「それ以上の愚ぐ弄ろうは──」


    「やってみな、やったら、あとで肥後にスイッチ入れてもらってあんたを殺す」


    　ミツオが青くなるほどのラビットの物言いを、霙は平然と受け止めた。


    「ですが、肥後サンがスイッチを入れてしまうと、ラビットは肥後サンの指タ揮ク棒トの通りにしか動かないのではありませんか？」


    「っさいな！　こんなオヤジ、ふりきって暴れてやる！」


    「肥後サンは上手いであります。自分もそれをやろうとしましたが……」


    　肥後はくっくと笑って、ラビットの小さな肩を後ろから摑つかんで制した。


    「なぁおい、俺たちは敵同士じゃない。俺たちの敵は、社会を脅おびやかす人魚どもだ」


    　肥後は、倒れたままのミツオに手を差し出した。


    　その手はけして大きくないが、驚くほどの力強さでミツオを軽々と引き起こす。


    「いいぜ、坊や。俺とラビットが手を貸してやるよ」


    「ちょっ、オヤジぃ。そんなことしたら技官に叱しかられるー。あたしたち明日から新月町を警備しなきゃいけないんだ。睡蓮の扉Do-orが開いて──」


    「ラビット、とりあえず、今夜は暇ひまだろ？」


    「けど、睡蓮が……」


    「坊やたちが言ってることは間違いじゃない。死花花がこれ以上ヒトを殺さない保証なんてどこにもないんだ。過去三十年間のデータ通りなら、ヤツはもう動かないけどな」


    「だったら──」


    「バービーだよ、ラビット。バービーのおかげでお前さんは四度は死なずに済んだんだぜ？」


    



    　　　　　　　○


    



    　午後まで授業を受けていた。


    　授業はいつも退屈だった。学生生活は、指揮者免めん状じようの一次試験に相当する義務教育課程で終わるつもりでいた。あとはDo-orドアで、姉たちのように、立派な指揮者となって人間社会を脅かす怪物たちをやっつける──漠然としてはいたが、そう考えていた。


    　しかし、指揮者として姉あね弟で子しにあたる由希は言った。


    『三み日か月づき学園へ通え』


    　同様の指示を受けた菜々は了りよう承しようしたが、ミツオは断固反対している。この先、Do-orドアという、人間にとってあまりに過か酷こくな怪物と戦う世界で生きるというのに、座って聴く学校の勉強が必要であるとは到底、思えなかった。


    　少しでも指揮者としての技術を上げた方が、生存確率は上がる。


    　例年、全国で百以上の指揮者の死体が出ているのだ。


    　それ以外にも理由はある。ミツオは集団生活が苦手だ。物心ついた頃から指揮者だ歌い手だと、おおよそ、日常社会とかけ離れた〈楽団〉という組織で育ってきた。


    　当然のように、所属する楽団は秘密主義で閉へい鎖さ的。


    　ミツオはいつも指揮棒を手放さない理由をクラスメイトに上う手まく説明できなかったし、雪下菜々と同居の事実をはぐらかすこともできなかった。


    　まさか、不死の怪物である人魚の菜々を、人間が管理する〈歌い手〉という存在に調ちよう律りつしようとしている──などと言えるはずもない。


    『ザネ、おまえ雪下と一緒に寝てるのか？』


    　ある時、同級生にからかわれたことがある。


    『そうよ』


    　返事に窮きゆうして俯うつむいたミツオは、バービーの踵かかとを見つける。


    『あたしだいたいのことは試してみた。あとは死ぬことだけ？　ううん、死も経験してる。あたしみたいな人間の死は、見てる方も実際やる方も、イタイって知ってる？』


    『菜々……死んだことはないだろう』


    『ザネは黙ってて。死ねば、あたしの場合はMaaMマムの子し宮きゆうに逆戻り……』


    　言い返せば言い返すほど、はしゃぐ上級生たち。


    　菜々は彼らを黙らせてしまう。


    『消えてよ、でないと、あたしが消えてあげる』


    　尖とがった付け爪で、菜々は自分の手首を引き裂いてしまったのである。滴したたり落ちる血を見て、同級生たちは青ざめ、互いに逃げるタイミングを計りながら去っていった。


    　ミツオはというと、泣き出してしまった。


    　菜々の手首から流れる血が怖くて、なぜその時、その手を取ってあげられなかったのか。


    　ミツオは悔くやんでいる。


    　そんな思いばかりの学園生活など、何が何でも回かい避ひしたかった。


    『菜々、ザネ。おまえたちは一年Ｃ組へ入るよう取り計らってもらっている』


    『どうして、どうしてそんなことするの？』


    『一年Ｃ組は、呪のろわれた教室だ』


    『だ、だからなんでそんなこと！』


    『月型郡はずっと昔から、人魚の群ぐん棲せい地だ。か弱い人間が虫けらのように殺されてきた。その原因、秘密を解くカギが一年Ｃ組にある』


    　普段寡か黙もくな由希だが、Do-orドアに関してだけは饒じよう舌ぜつになる。


    『かもしれない』


    『かもしれない？　可能性でしかないのに、わざわざ学校に通えっていうの？』


    『ザネ、おまえも指揮者ならひとつでも多くの扉Do-orにカギをかけることに優先順位を持て。一年Ｃ組の呪いの謎を探れる機会があるのに、それをしないというなら、他にいくらでも月型郡にしかない不可解なことはある。ひとつでも多くの扉Do-orを閉じようとしてみせろ。調査して、謎を解いてみせろよ。でなきゃ、指揮者なんてやめろ』


    　ミツオに言い返すことはできなかった。


    　そしてそのまま、三日月学園に入学して半年、何もできないままに、何ひとつ気づくことができないままに、制服姿で扉Do-orに参加する破は目めになった。


    　死花花という、人間の存在ごと消失させる人魚と戦わなければならない。


    



    　　　　　　　○


    



    　人ひと気けのない病院の裏口まで、霙みぞれには天てん井じようを歩かせた。


    　急きゆう患かんのない緊急外来の出入り口は閑かん散さんとしている。窓からぼんやりと見える三日月学園の校舎は、自分のよく知っている建物とは異質にしか見えない。


    　闇はミツオを不安にさせた。


    「ミツオ、そろそろ準備、いいでありますか？」


    　出入り口の上部に、[image: ]こう蝠もりのようにぶら下がった霙が口を開く。


    「霙、降りてみようか……」


    　ミツオはベンチから立ち上がり、左手を伸ばした。テーピングでガチガチに固定した左手の小指で、遠慮がちに霙の小指をからめとる。


    　たちまち霙は人魚としての〈逆重力〉を失って地面に落ちた。


    　受け止めようとしたミツオは見事に下敷きとなって、ラビットの笑いものとなる。


    「なにいちゃついてんの？　緊張感もちなよ……」


    　ミツオは慌あわてて起き上がり、霙にケガがないか確認した。


    　自称・戦闘服というやたらファーのついた白い衣装に着替えたラビットは呆あきれている。


    　肥後はタバコに火をつけ、煙を吐き出すとともに言葉を浮かべた。


    「霙は嬉うれしいんだよ」


    「嬉しい？　どういうことですか、肥後サン？」


    　霙は歩道に引かれたセンターラインを、もの珍しげに辿たどって歩いている。そのままどこかへ行ってしまいそうな気がして、ミツオは頼りなく漂ただよう赤い糸を意識した。


    　肥後は生なま欠伸あくびを嚙み殺す。


    「霙は普段、人魚のチカラで反転してんだろ？」


    「はい……」


    「霙が歩ける地面は、ほとんどないわけだ。どういう経緯けいいで人魚になっちまったのか知らないが、霙は天てん井じようから、もう戻れない地面を見つめるしかできない」


    「僕たちが、空を見つめるみたいに……？」


    　ミツオは何があろうと霙の指揮に集中しよう、と誓った。


    　赤い糸で地面に縛りつけたことで、常人と変わらぬ状態に戻った霙を、たとえ戦いの中で必要になっても、できれば、再び天井へ戻したくはなかった。


    　もし自分が指揮を誤あやまてば、霙はそのまま空の星になる。


    　子どもの頃、姉・由希に、「離しちゃダメよ」と言われた風船の紐ひもを離してしまって、二度と自分の元には戻らない、あの空の彼方かなたへ消えて行ってしまった時の哀しさを、


    「あ……なんだか、思い出しちゃったな」


    　ミツオは今度こそ離すまいと、運命の赤い糸に似た特殊な波長の光を握ろうと拳こぶしを固める。


    「おいザネ、いつでも始めていいんだぞ」


    　ベンチから発せられた肥後の言葉に、ミツオは思わず鸚おう鵡む返しになった。


    「え、始めていい？」


    「そうだよ、死花花は調ちよう律りつ不可能なタイプだ。殺トるしかない」


    「肥後サンとラビットが協力してくれるんじゃあ……」


    　ラビットは、「何言ってんだか」とミツオの寒さで赤くなっている鼻をボタンみたいに押す。


    「なんであたしがそんなボランティアしないといけないわけ？　死花花なんてやっつけたところで、来らい世せでの平へい穏おんがいくら延びるってわけでもないの。あんたがやんのよ」


    「ぼ、僕が……」


    「平気よ、霙の潜在能力ポテンシヤルわりと高めだし、勝てないまでも上う手まくやってくれんでしょ。昨日だってなんだかんだで、赤い糸が切れちゃったのに生き残ってるし？」


    　肥後が補足する。


    「これから先、Do-orドアで戦うなら死花花はちょうどいい相手だ。ヤツはあまりに多くの人間を殺してるからＣＲ（絶滅寸前）のカテゴリーに入っちゃいるが、戦闘能力だけ取れば二つ、三つ下のカテゴリーの人魚だ。十年おきに現れるが、毎回、誰かしらがやっつけてる」


    「やっつけてるのに、どうして何度も……あ、そうか不死の怪物だから」


    「なにも、死花花の不死のトリックを解き明かして、永遠に蘇よみがえらないようにカギをかけろとは言ってない。霙をそこそこに扱えれば、勝てるはずだ」


    　もはやミツオに逃げ道などどこにもなかった。


    「その間に、俺とラビットはバービーを捜そう索さくして見つけておいてやる」


    「こっちの方が難しいんだよ、昨日の退たい却きやく戦でもわかると思うけど、ただ敵をやっつける方がずっと楽。何かを守るのとか、マジうざいんだからね」


    　今まさに、森実ミツオのデビュー戦が幕を揚げようとしている。


    「ミツオ、震えている、でありますか？」


    「霙……いや……平気、ぜんぜん、怖くなんてないよ」


    　ミツオは自分の指をきつく嚙み、震えを抑えこんだ。


    　指揮者である自分が毅き然ぜんとしていなければ、とミツオはさらに唇を嚙んだ。


    「行こう、霙」


    　今まさに、扉Do-orが開こうとしている。


    　ミツオの前髪を揺らした冷たい風は、霙の夜のように黒い髪を撫なでていく。


    　霙は制服のリボンを結び直し、しっかり頷うなずいた。


    「了りよう解かい、であります」

  


  
    



    　　　　　　　３．「Do-orドア」


    



    　ミツオのDo-orドアデビュー戦は、まさしく暗あん中ちゆう模も索さくの態ていだった。


    「わ、わっ……」


    　下か弦げんの月が僅わずかばかりに照らす失われた町ロストタウンは、行けども行けども倒とう壊かいした建物や、傾いたビルばかり。足元の瓦礫がれきは昨日の氷が溶け、滑りやすくなっている。


    　時折、きらめくものが何なのか。


    　延々と続く干ひ潟がたのような世界で、ミツオは途方にくれた。


    「ミツオ、こっちは滑らずに歩けそうであります」


    　白い制服の霙が頼りだったが、ミツオはあくまで指揮者でいようとした。


    　そうでなければならないと、暗闇を選んでは無む謀ぼうな道を進む。


    「霙、こっちへ。あまり離れないで」


    「了りよう解かい……ミツオ、この赤い糸の有効範囲はどの程度でありますか？」


    「僕の場合だと、半径三百メートル……かな」


    　それは一人前の指揮者が、戦闘時でない場合の平均とされる数値である。


    　だがミツオの本当の限界はそれを遥はるかに下回っていた。


    「霙みぞれのギアをシフトしていくと、その範囲は縮ちぢまるからね」


    「了解、であります」


    「霙は……今のところ、ちゃんとコミュニケーション取れるんだね」


    　それは救いだった。指揮者がどれだけ指揮棒タクトを振っても、こちら側に戻っては来られないタイプの人魚もあるのだ。最初に出会った時点で赤い糸で束そく縛ばくされていた霙の場合、どのレベルまで人魚の力を使えば、どこまでその距離が変化してしまうのか……まったくの手探りだった。


    「ミツオ、自分は普段から夜間は昼のように見えているので、暗闇に対しては問題なしであります」


    「……」


    「どうかしたでありますか？」


    「いや、なーんかその余よ裕ゆう、嫌いやな感じだなって思ってさ」


    「唯ゆい一いつのあどばんてーじでありますよ。ほら、危ない。障害物も事前に感知、であります」


    　霙は誇らしげに、暗闇の中唐とう突とつに出現した壁に触れる。


    　おや？　と首をかしげるのはご愛あい嬌きよう？


    「大木、でありますか？　石ではない……？」


    「み、霙──」


    　何か動いた。


    　遥はるか頭上で蠢うごめいた巨大な影に身構えていると、それは唐突に顔を出した。


    　薔ば薇らの花だ。


    　闇の中から[image: ]こう蝠もりのように吊るされた女性が出現した。そのこめかみから生えた一輪の薔薇に目を奪われていると、危険。真っ赤に光る瞳に睨にらまれ、大きく裂けた口の中に見える牙きばに頭を嚙み砕かれる──寸前──ミツオは波間に尻しり餅もちをつき、冷ややかな叫びを上げた。


    「う、うわぁ！」


    　死し花か花ばな。


    　それは想像していたよりもずっと大きく、その頭は五メートル以上自分の頭上にあった。触しよく手しゆのように蠢くのは下半身でもある根。自由自在の太い根が、人間の上半身を支えている。


    　人魚、と呼ぶにはあまりにおぞましい姿をしていた。


    「霙っ！」


    　叫ぶミツオより先に、霙は身構えている。


    「おまえが死花花でありますか？　自分は、真ま名な川がわ霙──っ！」


    　名乗りを挙げる霙の前髪を、死花花の牙が掠かすめた。


    　反射的に左腕を引き、霙に避よけさせた。ミツオのファインプレイである。


    「霙、なに自己紹介してるの！」


    「ミツオ、死花花に会話による説得は無駄、と判断したであります」


    「見ればわかるでしょ！」


    　ミツオは赤い糸を引き、霙と共に瓦が礫れきを踏んで逃げ出した。


    　怪物もそれをものともせずに追って来る。


    「あ、あれが……存在ごと、殺されちゃう敵……」


    「ミツオ、自分の力を開放することを勧める、でありますよ」


    「ムリだっ」


    　ミツオはひとつ学ぶ。一人前の指揮者であるなら、霙の特性を考え、頭上の足場──すなわち天てん井じよう──がある場所を選びながら、索さく敵てき行動を取ったに違いない、と。


    　ぐるりと見渡しても闇、闇、闇……。


    　遥はるか彼方かなたに、市場か何かの、大きな屋根が残っている建物が見えた。


    「霙、あそこまで逃げてっ」


    「ミツオ、自分が殿しんがりをつとめるであります」


    「ダメだ、間違って殺やられたら──」


    　存在自体、消されてしまう。


    　霙は走りながら、倒れた道路標識から丸い鉄板を剝はぎ取って拾っている。


    「これは当面の武器に……ミツオ、追いつかれる前に──あっ、もう！」


    「ダメか……」


    　ミツオはタクトを振った。


    　そうして霙の能力段階をひとつ上げると、霙は明らかに俊しゆん敏びんさを増した。瓦礫を飛び越える。直後、その瓦礫は死花花に粉ふん砕さいされ、四し散さんした。


    「霙、先にあの場所まで逃げて待機」


    「しかしミツオ──」


    「僕は指揮者、言うこと聞いてよ！」


    　叫ぶミツオのちょうど腰の高さに、唐とう突とつに、霙が抱きついた。


    　そのままきれいなタックルで押し倒した僅わずか数センチ上を、何かが通過する。


    　死花花により投じられたのは巨大な看板か何かで、それが瓦礫を破壊して土煙を上げた。その土煙の向こうに先回りした怪物が、悠ゆう然ぜんと、月光の下もとに現れる。


    「ツ……霙！　霙、平気？」


    　霙は丸い額ひたいを割って、血を滴したたらせていた。


    「問題ないであります」


    　気き丈じように返事する霙に、ミツオはタクトをぎゅっと握り締める。


    　死花花という怪物の直線移動速度は確かに速い。


    　瓦礫をものともしない膂りよ力りよくで追われれば、いずれ捕まってしまう。


    「霙、霙の人魚のチカラを一気に開放するよ」


    「ミツオ？」


    「死花花の脇を抜けて、市場の屋根下に入るんだ。空に落ちても大丈夫な領域に至ったら、僕は限界まで霙の力を開放する」


    　問題は霙が、どこまで意識を保たもっていられるかだった。


    　完全に手探りの作戦。


    「行って、けして足を止めないで、そうすれば抜けられる」


    　ミツオは指タ揮ク棒トを振ろうとして、愕がく然ぜんとした。


    　折れている。


    　だが霙は既すでに駆け出していた。


    「霙！」


    　ミツオはやむをえず霙を呼び止め、指揮者らしく大げさに手を振って霙の力を八分の一だけ開放する。


    　月光が生むミツオの影は、無ぶ様ざまに弾はじけた。


    　死花花の根が、二十メートル以上離れた距離から鞭むちのようにしなってミツオの顔面を打ったのである。突然のことに、ひっくり返ったミツオは目の前に舞ったものを反射的に摑つかむ。


    　折れた自分の歯だった。


    「み、霙……」


    　霙は狙い通り速度を上げ、死し花か花ばなの巨体めがけて疾しつ駆くしていた。


    　その勢いそのままに、「すり抜けろ」と願うミツオ。


    　跳ちよう躍やくする霙。


    「なんで…………攻撃？」


    　霙の身体は跳躍というより、夜空へ向かって落下していく。


    　拾った道路標識を怪物の顔面に叩きつけた。


    　怪物の奇声が荒野を抜け、ミツオの鼓こ膜まくを雑ぞう巾きんのように絞る。


    　ミツオは夢中だった。夢中で、霙をもう一度こちらへ引き戻そうとするが、赤い糸は一度失敗すると、もう一度巻き戻すことは不可能に近い。


    　もはや絶体絶命。


    　霙の身体を地上に引き留めるものは、


    「ザネ、足を止めるな」


    　肥ひ後ごをおいてほかになかった。


    　肥後は右手で霙の赤い糸を巻き取り、左手にある別の糸を緩ゆるめる。


    　白い兎ラビツトが、月に還ろうとするみたいに肥後の頭を飛び越えた。耳みみ障ざわりな音を立てていたアクセサリーを外したラビットは、跳ねるような俊しゆん敏びん性で闇を切り裂いて走る。


    　速い、あまりにも速い白い影は残像を伴って進む。


    　普段、ラビットが身につけている装飾は自みずからの力の抑よく制せい装置。人間離れした速度で動いてしまわないように、と警告音を立てるアクセサリーを身につけ、日常に適応させているのだ。


    　ラビットの能力はまさしく、〈脱だつ兎と〉。


    「ひ、肥後サン……菜な々なは？」


    「見つけたが、予定変更だ」


    「変更？　どうして？　あの市場までたどり着ければ、霙の力を使えるのに──」


    「そりゃ、命いのち拾びろいしたぞ」


    　肥後はラビットを脱兎の勢いのまま、死花花の腹部に向かって走らせた。


    　細かくタクトを操あやつる様は、美しくさえある。


    「行けラビット、飛ばせっ」


    　勢いよく振られたタクトが風を切った。


    　ラビットは呼こ応おうするように跳躍し、死花花の身体を貫かん通つうするほどのキックを叩きこむ。


    　死花花の巨体が宙に浮かんだ。


    　ラビットは追つい撃げきを望むが、肥後が赤い糸を引き絞って制す。


    　見上げて、ミツオは目を見開いた。肥後は足で霙の赤い糸を踏み、市場へ向かおうとする彼女を指揮棒タクトでカームダウンさせている。

  


  [image: ]


  
    「ど、同時に二人を……」


    「マネするなよ。俺だってムリしてやってる」


    　霙はふわりと、傾いたビルの屋上に着地する。


    　次に夢から醒さめたように呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。


    　肥後は、「使え」と自分のタクトをミツオに投げて寄よ越こし、ラビットに戻るよう、糸を操あやつって伝える。タクトで意思を伝えるよりずっと難しい高等テクニックだ。


    　肥後は二人の歌い手だけでなく、三人目となるミツオにまで計画の変更を伝えたのである。


    「ザネ、バービーを見つけたが、ちょっと状じよう況きようがまずい」


    「なんですか？　いったい何が？」


    「睡すい蓮れんだ。睡蓮が、バービーを捕まえてる」


    「睡蓮……」


    「おまけに、わかるか？　霙はわかってるみたいだぜ？」


    　霙は市場の方向を見つめ、自分の腕を抱いて震えている。


    　何か、いる。


    　死花花とは別の、ケタ違いに圧倒的な、存在感ある何かがそこにいた。


    　最初、獣けものの咆ほう哮こうのような、風の鳴り声のような音が届けられると、五メートルを超える死花花ですら、萎しおれてしまったかのように縮ちぢこまる。


    　霙もラビットも膝ひざをつき、怯おびえていた。


    　ミツオは腰を抜かしてしまった。獣ではない。それは言葉、嘆なげきの言葉だ。


    『おのれぇぇぇ！　なぜだ、なぜだ睡蓮！　なぜ殺した！　なぜ殺したのだ！』


    　怒いかり狂う闇の王……。


    　ミツオは必死で赤い糸を巻き取り、タクトを振って霙を呼び寄せる。スイッチが切れてヒトの顔となっている霙を抱き、頭を抱え、自分に言い聞かすように、だけど一生懸けん命めいに呟つぶやいた。


    「霙、怖くない。怖くない……落ち着いて、逃げれば平気」


    「ミツオ……？」


    「あれは、ダメだ。見つかってはダメだ……ダメなんだ」


    　ミツオの身体は、肥後が訝いぶかしがるほどに震えている。


    　初うい陣じん特有のものだろうか。と、肥後は肩をすくめた。


    「ザネ、おまえは霙を連れて町へ戻れ。バービーは俺が連れて帰る」


    「肥後サン……けど──」


    「死花花に睡蓮、どっかにサークル・チェンジもいるのかもしれない。何より、どうやらマジで暗黒のヴェールに包まれた御おん大たい将しようのおでましだ」


    　闇から轟とどろくおどろおどろしい声は、睡蓮という人魚への恨うらみ辛つらみに嘆なげき哀しんでいるかのよう。


    　死花花さえ萎しおれさせる怪物が、闇の向こうに確かにいた。


    「俺の勘が告つげてる。これは、過去数回の寸すん止どめの事件とはわけが違う。いったい何が起こってるのか、何が起ころうとしてるのか……少しのミスが命取りってことだ」


    「全滅…………」


    「あぁ、ありえる。おまえは霙を連れて──おい、ザネ？」


    　ミツオは完全に冷静さをなくしていた。


    　けして犯おかしてはいけないミスを、犯してしまうとわかっていながらも、やってしまう。


    「む、ムリだ……死花花ですらどうにもならないのに……何？　何がいるの？」


    「ザネ、聞け。バービーの居場所は昨日、作戦本部があった小学校だ。だけど、睡蓮がいるぞ。アイツはやばい。その姿を見ただけで殺される。俺はラビットが気づいたからすぐに目ぇ閉じて逃げてきたけど、っておい、ザネっ！」


    「僕は……僕はっ！」


    　ミツオは逃げ出した。


    　闇の向こうにいる、本能的にヤバイと感じる怪物を前に──。


    「ミツオ……」


    　永遠に十四歳を繰り返し、独りぼっちでいる真名川霙を見捨てたのである。


    　プツン、と途切れた赤い糸の先で、霙は冷静にミツオを見送っていた。


    「肥後サン、自分を使ってもらえるでありますか？」


    「お……霙？」


    「ラビットが負傷、であります」


    　ラビットのスイッチはまだ入っていた。


    　しきりに身体を壁に打ちつけているその様子に、肥後は慌あわてて赤い糸の接続をシャットダウンする。ラビットは自分の身体を壁に、というより、言い知れない何かから逃げ出そうとした先に壁があるにもかかわらず、逃げ出そうとしているような、危険な状態だった。


    　赤い糸が消えて目の焦点が戻ると、たちまち立てなくなる。


    「あ、イタタ。なにこれ、超ヤバイんだけど……あたし……あ、イタ……」


    　苦し紛まぎれに笑って立ち上がろうとするが、ラビットは膝ひざをついてしまう。


    　真っ白なコートの腹部あたりが血に染まっていた。


    　死花花との一瞬の交こう錯さくは相あい討うちか……肥後は舌打ちする。


    「妙みようだ。薔ば薇らの化け物も十年前より動きが切れてやがったか……」


    　ふと、肥後は俯うつむく霙に気づいた。


    　ミツオの赤い糸による制御がなくなって、霙の身体は歪ひずんだ重力に押され始めている。


    　真名川霙は今にも夜空へ涙を零こぼしそうな様子で、だが必死に何かを堪こらえて、言った。


    「肥後サン……自分を、どうか、使ってもらえるでありますか？」


    「おい、霙、なんで泣く？」


    「自分は──」


    　一ひと滴しずく、月光に輝く涙は空へ向かって落ちていく。


    　霙の華きや奢しやな背を殴りつけるように、市場の大屋根が倒とう壊かいする音が、振動が、響いた。


    　闇の王。


    　その合図に、死花花が立ち上がり、霙の小さな身体を影が覆おおう。


    　少女は重すぎる荷物を抱えたような表情で、涙を流しながら言葉を紡つむいだ。


    「自分は、独りでも戦わなければならない……であります」


    　肥後はタバコをくわえ、ミツオが去った方向を向いて火をつける。


    「悪いな、霙。他楽団の歌い手の指揮は、責任者である技官からの依頼がなければやっちゃならないことになってる。俺はおまえの指揮者をやってやれない」


    　肥後は、負傷したラビットに小指を差し出した。


    「まだいけるな、ラビット」


    「よ、余よ裕ゆうぅ……に、決まってんじゃん」


    　繫つながる人々の向こう側で、霙は闇の中に独りぼっちで取り残される。


    「霙、その傾いてるビルの中に入れ、天てん井じようで待ってろ」


    　その指から伸びた赤い糸は、誰とも繫がることなく闇の向こうへと続いていた。


    「自分は……独りでも、戦わなければならない、でありますよ」


    　か弱い声も、闇に溶けていく。


    　そして指揮者が力を抑えていないと、人魚の力によって霙は──。


    　その身体も、闇へ溶けようとするみたいに、ふわ、と浮かんだ。


    



    　　　　　　　○


    



    　ミツオに逃げ場所はなかった。


    　走っても走っても、無人の廃はい墟きよと化した夜の荒野が続いている。


    　いつのまにか、吸い寄せられるようにたどり着いた場所は昨日の小学校だった。


    　唯ゆい一いつ、建物と呼べる状態で残っている場所に。悲鳴──。


    　闇を切り裂く旋せん律りつは、校舎の倒とう壊かいを伴って響き渡る。


    「……菜々っ」


    　ミツオはすぐにそれが菜々のものであるとわかった。


    　ただひとつ残っている校舎を通り抜け、半ば塞ふさがっている出入り口に身体をねじ込んで抜ける。体育館の屋根は半分落ちていた。


    「菜々っ！」


    　冷静さを欠いたその行動は、あまりにも不用意。


    　転がりこんだ夜の体育館に目を凝こらし、菜々を探してしまうのみである。


    『睡蓮の姿は見てはいけない。見ただけで殺される』


    　肥後の警告は既すでに頭の中になかった。


    　ミツオは舞台の上に人影を見つける。演じられる悲劇のヒロインのように、うずくまっている華きや奢しやな背中に向かって駆け寄った。儚はかない月光にさえ透すかされる色素の薄い長い髪。


    　三み日か月づき学園の制服の長い手足の少女のもとへ、ミツオは肥後に借りたかたちになる指揮棒タクトを口にくわえ、両手をつき、舞台に飛び乗る。


    「菜々っ」


    　くわえた指揮棒の間から荒い息をするミツオの前髪は、汗に濡れていた。


    「……ザネ？」


    　うずくまった少女は啜すすり泣くのをやめると、顔を見ないで、というように突っぱってみせる。


    「来ないで、遅いんだからっ」


    「菜々、無事でよかった。早くここから逃げよう。家へ帰ろう」


    「家……？　家へ戻ってどうするの？」


    「もう今夜は何がなんだか──とにかく、眠りたい」


    「夢を見るの？」


    　出し抜けに、ミツオは底冷えする寒さを感じて身震いした。


    　気づけば、冷え切った少女の身体と密着していて、戸と惑まどいを隠せない。


    「菜々……？」


    「ザネはもう、もう夢なんて見てる暇ひま、ないんだからっ」


    　そして覗のぞいた菜々の、人形のように整った顔立ちに、ミツオは安あん堵どする。


    　ぽつり。


    　一滴の泥が菜々の白い頰を汚した。


    「菜々、帰ろう、早く──」


    　泥を拭ぬぐおうとしたその瞬間、ミツオは怖おぞ気けだって後ずさりする。


    　少女の頰が、剝はがれた。


    　見る見る人形のように整った顔立ちが崩れ去っていく。菜々の姿に化けていた泥人形は、やがて泥の皮ひ膚ふの下に長ちよう柄へいのある葉のような骨格を見せた。


    　ミツオは自分の身体の中で、何かがカチリ、と音をたてたような錯さつ覚かくを覚える。


    　肥後の語った、『目にしただけで殺される』ということ……を、突然に思い出し、どういう意味なのかまではわからなかったが、何かをされたのだということはわかった。


    「に、人魚──」


    「ザネっ！」


    　ミツオの顔の傍そばをバレーボールが通り抜け、怪物、睡蓮の顔面に炸さく裂れつする。


    　バスケットのゴール下に、ミツオは今度こそ菜々を見つけた。


    　睡蓮は泥の顔面を飛び散らせ、おぞましい正体を晒さらす。


    「が、がぼ……このような少年が、あの方に──ぼろろ──挑もうというのか……」


    　粘ねん着ちやく性せいのある液中で発せられた音のように、声が低く破裂している。


    　ミツオは醜みにくい泥人魚を前に歯の根も合わず、くわえた指揮棒タクトが、落ちた。


    「さば──酸さん月げつ、なにを怒る──私は貴方あなたの忠実な下僕しもべ──げぼろ──なにを怒る」


    「ば、化けてたの……姿を、菜々に変えてたっ」


    「我が使命は、彼らを殺すこと」


    　睡蓮は泥が飛び散る速度のままミツオの鼻先に寄る。


    　がらんどうの眼がん窩かと口こう腔こうを見せつけるように、至近距離で泥と奇声を垂たれ流した。


    　ミツオは冷たい泥を被かぶりながらも、夢中で肥後のタクトを探す。


    　必死で摑んだタクトを睡蓮の胸に突き刺し、たたらを踏む。


    「ザネ、ムダよ」


    「菜々……」


    「こいつは一度殺すことも困難なタイプ。泥人形を攻撃しても意味はない」


    　菜々の言う通りに、睡蓮はその場でどろどろ崩れ去ってしまった。


    　舞台に残された二人の端は役やく。


    　ミツオと菜々は、指揮棒が刺さった真っ黒な泥を呆ぼう然ぜんと見つめた。


    「ザネ、なんで来たの？」


    「僕は……菜々が、心配だったから……」


    　菜々は独り、舞台からおり、絶対零度の口調でミツオに言い残す。


    「助けてとか頼んでないよ」


    「菜々……」


    「睡蓮は、目にした相手を呪のろうの……ザネ、何されたかわかる？」


    「わかんないけど……なにかが、なにかが変だ……これは──」


    「眠れないのよ」


    「眠れない？」


    「睡蓮を目にした者は、夢の中でも睡蓮に会ってしまう。ううん、睡蓮は夢の中に現れ、他人の眠りを奪う。ザネはもう、眠れない。眠ることができずに衰すい弱じやくして死ぬ。あたしみたいな……アイツらと同じ人魚を、化け物を助けて、ザネ、自分のことは守れてるの？」


    　菜々は自分のことのように悔くやしいから、冷たい言葉を吐くのか。


    「グズのくせに…………」


    　そうまで言われても、どんな役者にも個性はある。


    　森もり実ざねミツオは、忠実に笑うのだ。


    「でもよかった。菜々が、無事で……」


    　あまりにも自分に愚ぐ直ちよくな役者を前にして、絶対零度の眼まな差ざしの、たったひとりの観客の、ブーイング。


    「…………ザネの、グズ…………」


    



    　　　　　　　○


    



    　予告された通りに、ミツオは一いつ睡すいもできなかった。


    　菜々と共に自宅に戻った時は午前六時を回っており、シャワーを浴びてベッドにもぐりこんだものの、いろんなことが頭の中をうろついて眠りにつくことはできなかった。


    　真名川霙。


    　去り際ぎわに、咎とがめるでもなく、汚れたものを一度として見たことをないような澄んだ瞳で、ミツオのことを見つめていた。ミツオは、独りぼっちで彷徨さまよっている人魚を、見捨てたのである。


    　月つき形かた小さ夜よ子こ。


    　話す機会もないままに[image: ]やせ細って亡くなったクラスメイトの死因は、もしかすると睡蓮によって、睡眠を奪われたためのものだったのではないか……。


    　なぜ自分は葬そう儀ぎに行かなかったのか、行けなかったのか。


    　死花花という、二万人の人間を存在ごと消し去る怪物……睡蓮、サークル・チェンジ。


    　睡蓮が口にした、〈酸月〉という名は、死花花の背後にいた闇の王のことなのか──。


    「……うぅ……」


    　それでもミツオは直感していた。


    　酸月はまずい、酸月は最も恐ろしい。睡蓮は目にしただけで人の睡眠を奪ってじわじわ殺すというが、酸月と見まみえた瞬間に、自分は──終わる!?


    「ザネ」


    　扉とびらがノックされて、ミツオは心臓を摑つかまれたような心地で跳ね起きた。


    　時刻は八時を回っているが、眠りは一秒も得られていない。


    「ザネ、死花花のことだけど──」


    「菜々……なに？」


    「肥後サンが、ラビットを使ってやっつけたそうよ」


    「か、カギは？　永遠に蘇よみがえらないように、不死の謎を解いてやっつけたの？」


    「いいえ、葬ほうむっただけ。また十年後に、現れるってこと」


    　ミツオの目は、殺さつ風ぷう景けいな室内の一点に止とどまっている。


    「霙……は？」


    　それは訊けない。訊く権利などないと、わかっていた。


    　でも。……机の上の本棚、赤いレッドデータ本ブック。


    「ザネ、聞いてるの？」


    　業ごうを煮にやした菜々が扉を開けた時、ミツオは赤い本レツドデータブツクを開いていた。


    　救いを求めるように開いたページには、絶望が記されている。


    



    



    絶滅危き惧ぐ　ＴＨ （Threatened）


    　　　　　…………酸月、華か麗れいなる月光の王者……


    



    「……どうすれば……」


    　もはやその名は、絶滅寸前　ＣＲ （Critically Endangered）に記載されている死花花、サークル・チェンジ、睡蓮以下、数あま多たの人魚の名を足してもおよばない恐怖をまとっている。


    　菜々は扉とびらに背を預け、尖とがった付け爪の左手に息を吹きかけて言った。


    「今さらじゃん？　酸月は、昔から月つき型がた郡ぐんに深く関わってる、伝説的な人魚……」


    「最初の六匹の一匹……こんな田舎いなかに人魚が多い理由……僕は……」


    　樹じゆ海かい博士のすぐ下のカテゴリーには、最初に彼がMaaMマムを投とう与よした五人の名が記載されている。その内の一人が、華麗なる月光の王者・酸月だ。


    　月型郡の楽団に共通する悲願は酸月を見つけ永遠に葬ほうむり去ることである。一方、ほとんどの楽団員はけた違いの能力の人魚との遭そう遇ぐうを恐れ、その名を口にすることさえ気をつけていた。


    　自分のような半はん端ぱ者ものなど、声も出せずに死んでしまうに決まっている、と……。


    「僕は、こんなヤツとまで戦うだけの覚悟ないよ……」


    「……あたしは、学校行くよ」


    　菜々は、「玄関で待ってるけど、待たせないでよ」と背を向ける。


    　ミツオはのそのそ身み支じ度たくを整えた。


    　ミツオに呪のろいをかけた睡蓮が主あるじと呼ぶ酸月が、現れたのである。皮肉なことに、ミツオは初めて学校に通うことの意味を自覚していた。酸月の謎を解くカギがあるかもしれない、というなら、一年Ｃ組へ……行かなければならない。


    　ミツオはスニーカーをつっかけて玄関扉とびらを開け、とぼとぼ進み出すが、菜々はついてこない。


    「菜々……？」


    　それは、習慣。


    　ミツオは鞄かばんを担かつぎ直して玄関へ戻ると、菜々のよく磨かれたローファーを手にする。


    　すると菜々は、「ザネのグズ」と呟つぶやき、その御お御み足あしを差し出した。


    「ザネ」


    「なに？」


    「小指が痛い。何かに当たってる、イタイってば」


    　特に、ミツオは苛いじめられているわけではない。


    　楽団においては、実際に戦場へと出て怪物と戦う歌い手が最も偉えらい。


    　楽団を取りしきるのは技官であるし、歌い手を御ぎよすのが指揮者の役目だ。


    　しかし、歌い手がいなくては話にならない。


    「ザネ、痛かった」


    「大げさな……」


    「ザネ、あたし痛かったのよ」


    　ご機き嫌げん斜ななめの菜々が言っているのは、靴のことではなかった。


    　ミツオは何に対してなのか、わからない、だけど自然に謝る。


    「ごめんなさい……」


    「いいよ」


    「え、いいの？」


    　あっけらかんと満足顔で、菜々は軽快に靴音を鳴らし、ミツオを置いていく。


    「靴のことだけは、許してあげてもいいよ」


    「菜々……」


    　菜々は笑ったりしないけれど、ミツオはいつものように三歩後ろを歩くことができた。


    　坂道の真ん中で、不意に足を止めた菜々が何か言ったような気がした。


    「……ありがと……」


    　そう聞こえたような気がして顔を覗のぞきこむと、菜々は耳まで赤くなっていて、ミツオは吹き出すけど、彼女は何かを隠すように顔を下げ、鞄かばんを押しつけてくる。


    「鞄、鞄持ってよ」


    「あ……うん、わかってる」


    



    　　　　　　　○


    



    　睡眠学習という二つ名がつけられているほどの授業でも、ミツオは一睡もできなかった。


    　すべての生徒が机に突つっ伏ぷしたり、教科書を立てていたり俯うつむいたりして眠っているというのに、ミツオは眠りたい衝動の欠片かけらも見つけられずに黒板を見ていた。


    　黒くろ縁ぶちメガネの教きよう諭ゆは張り切って、ミツオとほぼマンツーマン。


    　やはり睡蓮を目にした菜々はどうなのかと、チャイムが鳴るなり別の授業を選択している菜々のもとへ急ぐと、


    「由希が帰ってくるよ。今夜、『キャシー』に九時」


    　菜々は放課後のチャイムの下もとでそう言った。


    　昨日の戦闘の疲労と睡眠障害が、このあたりから、ミツオの意識を混こん濁だくさせ始めていた。


    



    　　　　　　　○


    



    　午後九時──。


    　満まん月げつ町駅裏の一画にある雑居ビルにある店、『キャシー』。


    　物静かな照明としっとりしたソウルミュージックが、親しいもの同士の会話に最適のムードを醸かもし出している。


    　森実由希。


    　鶏冠とさかのように乱雑にまとめた髪に、夏からの衣ころも替がえを忘れたようなチューブトップから見える肩。その上にある能のう面めんのようにも見える無表情は淡い照明のせいだけではないだろう。


    　何があっても笑ってやるものかという意志さえのぞくように、唇は引き結ばれていた。


    「…………」


    　ミツオは店に入ったもの、入り口に立ち尽くして、何もしない。


    　奥の席で肥後やラビットと話していた由希が腰を上げ、まっすぐこちらへ。


    　間違っても一週間ぶりの再会を喜ぶ足どりでない。ミツオは何も感じない。


    「霙……」


    　桜さくら井いと真名川霙の姿も見えた。


    　今け朝さの内にDo-orドアは月つき型がた郡ぐんに迫っている危機に対する緊急会議を終えている。


    　各楽団に、今後の指示を出すために集合するように、と通つう達たつを出しているとのことで、ここ『キャシー』には三み日か月づき町と満月町の楽団員が集結していた。真名川霙の無事を確認して安あん堵どするミツオは、彼女がハッと小さな口元を手で覆おおう様子を見た。


    「ザネ、やってくれたな……」


    　ミツオを見下ろす由希の無表情ぶりをぼんやり見つめ、殴られたことに気づく。


    　由希はミツオの胸むな倉ぐらを摑つかんで起こすと、嚙みつかんばかりの距離で舌打ちした。


    「一昨日おとといは菜々をロストして、昨日は桜井技官の楽団でヘマをやらかしたそうじゃないか」


    　何も言えないミツオの口から言葉を叩き出そうとするかのように、由希の拳こぶしが再び躍った。


    　ミツオはカウンターで組まれた桜井の長い脚の下まで転がっていく。


    「まぁまぁ、森実。霙もこうして無事だったんだ。そう責めないでくれよ」


    「桜井──」


    「おっと、誰も桜井サンを尊敬してくれない、どうしてかな？」


    「……」


    　由希は特に興奮した様子もなく、席に戻る。隅の席で手にするのはルービックキューブだ。


    「桜井、そのグズをたぶらかすのはよせ」


    「あらなにさ、姉きよう弟だい愛ってやつ？」


    「そいつは見ての通りのグズだ。ひとりでお遣いにも行けやしない。歌い手の指揮なんてムリだ。危あやうく、真名川霙は星の藻も屑くずだったんだろ？」


    　桜井はグラスを鳴らし、天てん井じようの霙を見つめて微笑ほほえむ。


    「指揮者なんて、いらない、ってことじゃないのー？」


    「なに？」


    「昨夜は霙、独りで帰ってきたんだよな？」


    　霙はコクン、と頷うなずいた。


    「な？　指揮者なんてあってないようなモノだ、そうだろ？」


    　身みも蓋ふたもない技官の物言いに、生身でありながら怪物である人魚を扱う指揮者たちは色めき立った。ミツオは桜井の、フォローどころか火に油を注ぐ態度に小さくなる。


    　指揮者のひとりが立ち上がろうとするのを、


    「つかよぉ、死花花をやっつけて霙を救助したヒーローにまず乾かん杯ぱいはないのか？」


    　肥後がおどけて場をとりもつ。森実ミツオが落とした波紋は、三み十そ路じの小兵が終しゆう息そくさせた。


    「さて、では手て短みじかに用件を伝えよう」


    　遠えん藤どう技官。


    　月型郡のDo-orドアにあって彼女を知らないものはもぐり、と言える。


    　彼女に関しては語るべきすべてが突とつ飛ぴで実に多くの説明を必要とするのであるが、まずは、一いち目もく瞭りよう然ぜん。技官の制服が包む身体は、子どものように小さい。


    　いや、どう見てもランドセルが似合うような子どもである。


    　表情ばかりがいやに厳いかめしい。


    「まず最初に、技官不在の下、死花花を葬ほうむった肥後とラビットに礼を。同どう僚りようが迷惑をかけているな。先日の死花花退たい却きやく戦以来、石いし川かわ技官は何やら塞ふさぎこんで休きゆう職しよく中ちゆうだ」


    　みな笑ったが、遠藤は真ま顔がおで言った。


    「肥後、ラビット。同僚の石川技官が迷惑をかけている、すまない」


    「いいってことよ。何があったのか知らないが、一週間もすれば戻ってくるだろうよ、なぁ、ラビット」


    「てか石川サン、死花花戦で何かなくしたらしいんだけどさぁ。死花花に奪われたんだから逆にセーフじゃん。何なくしたかわかんないんだから、ねぇ？」


    　石川技官の義理の息子となった人物の名前が藤ふじ井いで、肥後にとっても弟おとうと弟で子しにあたっていたことを記憶しているものは、もはやこの世に誰もいなかった。


    「肥後、ラビット、存在ごと消し去る死花花を葬ってくれたこと、礼を言うぞ」


    　カウチに立って頭こうべを垂たれる遠藤の様子は子どものお遊ゆう戯ぎ発表会のようだが、その場にいる全員が厳げん粛しゆくなムードで拍はく手しゆを堪こらえ、グラスを掲かかげる。


    　ラビットは肩をすくめて照れた。


    「指揮者が上う手まければ、昨夜は死なずに済んだかも。つか、二日で四度だよ？　誰かさー、上手い指揮者つけてよー、このオヤジ、そんなに上手くないかもぉ」


    「おいおい、俺より上手いヤツいたっけか？」


    　みな肥後の言葉に笑ったが、他の指揮者たちは面白くない。


    　由希がぽつり、と言った。


    「肥後サン、そろそろ引いん退たいしてくれないか？」


    「お、代わってくれるのか？」


    「……なに？」


    「いい歌い手ばっか回してもらって、Do-orドアで活躍しまくってる俺に代わってくれるのか。俺がやめたら、由希が若手の目の上のたんこぶになる」


    「あぁ、いいよ。いつでも代わってやる」


    　ミツオも、自信に溢あふれた二人のことが面白くなかった。


    　しかし閉鎖的な縦たて社会である。


    　席順ひとつとっても実績で決まる。二人の場所は、隅っこのミツオからすると遥はるかに遠い。


    　一番遠い場所にいる幼い女の子、もとい遠藤が、毅き然ぜんとした口調で続けた。


    「軽い話はここまでだ。みな知っていると思うが、えらいことになってきた」


    　シン、と静まり返る。


    「死花花の脅きよう威いこそ、向こう十年はないかもしれない。だが今回は同時に、十年前にさんざん辛しん酸さんを舐なめさせられたサークル・チェンジの存在を確認している」


    　ミツオはドキリとした。


    　可能性の段階だと思っていた事実を、傍そばにいた楽団の黒いコートの指揮者が進言する。


    「三日前だが、新しん月げつ町でバトった。わたしたちの楽団はバックアップに回っていて難を免まぬかれたが、埴は生にゆう、八はつ反たん田だの両ビッグバンドが消息を絶った。十年前と同じだ。サークル・チェンジはこっちの動きを知ってるみたいに、有力な楽団をひと息に呑みこむ、それだけではない」


    　百人分ほどのざわめきは、更さらなる脅威の存在によって静まり返る。


    「そして、酸月──」


    　遠藤の唇から零こぼれた名に、ミツオは震え上がった。


    「華か麗れいなる月光の王を確認した。今回の扉Do-orは絶滅（ＥＸ）カテゴリーの樹じゆ海かい博士と同等の扱いと思ってくれていい。今までとは違う、酸月の動きが活発だ」


    　ミツオの不眠の脳はざわめきのひとつひとつ、不安や焦しよう燥そうを選んでは聞く。


    「樹海博士と同等？」


    「酸月なんて、不死の謎はともかく、今回だけでも扉Do-orの向こうへ押し返せるのか？」


    「死花花や睡蓮のように、どんな特殊な殺しをするのか不明なんだろ？」


    「終わりだ……」


    　終わり……遠藤技官が悠ゆう然ぜんとしている理由を、ミツオは知っている。


    　Do-orドアが人魚の存在を水みず際ぎわで止められない場合、この危機は国こつ交こう省しようから防ぼう衛えい省しようへ案あん件けんが移行する。場合によっては、人間が人間の手で、地図からこの街を消し去るのだ。


    　ミツオは壁に寄りかかり、霞かすむ目をこする。


    　こすってもこすっても前が見えず、ついに目め頭がしらを押さえたまま、頭の上を飛び交う討とう議ぎを聞く姿勢になる。


    「酸月の目的に関しては不明だが、攻撃パターンの推測は？」


    「過去三十年の傾向から見て、連中の攻撃は、大小の差こそあるが一週間おきに行われている。今までこれらの攻撃は一カ月の内に終しゆう息そくしてきたけど、今回は違う気がする」


    「勘か？」


    「まぁね。すべては酸月が仕切ってる。死花花やサークル・チェンジは人間を殺すことに終しゆう始ししているけれど、酸月が裏で仕切ってるなら──」


    「ヤツは、〈目的〉を果たすまで殺さつ戮りくをやめない」


    「死花花やサークル・チェンジの大量破壊に目を奪われがちだけど、睡蓮による一撃必殺から推測するに、連中は、〈誰か〉を殺そうとしている」


    「始まりの六人の研究者のしがらみかな……？」


    「さぁな。では、サークル・チェンジからだな。まずヤツを閉じる」


    　ここにいる大多数の人間は、大なり小なり事情を知っているように見えた。


    　ミツオは自分だけが見えていないことの不安に耐えかね、堪こらえていた不安を撒まき散らしてしまう。


    「睡蓮は！」


    　すべての目がこちら向いて、即座に、その虚きよ勢せいは剝がされた。ミツオは口ごもる。


    「睡蓮は、どうするの？」


    「ザネ……おまえ、睡蓮を見たのか？」


    　立ち上がったのは由希、心配する様子もなく、ルービックキューブを机に叩きつけた。


    「呆あきれたな。どこまでグズなんだ、おまえは！」


    「よせ、由希。そういうことならば、睡蓮を討うつのに人員を割さけば──」


    「必要ない。もう知らん。遠藤技官、ソレはもう我々の楽団員ではない。たった今、この時から、追放する。ここにはな、ザネ。ただのひとりも足手まといは不要だ！」


    　由希は常にミツオに厳しい。


    　だが今日は、なぜだろうか、ミツオは逆に、言い返すことができたのである。いつもはここで、「すみません」と謝って終わるのに……やけくそ気味に……ミツオは口こく角かくに泡を飛ばし始めた。


    「同じクラスの、月形だって死んだ！　なんだよ、訳知り顔で、由希だって助けられなかったじゃないか！」


    「気安く呼ぶな、弟か何かのつもりか？」


    「ぼ、僕は──」


    「おまえはたった今クビになった。もう黙れ、グズ」


    「じゃあ……じゃ、睡蓮は誰が止めるんだよ！　月形も殺された。僕も、菜々も目にしちゃってる。いったい、誰が睡蓮を倒すんだよ！」


    　静まり返った店内に、由希の押し殺した答えが響く。


    「おまえがやればいいだろうが、グズ」


    　シンプルだった。


    「クラスメイトの死も、一番近くにいたザネにこそ止めるチャンスがあったんじゃないのか？　ザネが止めるべき役割にありながら、指しゃぶってるうちに見殺しにした、違うか？　誰のせいか、よく考えてみろ。誰のせいでもないなら、あとは、おまえしかいないだろっ」


    「だ、だけど……」


    「だいたい、睡蓮を見てしまってリーチかかってるのに、ザネはどうしてここへいる。誰かに助けてもらおうってのか？　自分の命も他ひ人と任せか？　いいか、ザネ。誰も答えは教えられない。みんな自分で見つけるんだ。いや……見つけようともしないで、何もしようともしないで、気づいた時にはどうしようもない。そういうヤツをな、グズって言うんだ、グズ！」


    



    　　　　　　○


    



    　解散のざわめきの中、遠藤が由希を呼び止めた。


    「由希、桜井技官がザネと指揮者契けい約やくを結びたいと言っているが、いいのか？」


    「遠藤技官の御ご随ずい意いに……あたしは迷惑かけるだけだろうから、ザネに辞退するよう勧めたいけど、ヤツには恥もプライドもないから、言ってもムダでしょう」


    「手厳しいな……」


    「まだまだですよ。街のDo-orドアのレベルは高い。月型郡では、まだ何もかも甘い」


    　楽団の人々はミツオが寄りかかった扉とびらから出ていく。


    　サイドにまとめた髪の毛を大人びた挙動でほどきながら、遠藤技官がミツオを見下ろしていた。


    　遠藤は傘さん下かの指揮者に自分で楽団を作らせるので、ミツオは〈楽団遠藤〉傘下の小さな楽団に所属していて、直接の関係は希き薄はくになる。


    　それでも物心ついた頃から、知っている顔だ。


    「ザネ、今日までご苦労だった。桜井の楽団での活躍を祈っている」


    　別れの言葉も手て短みじかに、遠藤は由希と菜々を連れて去る。


    　ミツオは菜々の顔を見られなかった。


    　俯うつむいたまま、人ひと気けのなくなった『キャシー』に取り残されて、行くあてもなく、せめて逃れることができたら楽であろう夢の世界にも、行くことができないと思い知っている。


    「ミツオ」


    　顔を上げても誰もおらず、更さらに天てん井じようを見ると、真名川霙がいた。


    「……霙……昨夜は──」


    「謝ることはないであります。自分を戦場に連れていってくれただけで、嬉うれしく思ったでありますよ」


    「……こんなはずじゃなかった」


    　誰ひとり助けられないどころか、いつのまにか、自分自身が絶望の場所にいる。


    「ミツオ、自分の調ちよう律りつを、もうやってくれないでありますか？」


    「……霙……だけど、僕は……」


    「他には、ほら、誰も。自分の指揮をしてくれる指揮者はいないでありますです」


    　閑かん散さんとした店内に残っているのは、カウンターでバーテンと話す桜井だけだった。


    　意識の低い技官。
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    　グズな指揮者。


    　そして、役立たずと切り捨てられた人魚……いや、とミツオは霙を見上げた。


    「ミツオ、まずはミツオの睡眠を貪むさぼる睡蓮という輩やからを退治するでありますよ」


    「でも、それは……」


    　ミツオに欠けているものを、霙は確かに、持っていた。


    「自分は、なんとしても、独りでも、戦わなければならない、であります」


    「霙、どうして独りでもとか言うの？」


    「酸月──倒さなければ……絶対に、酸月を……」


    　霙が見せた、険しくも、どこか切ない横顔。


    　ミツオは自分のタクトでなぜ誰も笑顔に導みちびけないのか、奥歯を嚙んで悔くやんだ。


    



    　　　　　　　○


    



    「霙の調ちよう律りつは三日月学園で行うよー。当然、人魚だってバレたらアウトね」


    「桜井、Do-orドアに所属するものは、人魚と歌い手の呼こ称しようを区別して使わなければ、であります。世にはびこる未調律のものを人魚、赤い糸で調律されたものは歌い手、であります」


    「わかってるけどさー。霙はまだ半はん端ぱでしょーが、ばっちり調律されてる歌い手が、天てん井じよう歩くか？　ちゃんとハイハイできるまで、扉Do-orへの正式参戦は認められない、とさ」


    「誰がそんなひどいこと、言ったでありますか？」


    「上だよ、上の連中。お役人の、お偉えらいさんの、お堅いお方たちからのお達しだ」


    　真夜中の坂道を延々と歩く。


    　ミツオは霙と小指を結び赤い糸で制御し、そのあとを続いた。


    　どこへ向かうのか知らなかったが、ミツオが行ける場所は他になかった。


    　辛しん気き臭い顔のミツオに、桜井は堂々と道の真ん中を歩けと言った。


    「ザネ、なに歩道ちょろちょろ歩いてんだよ」


    「車、来たらどうするの？」


    「その時は歩道に避よければいいだろうが。誰も見てないって、午前二時だぞ二時」


    　桜井はおもむろに、霙の赤い糸を引き抜こうとする。


    　そんな物理的な手法で遮しや断だんは不可能で、指揮者が特定の指揮行動を取って解除されるか、戦闘における激しい負ふ荷かでもないと途切れたりはしない。


    　しないのだが、ミツオは反射的に車道へ飛び出した。


    「桜井っ、霙はこうしてないと風船みたいに飛んでっちゃうんだよ？」


    「うっざいなぁ、桜井サンたちはチームなんだからさ。ノリはぁ、多少の恥ずかしさとかあっても周りに合わせないと、仲間はずれにしちゃうぞ」


    　桜井はひとしきり笑うと、不意に足を止めてしまった。ミツオは自動販売機の明かりを頼りにオーバーランする霙の肩を摑つかみ、元来た道を引き返している桜井に辟へき易えきする。


    「もぉ、桜井、どこ行くの？」


    「あぁ、ここだ、ここ。行き過ぎてた」


    　三日月町のある高台のニュータウンにある、閑かん静せいな住宅街の一角だ。


    　あからさまに手入れの行き届いていない庭と、こぢんまりとした平ひら屋や。


    　下部分の壁がクリーム色で、上部分はダークブラウンにと塗り分けられている。


    　桜井は勝手に門もん扉ぴを開け、芝生の庭へ足を踏み入れた。


    「ちょ、ちょっと……」


    　桜井は玄関の鍵かぎ穴あなを探しながら、ミツオと霙を呼ぶ。


    「ここ、今日から〈楽団桜さくら井い〉の本ほん拠きよ地ちな」


    「え……えぇ？」


    「おまえたち、仲よくやれよ。ルールはなし、ノリは統一。あ、ひとつだけ、メンバー間の恋愛は禁止ね。桜井サンに、面倒な仕事増やさないで、以上」


    　霙は困こん惑わくした表情で〈楽団桜井〉の本拠地を見上げた。


    「一緒に、住む、でありますか？」


    「そりゃ楽団だもん。調ちよう律りつって共同生活の中ですんだろ？　どこの楽団もやってんじゃん？」


    「なんとなく……」


    　霙は珍しく小声で、というよりほとんど空気音だけ漏らした。


    　ミツオはその口の動きを見て、


    「霙、ドキドキするとか、こそっと言わないで……」


    　ミツオは霙の悪意のない表情に、頭を搔く。


    　霙は真剣な表情で否定しようと、頰を紅こう潮ちようさせてミツオの腕にすがった。


    「じ、自分が明日から通う学園のことを言ったでありますっ。一年Ｃ組の呪のろい、月形小夜子の死と睡蓮の関連。それらが酸月とどう関わっているのか調査を……。それに、自分がきちんと学園生活に適応しなければ、いつまで経っても出で来き損そこないだと……」


    「霙は、出来損ないなんかじゃないよ」


    「な……どうしたでありますか、急に、まるで頼りがいのある御ご仁じんのようで、ありますよ」


    「はは……だよね……」


    　霙は扉とびら──ドアを指差し、ミツオの袖そでを引いた。


    「ミツオ、ミツオはそんなに不安がることはないであります」


    「え……？」


    「ドアはまだ、開いていない、であります。ミツオは自分のタイミングで、扉とびらを開ければいい。自分はそういうふうに、思うであります」


    「なんか……霙……ありがと」


    　ミツオは感動さえ覚え、指揮者として自分が扉を──と思っていると、桜井が大きな音を立てて開けていた。


    「あ、やべ、なんか取れた」


    「桜井、せっかくの、可愛かわいらしい建物でありますよ」


    「くそー、やっぱ安やす普ぶ請しんだなぁ……」


    　霙は遠く向こうの新月町を、じっと、澄んだ目で見つめている。


    　三者三様。


    　自由すぎるよ、とミツオは首を振って、ひとつ息をついた。


    「僕は指揮者として、しっかりしなきゃ」


    　ドアはしっかりと開いた。

  


  
    



    　　　　　　　４．「酸月」


    



    　まだ生活家具のない部屋の真ん中に、古いカウチがひとつある。


    　窓の向こうから小鳥の囀さえずりが聞こえた。朝の新しい光は、カーテンの用意もないのでガラス戸を素す通どおりして、ミツオの目の下にできた黒いクマを浮かび上がらせる。


    　二階を歩くような音が聞こえた。


    　しかし音はまっすぐやってくると、階段を使うでもなく。


    　ひょこ、と鴨かも居いの向こうから、黒髪と澄んだ瞳の少女が逆さまに顔を出した。


    　霙みぞれはやや緊張した面おも持もちで、逆さまに、次の鴨居にひょいと飛び移る。


    「ミツオ、三み日か月づき学園への出撃準備完了、であります」


    　霙の成長途上で停止したような身体に、三日月学園の黒い制服は少し違和感がある。


    　ネクタイの結び目も怪しいし、黒い上着はワンサイズ大きいかもしれない。


    　隠れた袖そで口ぐちからカオを出す指でネクタイを整え直すが、今ひとつ決まらない。


    　だがミツオは、ハイだった。


    「霙、すっごくよく似合ってるぅ」


    「る、るぅ？」


    「僕は指揮者で、歌い手に特別な感情を抱いてはいけないって免めん状じように書いてあるけど──まぁ誰も守ってないけどさ──それに、霙みぞれは十四歳を繰り返す永遠の早はや摘づみの果実で、僕みたいなヤツが人魚に恋していいはずないけど……」


    　もうひと息、というところでミツオはふら、とカウチに背中から倒れもとこむ。


    　充分に褒ほめられ、耳まで赤くなっている霙だったが、慌あわててミツオの上まで駆け寄った。


    　心配げな眼まな差ざしでミツオを見上げる。


    「ミツオ、一昨日おととい眠っていないのに、また眠れなかったでありますか？」


    　ミツオは朝日を虚うつろな目に映し、力なく笑ってしまう。


    「どうしよ……昨日まではまだ眠気があったけど、変に冴さえてきちゃった」


    　一刻も早く睡すい蓮れんを倒さなければ、という朝に、廊ろう下かを通りかかった桜さくら井いが欠伸あくびをする。


    「ふわぁ、睡眠を奪われるとか、マジ怖いよな。同情するぜ」


    　ひとり準備よくパジャマ姿で、寝ね癖ぐせだらけの髪と上着の裾すそからのぞくお腹を同時にさすっていた。


    「同情しちゃうね、マジで。やられたのが桜井サンじゃなくて、マジよかった」


    「それ、同情とは違くない？」


    「どっちでもいいけど、早く学校行っちゃいな。遅刻しちゃうよ」


    「え、もうそんな時間？」


    　まだテレビもないので、ミツオは携帯電話で時刻を確認して驚いた。


    「ザネー。桜井サンが思うにぃ、指揮者はそういう細かなとこから適応してないといけない。日常のちょっとした変化やサインを、見落としちゃいけないんだろ？」


    「わかったから、支し度たくするから出てってよ」


    　ミツオは桜井を閉め出し、大急ぎで寝間着の上着もズボンも脱ぎ去って、視線に気づいた。


    　天てん井じようの視線。


    　霙はハッとして慌あわてると窓の外に視線を送り、吹けない口笛で、ミツオの裸ら体たいを見てないことをアピールするが、時既すでに遅し。


    　ミツオの少女のように甲かん高だかい悲鳴が、朝の満まん月げつ町に響き渡った。


    



    　　　　　　　○


    



    「ちっちゃーい、名前なんていうの？」


    「真ま名な川がわ霙、であります」


    「あります、って何があるの？　超うけるー」


    「ちょうける……戯ちようける、でありますか？　自分は、ふざけていないでありますよ」


    　ミツオは窓の外を見て、ぼそ、と呟つぶやいた。


    「ぜんぜん楽しくない……」


    「あれ？　ザネ、どうしたの目の下にクマなんて作っちゃってさ」


    　気づいてもらえた喜びに顔を上げると、雪ゆき下した菜な々なは嗜し虐ぎやく的な愉ゆ悦えつの顔になっていた。


    　彼女は、「ふ……」となにやら勝ち誇っている。


    「ザネ、どうしたの？　ふらふらじゃん？」


    「菜々も、眠れてないだろ……」


    　じっと顔を見つめると、いつもよりも人形じみて見えた。


    　彼女たちには化粧という武器があるのだ。


    　菜々は何が嬉うれしいのかミツオの首を獲とったかのように上じよう機き嫌げんだったが、それは教室の真ん中にできている黒山の人だかりに気づくまでである。


    「真名川霙……ザネ、もしかして赤い糸を繫つないでんの？　──」


    　菜々は机をバン、と叩き、ミツオの頰を抓つねり上げた。


    「どういうこと、どういうこと？」


    「なぜ二度確認するの？」


    「ザネ、顔だけでいいから貸して」


    



    　　　　　　　○


    



    　自分からミツオを屋上に連れていきながら、菜々は何も言わなかった。


    　ミツオが風の当たらない場所を探す背中をさりげなくついて回り、退屈そうに他よ所そを見つめてため息をついては、ちら、とミツオの顔を一いち瞥べつするのである。


    　四時間目が始まるチャイムが響いていた。


    　雲ひとつない冬の陽光も冷たい風も、菜々にはちょうどいいのか、寒いとは言わない。


    　絶対零度のバービー。


    「ふぅ……」


    　さっさと喋しやべりなさい、という意味か、七度目のため息をついてみせる。


    「菜々、訊きたいことあるなら訊けばいいだろ？」


    　ミツオが声を荒らげたところ、菜々は逆に淡々となってしまった。


    「ザネ……」


    「な、なに……近いよ、顔」


    「ザネの方から話していいんだよ？」


    　その涼しげな瞳は誰よりも、ミツオのことをグズと責めたててくる。


    　結局、ミツオは幾いくつもの約束を破った。菜々を指揮できなかったし、菜々を助けるために霙と赤い糸で接続し、そして楽団を、クビにされた。


    「ザネ、桜井技官と指揮者契けい約やくしちゃったんだって？」


    「……うん」


    　給水塔の陰に並んで背を預ける。意図なく触れ合っている肘ひじが、ミツオには切ない。


    「ザネは、あの子の調ちよう律りつをして、指揮者として戦うの？」


    「あ、霙？」


    「ど……どんな歌い手なの？」


    　ミツオには菜々の質問の意味がわからなかった。


    「どんなって……ほら、例の酸さん月げつっていう名前を聞くと人が変わる、かな」


    「人が変わる？」


    「霙は、酸月だけじゃなくて、あらゆる人魚に対して、戦わなければならない、っていう使命感みたいなものを持ってる。まるで前ぜん世せは前線の兵隊サンだったみたいに、来らい世せの望みは平和だけって願ったみたいにさ……。残念ながら今殺さつ伐ばつとしてるでしょ？　でも前向きに、戦おうとしてる、かな」


    「なにそれ、なんかイヤ」


    「菜々、漠然と嫌うのよくないよ」


    「だって漠然とむかつくんだもん」


    「菜々ぁ……！」


    　ふと横を見て、ミツオは菜々と目が合ってしまう。


    　菜々は慌あわてて目を逸そらし、体育で学校の外周を走るために校門前に集まっている一団を見つめる。心なしではあるが、いつもクールで隙すきがないと思っていた菜々に動揺が見られた。


    　習慣というものは怖いもので、十年間ずっとバービーのご機き嫌げんを伺うかがってきたミツオは反射的に気の利いたことを言って、機嫌を伺おうとする。


    「霙は、なんていうのかな、見たまま。綺麗な人魚で、可愛かわいいかな」


    「な……なに笑ってんのっ」


    　哀しいかな、ミツオはグズである。


    　そこまで訊いてないのに、と菜々は目を丸くして、ミツオの向こう脛ずねを蹴っ飛ばした。


    「タ、なんで…………」


    「ザネ、ザネは、もっとDo-orドアに集中するべきだね。Doやるかorやられるかなんだ！」


    「菜々、突然なに？　どうしたの？」


    「酸月のこと知らないみたいだから教えてあげる。酸月はね、これから一週間ごとに一人殺すよ。一人を殺すために、何人も殺すんだ！」


    「な、え？　どういうこと？」


    「だいたいね、真名川霙だってそうだ。今回の騒動と同じ時期にふらっ、て復活して現れたところを肥ひ後ごサンが回収したけど、結局、正体不明の歌い手、ううん、人魚なんだからっ」


    「そ、それどういうこと？」


    「もうっ。もういい、グズ」


    　菜々は長い手足をいっぱいに使って進み出そうとした。


    　だがしかし、ミツオの小指が伸びて、陽光の下もとで見えたり見えなかったりする赤い糸が、髪の毛に絡からみ、菜々はヒステリックにふり払おうとする。


    「もぉっ、煩わずらわしい……あ」


    　髪の毛をふり乱した先に、菜々を惑まどわした張本人がいた。


    　真名川霙。


    　絶対零度のバービードール[image: ]永遠の早摘みの果実、真名川霙。


    「あ、あ、やばいかも……」


    　ミツオが間に入った瞬間、どちらからともなく唇の砲ほう門もんを開く。


    「なーんだ、ほんとに可愛いね。制服に着られちゃってんじゃん」


    「…………自分は、任務で着ているだけでありますが？」


    「真名川、あんた、ほんとにそんななりで酸月と戦えるの？」


    　霙はゆっくりとミツオに首をめぐらせると、ゾッとするほど愛らしい笑みで訊たずねる。


    「ミツオ、ひとつ確認したいことがありますです」


    「み、霙ちょっと待とう。それ、しない方がいい質問でしょ？」


    「この、おしゃまなバービードールは、誰の玩おも具ちやでありますか？」


    　バービー、のところに存在したアクセントに、菜々のまとう温度が数度下がった。


    　チカラを使いすぎないために身につけている付け爪がパキンと音を立てて割れる。


    「許さない。絶対、許さないからっ」


    　菜々は霙に向けて啖たん呵かを切ったが、ミツオの脛すねを蹴飛ばして校舎内へ戻っていく。


    　うずくまったミツオに、霙はさっと冷静さを取り戻して言った。


    「ミツオ、放課後から早速、調査開始でありますか？」


    「……あ、うん」


    「呪のろいの教室の謎、月つき形かた小さ夜よ子この死と睡蓮……そして、酸月でありますね？」


    「っていうか、霙──」


    　ミツオは静まり返った屋上で微笑ほほえんでいる霙の、ひとつの姿を知る。


    「授業、は？」


    「自分は、指揮者であるミツオと行動を共に……」


    「つまんないんでしょ？」


    　霙はあからさまに目を逸そらし、唇を尖とがらせて答えた。


    「じ、自分は……飽あきた……であります」


    「えぇっ！　もう？」


    　ミツオの大声に驚き、街並みを指差して勉強熱心さを示そうとするが、遅い。


    　真名川霙は、使命に対して忠実だ。その謎の使命以外には、無む頓とん着ちやくとも言える。


    「調べなきゃね……真名川霙……霙が何者なのかも……調べないと」


    



    　　　　　　　○


    



    　調査は進展しなかった。


    　学園の図書室や、町の図書館で可能な限りの文ぶん献けんを、可能な限りの注意力でしらみつぶしに漁あさったが、これだという情報は得られなかった。


    　ミツオは町の図書館の窓から、すっかり沈んだ太陽を探すように白い息を吐く。


    「霙、そういえば何か、生活の上で欲しいものない？」


    「特には……桜井はよくしてくれる、であります」


    「じゃあさ、なんだろ。前の命──前ぜん世せで欲しかったものとか、ない？」


    　ミツオは探ろうとした。


    　真名川霙がどこから来たのか、ということを。


    「前世、と言われても記憶はないでありますね。MaaMマムを投とう与よされ、人魚になったところで記憶は途切れているであります。なぜ、MaaMなど自分の身体に受け入れようとしたのかも、自分は覚えていないでありますから……」

  


  [image: ]


  
    　霙は顎あごに指を当て、何事か思案する。


    「〈楽団桜さくら井い〉は貧しいゆえ、贅ぜい沢たくは敵、でありますよ」


    　そんな要領を得ない日々が続く内に、明日は、遠えん藤どうや肥後が予告した日……。


    「一番の収しゆう穫かくは、呪のろいの教室の……噂うわさ、でありますね」


    　ミツオは霙との赤い糸を確認しながら冬の道を進む。


    　クリスマスカラーに華やぐ雑ざつ踏とうが、未熟な指揮者であるミツオには眩まぶしかった。


    「クラスメイトたちが知る程度の噂によれば、十年ごとに死者が出る。今回も月形小夜子が亡くなったわけでありますが……Do-orドアの観点からすると、何万人の単位で殺さつ戮りくを繰り返した死し花か花ばなが現れているわけで、一年Ｃ組に被害者が出たことはそのため、でありますか？」


    「だとしたら、他のクラスに死者が出てないことが不自然だ」


    　それに、一年Ｃ組の被害者はみな不自然な死を遂とげている。


    「月形は別だけど、これまで十年おきに出ていた死者の死因は──」


    「古いもので三十年前は転落死で二名。二十年前は交通事故で一名。十年前は火事で一名が亡くなっているであります。不自然、という点で、これらの事故死に何らかの関連性があるとすれば、いずれも遺体の損そん壊かい状況が著いちじるしく──ミツオ？」


    「あ、いや……」


    　霙は生死に関してあまりに不用意というか、無む邪じや気き、とさえ映る。


    　Do-orドアに関わる歌い手はみな、死しても、瞬時に復元する高速再生能力があったり、神秘的で説明のつかない復活を遂とげるタイプだったりする。


    　ゆえにみな死に馴なれているところがあるが、霙のそれは少し違った。


    　探究的、なのである。


    「ミツオ、バービーの復元パターンはどのようなものでありますか？」


    「幸運にも、僕と一緒に過ごした中で死んではいない。聞いた話だけど、核みたいなものがあって、それさえあれば二十四時間以内に、〈七歳〉からやり直すんだってさ」


    「自分と似ているでありますね」


    「霙は十四歳でしょ。それに、それ以上は成長しない」


    「球根タイプ、だという話であります。チューリップのように、春に咲いて地表でこそ枯れますが、球根はまた次の春に芽め吹ぶくであります」


    「霙は……どういう経けい緯いで歌い手になったの？　ね、霙。霙はどうして人魚なの？」


    「あ、言ってなかったでありますか？」


    　市営バスの発車のアナウンスとともに、霙の正体が明かされる。


    「自分は、元警察官であります……です」


    「元……けいさつかん？」


    　揺れるので吊り革をお持ちください、というアナウンスが続いて響いている。


    　他の乗客はみな疲れた顔で俯うつむいていた。


    「今、自分は何と言ったでありますか？」


    「元警官だ、って……あ、もしかして記憶が戻ってきたの？」


    「の、ようでありますね」


    「けど、元警官ってどういうこと？」


    「申し訳ない、でありますが……。自分でもなぜそう答えられたのか……ただ、漠然と、でありますが、形状記憶遺い伝でん子しを投とう与よされた特別な、警察組織の末まつ端たん部ぶ署しよで、酸月と──」


    　霙の髪の毛が、風もないのにふわ、と宙を漂ただよい始めた。


    　ミツオは慌あわてて指タ揮ク棒トを目の前に差し出し、霙の意識が飛ばないように集中を促す。


    　それは睡眠障害のただ中にあるミツオもしかりだ。


    「霙……明日は、酸月が行動するっていう、予告の日……」


    「はい」


    「できたら今夜のうちに……睡蓮を……」


    「ミツオ……？」


    　ミツオは時折意識が飛ぶようになっていた。


    　睡眠と呼べるほど深いものではないが、この数分のまどろみが、ミツオの生命を辛かろうじて繫つなぎ止めているような、ミツオ自身の現在最優先事項である。


    「ごめん、ちょっと目、閉じてていいかな？」


    　言った傍そばからカクン、と霙の肩にミツオの額ひたいが落ちた。バスは揺れる。ミツオは霙の肩を枕まくらに束つかの間まのまどろみに恍こう惚こつとしたが、霙は逆に、触れるミツオの髪で頰を赤らめていた。


    



    　　　　　　　○


    



    　同時並へい行こうして、ミツオと霙は睡蓮の捜そう索さくを行っていた。


    　だが、同時並行して、上う手まくいっていない。


    　ミツオと霙はまったくあてもなく夜の街をうろついては、元気なお兄サンたちに絡まれたり、厳いかつい大人たちに囲まれたり、補ほ導どうされかけたりした。


    「み、霙……元警察官じゃないの？」


    「も、元でありますよ。厳密にいえば、前ぜん世せのレベル、でありますです」


    「ぜんぜん使えないね」


    　霙はミツオの失言を指差して指摘しようとして、そのままミツオの頭の上を示した。


    　ミツオは首をめぐらし、月つき型がた郡ぐんで一番高い展望台を見つける。数年前に造られたばかりの月型郡の郷きよう土ど資料館の一角にそびえる展望台だ。


    「そっか、郷土資料館を忘れてた……」


    「ではなくて、ミツオ。あの上から探せば何か見つかるかもしれない、であります」


    「上……はは、超短たん絡らく的だね」


    「眠くて言動が不用意になっているであります、グズ、あいや、ミツオ殿」


    「ま、間違い過ぎでしょ、霙」


    「申しグズない、でありグズ」


    「わざとじゃん！　霙……も……眠いの？」


    　睡眠不足で苛いら立だっているのは、昼夜となく捜そう索さくに付き合っている霙も同じだ。


    　ミツオは目め頭がしらを押さえ、よく揉もみほぐしてから霙に謝しや罪ざいする。


    「ごめんね、僕のせいで……」


    「いえ、自分も夜間は昼のように明るく見え、目が冴さえて仕方ない状況であり……結果、授業中に睡眠を取り過ぎでありますので」


    「霙、ほんとよく授業中に寝てるもんね……」


    　ミツオは笑って展望台を見上げた。


    「展望台か。いいプランだけど、もう日付も変わる。閉まってるよ」


    「自分のチカラを使っていただければ、上まで落ちることは難しくない、でありますが」


    「霙の、チカラ……」


    　携帯の日付が変わった。


    　いよいよ予告された日であることと、いいかげんに眠りたいのとで、ミツオは決める。


    「じゃ、やってもらおうかな……」


    



    　　　　　　　○


    



    　トラブルといえば、霙が未いまだに携帯電話の扱いに慣れないことくらいで、捜そう索さくはこれまでの苦戦が噓うそのように上う手まく運んだ。


    『あ、見つけた、であります』


    　緊張感のない電話の向こうの声に、ミツオは一瞬、反応が遅れる。


    「ほんとに？　睡蓮を見つけたの？」


    『ひと目でヒトではないと、わかるであります』


    「ど、どんな姿を……？」


    『泥どろ、であります。絶えることなき泥が、髪の毛や衣服から滴したたって──』


    　途切れた声に、ミツオは不安になって展望台を見上げるが、霙の姿は闇の向こうだ。


    「霙、どうしたの？」


    『見つかった、でありますっ！』


    「なっ、早く、隠れないと──」


    『こっちにまっすぐ、向かって来るであります。速い、なんて速い！』


    　とその時、


    「おい」


    　ミツオの肩が、ぽん、と叩かれた。


    　ミツオは携帯電話を投げ出して指タ揮ク棒トを振った。が、そこにいたのは泥の滴したたる人魚ではなく、白いコートを着て、小指から赤い糸を伸ばした歌い手だった。


    「あ、危ねぇないきなり何すんだよ」


    「ラビット……そ、そっちが急に、肩叩くから……」


    　ラビットは肩をすくめ、面倒そうに用件を伝えた。


    「よく睡蓮を突き止めたな」


    「あ、いや……」


    「って、オヤジからの伝言だ」


    「肥後サン？」


    「来い。もう一度チャンスやる、ってさ」


    　偶然のことだった。


    　だが、何かがきっかけで、ミツオの歪ひずんでいた歯車が合って来た……そんな気にさせたのである。少しずつ、何かがミツオを変え始めていると……。


    『ミツオ、ミツオ。緊急事態、でありますよ』


    「どうしたの？　霙？　霙！」


    『自分は、どうやってここから降りればいいでありますか？』


    「…………」


    　十分後、ミツオにとって二度目の扉Do-orが開く。


    　霙は、ラビットが、その人間離れした瞬しゆん発ぱつ力りよくでもって救出した。


    「俺なら、指タ揮ク棒トで霙のこと段階的に逆重力から重力に移行させて下ろすけどな」


    　肥後は、ミツオにできないことを簡単に言った。


    「肥後サン」


    「あん？」


    「そろそろ引退、考えてもよくないですか？」


    



    　　　　　　　○


    



    　満まん月げつ駅前の大型商業施設の一画──。


    　古代の神殿を思わせる、荘そう厳ごんで開放的なエントランスにある全長百メートルのエスカレータも、眼下で停止していて、行ぎよう儀ぎよく息絶えた蛇へびに見える。


    　立体交差して各店てん舗ぽを繫つなぐ歩道の手すりに腰かけた、小兵。


    「しっかし、えらいとこに隠れられたもんだ……」


    　肥後は双そう眼がん鏡きようをひょい、とミツオに投げ渡す。


    　危あやうく取り落とせば、遥はるか七階下に広がる夜の闇に消えたところだ。


    「肥後サン、睡蓮は……どこですか？」


    「市役所の、ずーと横、そうそこだ」


    「け……警察署？」


    　満まん月げつ警察署のいつもの様子を知らないミツオだったが、その異様さはひと目でわかる。


    　いたるところで警官が居眠りしているのだ。


    　外壁に寄りかかり、あるいは駐車場で、パトカーの横で寝ている。


    　真夜中でも当然のように光り輝く内部も同様で、机に突つっ伏ぷしている者、廊ろう下かのポスターにキスした格好のままの者……すべての警官が眠っていた。


    「いったい…………」


    「三階の隅の部屋だ。偉えらすぎる人のための、豪華すぎる部屋があんだろ？」


    　木彫りの鷲わしがある部屋の真ん中に、人影が見える。


    　制服警官。


    　対座する女性は、どろどろ、濁った泥どろ水みずを絶え間なく滴したたらせ、顔の判別もつかない。


    「あの泥女が、睡蓮…………？　肥後サン、睡蓮を追ってここへ？」


    「まさか。酸月だよ。予定通り、日付が変わるとともに現れやがった。ヤツはやる気だ。一週間前に坊やと聞いた声は、やたら情じよう緒ちよ不安定気味だったが、最悪だね」


    「なんですか？」


    「まるで、紳士か貴族だった。化け物のキモチはわからん」


    「どこに、いるんですか？」


    「見失った」


    　ラビットが唾つばを吐く。


    　ミツオは、やっと見つけた睡蓮だったが、喜ばしいとは言えない状況に頭を抱えた。


    「せっかく、睡蓮をやっつけるチャンスなのに……」


    「やればいいさ」


    　肥後はタバコに火をつけたが、深く吸いこまない。まっすぐにミツオを見つめてくる。


    「坊や、坊やを一人前の指揮者として扱っていいか？」


    「僕は、免めん状じようを持ってるちゃんとした指揮者……です」


    「なら、俺と共きよう闘とうしようや」


    　ミツオの胸はたちまち高鳴って、かつてないほどの使命感に燃えた。


    　霙はミツオのやる気モチベーシヨンを理解できず、どう見ても胡う散さん臭くさいオヤジの肥後を見つめる。


    「俺たちゃ酸月は見失ったが、睡蓮を見つけたのはラッキーだ。遠藤たちは睡蓮よりサークル・チェンジの追つい走そうに必死だが、もちろん、やれるなら睡蓮をやるべきだと思ってる」


    「はい、僕にもわかります」


    「ここで睡蓮を殺トる」


    　吹き抜けていく風は台風のように強い。


    　大型商業施設を飾るペナントがはためき、四人の衣服をばたつかせていた。


    「酸月を見失ったのが気がかりだからな。俺とラビットは万が一の場合に備えてバックアップに回る。坊やは霙を操あやつって、睡蓮を殺トれ」


    「僕たちが…………」


    　ミツオが霙をうかがうと、霙はしっかり頷うなずきを返した。


    「やります。僕たちで睡蓮をやっつけます」


    「よし、もうすぐ夜明けだ。夜明け前に片付ける。睡蓮を殺トったら、躊ちゆう躇ちよするな。何が起こっても逃げろ。桜井が飯作って待ってんだろ？」


    　ミツオと霙は顔を見合わせ、肩をすくめる。


    「あの人は、今ごろ夢の中だと思います」


    「朝食は、ミツオの担当であります」


    　ラビットはおどけたしぐさで天を仰いだ。


    　肥後がタバコを地面に落とし、作戦開始を指示する。


    「なら行け、朝食までに戻らないと、桜井みたいなタイプはうるさいぜ？」


    



    　　　　　　　○


    



    　一般に三人以上のビッグバンドは、年間平均十以上の扉Do-orを閉じる好成績を叩き出す。


    　弱小の楽団になればなるほど成績は落ち込む。結果、完全に勝ち組と負け組を分断するかのように、明らかに力量の格差が生じることになる。


    　ミツオはその格差の理由を知った。


    『坊や、睡蓮に動きはない』


    　味方のバックアップは、人魚との圧倒的な差を埋めてくれる。


    　今のミツオには睡蓮の動向を具つぶさに識しる目があるのだった。


    『坊や、睡蓮に変化はない。霙は例の部屋の真下に移動を完了したぞ』


    「霙には待機するように、ラビットから伝えてもらってください」


    『坊や、どうする気だ？』


    「僕は、できるだけ不用意にいきます……どうせ、グズだから」


    　門もん柱ちゆうに寄りかかって眠る警察官を跨またぎ、敷地内へ、宣言通り不用意に足を踏み入れる。


    　入り口の戸も無造作に開けると、廊ろう下かに足音を響かせて進んだ。


    　階段を上がったところで、何かが襲いかかってきた。


    「うわ……わ？」


    『どうした？』


    「あ、いえ……壁に寄りかかってた警官のひとが、倒れてきて──平気です」


    　ミツオは警官を押し返し、その男は廊下に後頭部を打ちつけ、変な声を出した。


    　ミツオは申し訳ないと謝り、三階の奥をへと歩みを進める。


    『睡蓮に動きはない。制服を着た、平警官と対座したままだ』


    「その警官が、今夜のターゲットですかね？」


    『かもな。ヤツらはどうも、特定の人間を狙ってる。何をしようってのか……』


    「肥後サン、突入します」


    　ミツオは携帯電話の通信を切ると、勢いよく、無造作かつ不用意に扉とびらを開いた。


    　たちまち襲ってきた見えない重圧プレツシヤーに身震いするも、警官を挟んだ先にいる睡蓮を睨にらむ。


    「睡蓮、そこまでだ」


    　言ったものの、


    「ふふふ、ヒトの子が何の用？」


    　溺おぼれたような声が、ミツオの精神を揺さぶった。屈するものかと、睡蓮と対座する警官に意識を集中し、その向こうにいる泥どろの滴したたる睡蓮に、伝えてみせる。


    「誰を、何の目的で殺すのか知らない。だけどもう、やらせないぞっ」


    「かはは、棒きれ抱えた坊やが何を言うの？」


    　睡蓮が立ち上がるだけで、圧倒され、ミツオは三歩も退しりぞいた。


    　とめどなく泥水を滴らせ、濡れた長い髪の奥にある赤い目が、ひとつ、ふたつ……。


    　三つ。


    「ひ……」


    「やれるものならやってみなさいな。何がDo-orドアか。貴き様さまらには永遠に、我々を捕まえることなどできない。伏ふして知れ、瞑つぶって命いのち乞ごいしろ！」


    　ミツオは夢中で赤い糸を手た繰ぐり、タクトを振った。


    　睡蓮の背にある窓が瞬間的に割れ砕け、逆さまで現れる歌い手が、躍動する。


    「永遠に逃げるなら、永遠に追うまでのこと──」


    「遠えん隔かく操作？」


    　霙は尖とがった三角形の道路標識を、交こう錯さくしざまに睡蓮に向かって叩きつけた。鉄板は睡蓮の胸を貫つらぬく。睡蓮は胸から大量の泥水を部屋中に撒まき散らし、ミツオは、「やった」と確信する。


    　部屋中に四し散さんした泥水が、降って来る。


    　ひやりとする泥に濡れながらも、ミツオは勝利の余よ韻いんに笑みを浮かべた。


    「やった……やった！」


    　だがその笑顔は停止する。


    　ミツオの達成感など一瞬で冷ますに充分な量の泥水が降っていた。蛇じや口ぐちを捻ひねり忘れたみたいに、勢いは衰えるどころか、次第に滝となってミツオの背に降る。


    「おのれぇぇっぇえ…………」


    　泥水はミツオの背中を滑り降りることなく、しがみつく老女となって復元した。


    「ふ、不死の人魚！」


    　いくらもがいても振り切れない。


    　ミツオが指タ揮ク棒トを振るより早く、霙は、「ミツオ！」と叫んで天てん井じようを蹴った。テーブルの上に着地──できない──霙の足首は、天井から生えた泥の手に摑まれていた。


    「忌いま々いましい、細い棒きれ……我ら人魚を……傀儡くぐつに変えるとは……」


    　睡蓮はミツオが握り締めたタクトを、泥の手でへし折ってしまう。ミツオは霙に指示を出そうとするが、折れたタクトでは複雑な指示は出せない。


    　霙の力をもう少しだけ、意識が飛ばない程度ぎりぎりまで引き出すことはできないか。


    　現状維持ではなく、全開でもなく……。


    （半分……いや……四〇パーセントだけ……半分もいきなり開放したら、どうなるかわからない……）


    　何か方法はないか。


    　言葉で、と考えたミツオの首に睡蓮の冷たい泥の指がかかる。


    　容よう赦しやなく絞めつけられ、歌い手への指示どころか、自分の身体の力も自身を裏切り始めた。


    　腕は力なく落ち、首も力を奪われるままに窓の向こうに折れていく。


    「ミツオ！　指示を！」


    　霙は天井に突き刺さっていた〝一時停止〟の道路標識を手元に招き寄せる。歪ひずんでしまった重力を、戦闘に応用し始めている。吊るされた状態でミツオの首を絞める睡蓮に投げつけた。


    　泥水を切り裂いたが、不死の怪物は止まらない。


    　霞かすむ視界の中で、ミツオは道路標識を見た。窓の向こうで、自動販売機の光にぼんやりと浮かぶ標識だ。尖とがってはいないから、武器としては使えない。


    　丸い標識には、〈40〉と書かれていた。一般道における速度制限は六〇キロだが、それよりは少し注意が必要で、徐じよ行こうするほど慎しん重ちようだと通行に支障を来きたす道路に設もうけられる速度制限表示である。


    「み……霙……」


    　ミツオは残っている力を振り絞り、窒ちつ息そく下かで窓の外を指差した。


    　霙は吊るされた状態で、丸い道路標識を引き寄せる。ぐね、と鉄板は捻ねじれた。固定するボルトは、絶望的なまでにしっかりしている。遠すぎて霙の重力が届かないのだ。


    　霙の顔に見る見る血の気が昇っていく。


    　ボルトの抵抗に負けない力を引き出していく内に、摑つかまれた足は食いこむ爪に引っ搔かれ出血していく。しかし、痛みに意を介さない域に──霙は到達してしまった。


    　瞳の色が白く濁にごり、黒い部分が外へ。


    　トンだ。


    　標識はやっとのことでボルトから逃れて霙に吸い寄せられるように飛ぶが、霙は高度な作戦を忘れ、自分を吊るす天てん井じようの手にもがいている。


    　霙の細い首に向かってまっすぐ、凶器と化した鉄板がフリスビーにように迫っていた。


    （ディミヌエンド……）


    　ミツオは、〈次第に弱く〉という音楽の着想標語を思い浮かべる。


    　最後の力で赤い糸を手た繰ぐった。


    　霙はぐったりと吊るされた状態で我われに返る。瞳に光を取り戻し、その首をへし折ろうと迫っていた鉄板を反射的に摑まえると、瞳に数字４０を宿した。


    　通じたのか、どうか。


    　霙は鉄板で天井の手を切断すると、テーブルの上に降り立ち、睡蓮の本体を探ろうとするように周囲に視線を走らせた。

  


  [image: ]


  
    　ミツオの正面にある壁に、黒い大きな染しみがある。


    「睡蓮、しばしの眠りにつくがいい……であります」


    　霙は丸い鉄板を掲かかげた。


    　そして今この世界にある森しん羅ら万ばん象しように嫌われた存在──人魚に戻る。身体は天てん井じように引っぱられ、鉄板は霙から逃げるように射しや出しゆつされ、壁の染しみに深々と突き刺さった。


    「あ、あぁぁぁああぁぁあ！」


    　睡蓮の断だん末まつ魔まの叫びが響き渡る。


    　壁から三つ目の老ろう婆ばが染み出すのに呼こ応おうし、ミツオの首を絞める泥人魚が崩れていった。


    



    　　　　　　　○


    



    　今度こそ、睡蓮を倒した。


    　絞められた首の痣あざに触れ、ミツオはゆっくりと呼吸を再開する。


    「み、霙……睡蓮はやっつけたでしょ……どうしたの？」


    　再び天井に戻った霙は、いつまで経ってもミツオのもとへ降りてこなかった。


    　訝いぶかしがって見上げようとするミツオに、霙は、「見上げてはダメ」と言いかけたが、間に合わない。天井を見上げたミツオの手から、折れてささくれたタクトが落ちた。


    　その目は見開かれ、怯おびえに支配され、もはや指一本動かせない。


    「見事、見事」


    　どこかで、誰かが言った。


    「死花花に続いて睡蓮までもやられるとは……まったく見事な手しゆ腕わんだ。とはいっても、死花花の時はあの青あお二に才さいに手伝ってもらった、だったかな？」


    　睡蓮と対座していた、制帽まできっちり被かぶった警察官。


    　その肩が小刻みに揺れている。


    「睡蓮にお説教をしていたところだ。もう五十年も一緒にいるのに、睡蓮ときたら、殺してはいけないヒトを殺した。どう処しよ罰ばつしようか、考えていたんだよ。なに、それは私の完全な思い違いでね。むしろ、睡蓮の殺しはいつもと同じ、すばらしいものだった」


    　警官はす、と立ち上がる。


    　呼応するように、ミツオのすぐ目の前にドサ、とソレが落ちて来た。血まみれで、制服を剝はがされ、息絶え、天井に磔はりつけられていた裸の男である。睡蓮は、今夜の殺しを完了していた。


    「見事な手腕だろ？　だがあの日、睡蓮が為なした罪は重い」


    　制服を奪って着ている怪物が、皮が軋きしむような声を絞り出し、こちらをふり返る。


    「この酸月の怒りを一いつ時ときとて買ったのだから、万ばん死しに値あたいするというもの。殺してくれて助かった。手間が省はぶけたというもの……お説教は、されるのもするのも、反へ吐どが出る」


    　ミツオはソレを見て腰を抜かした。


    　酸月。


    　華か麗れいなる月光の王と称される、人類を絶滅に陥おとしいれるとされる怪物。制服をこよなく愛する彼の姿は、不死のものでこそあれ、腐ふ食しよくした骸がい骨こつの姿だった。


    　制服骸骨・華麗なる月光の酸月、月型郡に何十年も蔓延はびこる悪の象徴……。


    「酸月っ！」


    　霙の、喉のどが破れはしまいかというほどの叫び声。ミツオの小指は赤い糸に[image: ]よじられ、そこでやっとハッとする。遅い。糸はミツオの一瞬の油断の間にあまりに容易たやすく切れてしまった。


    　指揮者による人魚本来の力の抑よく止し力りよくを失った霙が、恐るべき力を持つ人魚に戻った。


    　霙は獣けものの挙動で酸月に襲いかかる。


    　ミツオは目を疑った。霙の身体は、ミツオにまっすぐ襲いかかったのである。


    　ミツオは霙の細い腕を取り、なんとか押さえ込もうとしたが、霙の眼球は瞬またたく間まに反転し、黒目がちな、白い瞳に映したミツオの肩に嚙みついた。


    「ぐ、あ……霙、見えてないの……霙、霙！」


    「ミツオ、逃げろ！」


    　廊ろう下かの向こうから肥後の声が聞こえた。


    　ミツオは、肥後に指示された睡蓮退治後の撤てつ退たいを怠おこたった事実に面食らうが、すべては、次元を超えた域で繰り広げられている。


    　酸月はククク、と笑った。


    「青二才……ククク……しばらく見ない内に、老けたなぁ」


    　ミツオは生まれて初めて自分の死を覚悟した。


    　酸月は署内中から搔き集めたのではないかというほどの拳けん銃じゆうを、両手いっぱいに構える。


    　ミツオの身体は、ムダであるのに頭部を庇かばおうとして硬直した。


    　ダメだ、とわかっていた。


    　自分の頭ではなく、自分に嚙みついた霙を抱きすくめることができたのは、森実ミツオが生きてきた中で、最も人間らしく、男らしい瞬間だった。


    　無む謀ぼうなまでに混在する銃声。


    　ミツオは覚悟して霙を抱き締めていたが、それはいつまで経っても訪れなかった。


    「に、逃げろ、坊や……」


    「え……肥後サンっ！」


    　ふり返った先で、ミツオは死を見た。白く美しいラビットが、肥後を庇うように両手を広げている。全身、もはや見る影もなく赤く変色していた。


    　その後ろで肥後も血まみれだ。


    「逃げろぉぉ！」


    　逃げろと言われても、目の前には制服骸がい骨こつがいる。


    　ククク、と笑ってミツオを喰らうようにシャレコウベが迫った。


    　そしてそれは、ミツオの魂たましいを喰らい、拭ぬぐい難がたいトラウマを足そく跡せきとして残すかのように、その身体を蹂じゆう躙りんする。自分の肉体を、骸骨が、通過した。


    「ひ、ひ……うわぁぁぁ！」


    　指タ揮ク棒トを振り上げてもムダだと気づくなり、躊躇ためらいもなく、ささくれて折れたその先端を霙の首筋に突き刺した。本能的に、霙の意識を奪って、連れて逃げるためにそうした。


    　血を吐き、ぐったりする霙を抱え、ミツオはなりふり構わず室内を駆ける。


    　そこが何階であるかも考えずに、窓からその身を躍らせた。


    「ククク、クハハっ、よく見ておけ、これは貴様ら低てい俗ぞくな輩やからは一度しか見ることはないっ」


    　ミツオは生涯、その革の軋きしむような声を忘れることはできない。


    　三階から落下した際の、膝ひざが立てた嫌な音も搔き消すほどの、


    「よく見ろ、これが死だっ」


    　嬌きよう声せい。


    　ミツオは頭を抱えて逃れようとした。


    「───────────────────────────────────」


    　どれだけ叫んでも、酸月の声が耳の中で谺こだまする。

  


  
    



    　　　　　　　５．「月型郡」


    



    　休日であるにもかかわらず、ミツオの首元でネクタイが風に吹かれている。


    　河か川せん敷しきの草の上に座って、虚うつろな目で、背中に聞こえる読ど経きようを聞いていた。


    　河川敷に面した昔ながらの木造民家で、葬そう儀ぎはしめやかに執とり行われている。


    　喪も服ふくの人々の間を縫って、ミツオと同じ三日月学園の制服を着た少女がやって来た。ミツオにはふり返らなくてもわかる。抱いた膝ひざに顎あごを乗せたまま。きらめく川かわ面もが眩まぶしい。


    「ヤダ、線せん香こうの匂いが髪の毛にまでついたかも……」


    　バービーこと雪下菜々は川原に下り、水切りをするための平べったい小石を探すが、長い髪の毛が、バービーはそんなことしちゃいけない、と諭さとすかのようにその頰にかかった。


    　菜々は髪の毛を耳にかけ、ミツオを見上げる。


    「音おと宮みや巡じゆん査さ長ちよう。マジメで実直、誠実を絵に描いたように模範的な警察官……昨夜ゆうべのDo-orドアでの唯ゆい一いつの被害者。公式には若くして突然の心しん臓ぞう発ほつ作さ、症名でいうと心しん不ふ全ぜんで死亡。実際は、睡蓮による仕業しわざ。衣服を奪われ天てん井じように磔はりつけられた姿を、〈楽団桜井〉の指揮者森実ミツオが発見……」


    　ミツオが応えないのは、菜々の言葉はミツオの背中に向けられているからだった。


    「バービー、非難するなら相手が違う、でありますよ」


    　霙みぞれの声は菜な々なの声と比べると、幼おさなさが目立つ。


    　名の通り雪と雨の間、女性と少女の間にあるのに対し、菜々は絶対零度のバービードール。


    「非難どころか、感謝してる。酸さん月げつという怪物の目的を知るには情報不足だもの。酸月の抹まつ殺さつリストが更こう新しんされて助かる。だから他人の葬そう式しきまで顔出して、調査させてもらってるわけ」


    「自分たちも、同様、であります」


    「ウソだね。ザネなんてびびって、川なんて見つめちゃってんじゃん」


    　霙はミツオの傍そばに立ち、やや声を上ずらせる。


    「それは違うでありますっ。酸月と対たい峙じし、その危険性を肌で感じた今、ミツオはもう逃げも隠れもしないであります。ミツオ、ミツオも言ってやるでありますよ」


    　霙の一撃で睡すい蓮れんは四し散さんし、ミツオの不眠の呪のろいは解けている。


    　だが眠れていない。


    　かさつきひび割れた唇を、力なくも、意思でもって動かそうとする。


    「……菜々、菜々も、気をつけてね」


    　菜々も、霙も、しっくりこない返答にか、言葉をなくした様子。


    　やがて菜々はミツオの脇を通り抜ける。


    　霙がミツオの視界に入ると、嫌いやでも、痛々しい首の包帯が目に入った。


    　ミツオはまたしてもどう詫わびていいのか……もはや思考能力は零ゼロに等しい。


    「霙、ごめんね」


    　無意識に伸ばした指は細い首にかかる寸前、霙の手に阻はばまれる。


    　拒絶の一方で、哀しげな目でその手を取ったままだ。


    「ミツオ、自分はミツオが謝ることはないと思うであります。戦闘中のこと。それも、意識を失ってひとに徒あだなす人魚に成り下がった自分を……救ってくれた……であります」


    「でも……僕は……」


    「もうやめる、でありますか？　このままだと、ミツオは──」


    　霙の哀しげな瞳に蔑さげすみの色は含まれていないが、ミツオは恥じ入るように俯うつむいた。


    　戦うべき敵として瞼まぶたの裏に焼きついた制服骸がい骨こつは、姿なくしてなおミツオを傷つける。


    　霙が放した手は下草の上に落ち、ミツオは草を握って千切った。


    「おい、おまえたち……おぉ、足痺しびれた……」


    　喪も服ふくに袖そでを通した桜さくら井いに、ミツオは違和感を覚えている。


    　普段からの軽けい薄はくさを隠そうとして、入にゆう念ねんに化粧している姿は、故こ人じんに対してはやはり軽薄であるかのように映る。桜井はガムを嚙んでいる。


    「頼むぞぉ。香こう典でんという名の調査費、ムダにしないでくれよな」


    　ミツオはすっ、と立ち上がった。


    　桜井の顔を見ずに傍そばを抜け、火か葬そう場ばへ向かうバスに寄った。


    　涙にくれる親しん族ぞくに交じろうとするミツオを追いかけて、霙が駆けてくる。


    　赤い糸の関係で、霙はミツオから三百メートル以上離れることができないのだ。


    「ミツオ、どこへ行くでありますか？」


    「調査費……ムダにしないように、って技官が言うからね」


    　桜井は感心したように遠くで拍はく手しゆなどしていた。


    



    　　　　　　　○


    



    　その日はよく晴れていて、空は青く澄み渡り、高くそびえる煙えん突とつすら輝いていた。


    　調査、と言ったくせに、ミツオは相変わらず親族の輪から充分な距離を保たもち、ひとひとりが亡くなるということの様を、遠巻きに見つめるばかりである。


    　同じかそれ以上に慎しん重ちような様子の女性が、敷地を覆おおうフェンスの向こうに現れた。


    　ラビットだ。


    「ハーイ、昨夜ゆうべもよく死んじまった。今日はどうやって死んじゃうかな、ははっ」


    「ラビット……だいじょうぶ、だったの？」


    「あのなぁ、ザネ。あたし人魚じゃん？　最初の六匹のうちの誰かがどこかで作った代しろ物ものな。酸月は死し花か花ばなや睡蓮を超テキトーに作ってるみたいだけど、あたしは運がいい。二時間後には飛び散った肉片から再生してやったね。ついでに、鼾いびきかいてるオヤジも救助してやったさ」


    「肥ひ後ごサン、無事なんですか？」


    「殺しても死ぬかよ、あのオヤジ……ま、殺したら死ぬけどな、普通の人間、指揮者だしさ。つかあたし死に過ぎじゃない？」


    　彼女たちの不死を実現している形状記憶遺い伝でん子しMaaMマムはＸ染せん色しよく体たいに依い存そんするため、性別決定に重要なＹ染色体に機能した例は少ない。すなわち、男の性を持つ人魚は稀け有うである。


    　それがおとぎ話になぞらえた人魚という呼こ称しようのひとつの理由でもあるが……ミツオはふと、気づいた。


    　酸月は、男性的だったのだ。


    「酸月は、男の人魚ですか？」


    「見たろ」


    「だからかな……僕は、今まで見た人魚の中で、一番、怖く映った」


    　ラビットは知らない、というように肩をすくめる。


    　高速の俊しゆん敏びんさで動かないよう警告する全身のアクセサリーが、耳みみ障ざわりな音を立てた。ラビットは用件だけ手て短みじかに、と話題を変えようと銀色の髪の毛に触れる。


    「昨夜の件ではっきりした。酸月は死花花、睡蓮、サークル・チェンジを使って特定の人間を殺そうとしている。一週間、って妙みような間隔インターバルを挟んでな。しかも、最初は睡蓮の殺しを咎とがめるような節ふしがあったのに、昨夜は仲よくテーブル挟んで和解してやがった」


    「情じよう緒ちよ不安定な怪物……」


    「次はまた一週間後だ。どの楽団も情報集めに奔ほん走そうしてる。最悪、カギをかけずにとりあえず葬ほうむる。酸月をアッチの世界へ押し返すわけだけど、なんとかカギ、かけたいよな？」


    　ミツオは、ラビットがなぜこうも真剣なのか謎だった。


    　人間離れした圧倒的なスピードと、僅わずか二時間で死から蘇よみがえる不死の力を持ちながら、指揮者という人間に順々に操あやつられ、Do-orドアに参加する。


    「ラビットは、どうして何度も死んでまで、続けるの？」


    「は？　そんなの決まってるじゃん。死にたくないからだよ。来らい世せでの平へい穏おんってやつ。Do-orドアとか人魚とか戦いとかと無縁でいたいじゃん。それに、自分は永遠に、死にたくても死ねない、ってわかってるって──どうよ？」


    「でも、ラビットは死んだって、忘れられないんでしょ？」


    「そうだ。霙とかはさ、人魚になった前後で記憶がセーブされてて、死ねばそこに戻れる。つまり、人魚になる前後に戻れる。だけどあたしは、忘れらんないタイプだ」


    　投げやりな笑みを浮かべ、ラビットはひょい、とフェンスを越える。


    　霙は異を唱となえようと唇を尖とがらせた。


    「自分は、そのMaaMマム投とう与よ前後の記憶も定かではない、でありますよ」


    「そうやって、忘れられてんじゃん」


    「あ……」


    「なんてな。あたしたちもポイントが蓄たまれば、投薬で記憶を除じよ去きよされるって話。来世は平和で、人間として、あーやって死ねる日が来るのかもしれない」


    　ラビットは心地よさげに風に目を細めた。


    「さてと、一週間後、酸月は残ってるサークル・チェンジを使ってまた誰かを殺すよ。正式に扉Do-orが開いちゃうからさ。集合場所や時間、見逃すなよ」


    「え……」


    「戦うんだろ？」


    「僕は…………」


    　ラビットは手を広げ、呆あきれを表した。


    「ま、いいけどね。あんたたちなんていてもいなくても関係ないし。カギをかけるのはこのあたし。酸月を永と遠わに葬ほうむろうものなら、あたしの来世はハッピーだもん」


    「ラビット、どこへ行くでありますか？」


    　火か葬そう場ばへ向かおうとするラビットに、霙が訊たずねた。


    「情報収集。一見どこにでもいる警察官。なぜ酸月に狙われたのか、みたいな？」


    　一週間後にまた、恐るべき人魚が現れる……。


    



    　　　　　　　○


    



    　頭上できらめく陽光が誤ご算さんだった。霙の目は白ネ夜ガ黒ポ夜ジの瞳である。ミツオには葬そう式しき帰りで空気の清すが々すがしい山道も霙にとっては夜道にも等しい。それも延々と霊れい園えんを横手に見る道だ。


    「み、ミツオ……赤い糸がほどけかけている気が、しないでありますか？」


    「え……いや、別に」


    　そんなことがあるはずはない。


    　霙は引きつった笑みを浮かべたが、道路を横切った影に飛び上がる。


    「み、ミツオっ、敵であります」


    　子猫だった。


    　ミツオは霙がしがみつくのに少し照れたが、気づいて、空を見上げる。


    「そうか、霙には夜の墓地に見えるんだ……ねぇ、明暗が逆転しているってどんな感じ？」


    　霙はしばし思案し、ミツオの腕を引いた。


    「太陽を見るでありますよ。眩まぶしくても目を細めたりしないで、じっと……」


    「うん、って眩しいけど？」


    「いいから、そのまま……」


    　ずっと眠れていないミツオの目には、冬の太陽さえ眩し過ぎた。


    　立ちくらみして、愕がく然ぜんとする。


    「うわぁ、チカチカする……」


    「それが、自分の見ている風景であります」


    　ミツオは今までしっかり見えていた霊園の風景を見て言葉をなくした。


    　それは、夜であって夜でない。


    



    [image: ]
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    　墓ぼ石せきに刻まれた文字が浮き出て見える。


    　輝く世界は暗い影に包まれ、逆に影は白く発光するように見えた。


    「目が痛い……こんな風景で、ずっと？」


    「足元がお留守になる、でありますよ。何かにぶつかって気づく、自分は天てん井じようにぶら下がるだけでなく、見ている風景まで、[image: ]こう蝠もりのようでありますね」


    「[image: ]蝠はソナーで、見えるみたいに聴いてるって話だよ」


    「そなー？　自分も、欲しいでありますっ」


    　ミツオは霙の小さな手を取った。自分は指揮者で、歌い手を導みちびくということがどういうことなのか。自分にはその小さな手を引くことができるではないか、と思ったのだ。


    　常じよう態たいを捻ねじ曲げられてしまった人魚の手を、引くことはできる。


    　指揮棒タクトを振ったり、突き刺したり──自分は何をしていたのだと、悔くいた。


    「ミツオ……？」


    「あ、ごめん。つい手を……」


    「ではなくて、あれをっ」


    　促され、古い古い墓石に目を留める。


    　月形家。


    　ミツオと霙は頷うなずき合って敷地に入り、奥まった場所で、苔こけむした墓石の前に立った。


    「月形……亡くなった月形小さ夜よ子この家のものでありますか？」


    「み、霙──」


    　ミツオは言葉にできず、どこに立っているのかわからないほど目が眩くらんだ。


    　墓石の横に記された名前。


    　この墓に月形小夜子が眠っているのかどうか、ミツオにはわからなかった。


    「故こ・月形小夜子……あぁ、やはり月形小夜子のお墓でありますね？」


    「その下、その下見てよ」


    「下──」


    　屈かがみこみ、霙も動かなくなってしまった。


    　木枯らしが吹く。霙のスカートと、前髪が揺れるが、霙は動けない。


    「──昭しよう和わ二十六年、十月没ぼつ……昭和二十六年？」


    



    　　　　　　　○


    



    「桜井、月形小夜子だよ。やっぱり月形小夜子がカギを握ってたんだ。郷きよう土ど資料館に行けば何かわかるかもしれない。僕はもう睡すい蓮れんに睡眠を奪われていないから、眠れるし、サークル・チェンジって人魚が現れても平気だ、僕たちには霙がいるっ」


    　天てん井じように正座して、霙は現代に適応しようとテレビを見ていた。


    　ふり返るその手にはお煎せん餅べい。躁そう状態のミツオについていけないのか、ミツオを横目に見つめた。


    　ミツオは構わず、湯上がりに髪の毛をタオルで巻き上げている桜井に言った。


    「霙は赤い糸でチカラを抑えれば、かなりの適応力があるんだ。僕の感覚だと三段階くらいチカラを開放するとトンじゃうけど、これはずいぶんマシな方。あのね、僕考えたんだけど、道路標識を使おうと思う。人魚を歌い手に変える時、菜々の付け爪やラビットの装具みたいに、チカラを抑よく制せいする方法がポピュラーだけど、ある一定の段階まで意識を保たもてるなら、逆に、逆にだよ？　制限的にチカラを開放する前提で、調ちよう律りつする方法もあるんだ。そこで道路標識だ。霙のチカラを最初から一気に開放した上で、道路標識を覚えてもらって、もうひとつのコントロール・サインにするわけ。上う手まく使えば、人魚としてのチカラをほとんど抑えずに使えるんだ。これは、上手い指揮者と賢かしこい歌い手にしかできないんだけど──」


    　消化不良の説明と裏腹に、ついに眠りに転落した少年の、無防備な寝顔がすべてを物語っている。


    　桜井は、「へぇ」と感心して頷うなずいた。


    「霙、ミツオチャン何かあったの？」


    「お墓参りをしたであります。月形のお墓に、線せん香こうをあげてきた、でありますよ」


    　意味がわからない、と桜井は肩をすくめる。


    　相変わらず軽けい薄はくに、美容のための体操を始める桜井を、霙は見下ろしていた。


    「桜井は、こういう状況でよく平然としていられる、でありますね」


    「だって桜井サン、コームインだもん」


    「率そつ先せんして戦うべきでは？」


    「なんで？　仕事はちゃんとしてるじゃん。問題なくない？」


    　霙は何か言おうとしたが、桜井が、「まぁ、愛くるしい」と見上げるほどの微笑ほほえみを浮かべる。霙はやっと眠ったミツオを、天井に寝そべり、慈じ愛あいの眼まな差ざしで見下ろした。


    「自分たちが命をかけて戦った分、少しはマシになった、でありますか？」


    「は、何が？」


    「社会……あ……？」


    　霙はまた何か思い出したらしく、ミツオに報告しようとしたが、明日にと考える。


    　ミツオは床で、霙は天てん井じようで眠る。


    



    　　　　　　　○


    



    　二人は意気揚よう々ようと学校をサボり、もしかしたら自分たちが酸月の目的を見つけ、酸月の不死の秘密を暴あばき、何十年も閉じられていない扉Do-orにカギをかけるかもしれないと、いつしかどちらからともなく手を繫つないで、急ぎすぎて赤い糸が切れないように郷土資料館に走った。


    　そして立ち尽くした二人の足元を、木枯らしが撫なでていく。


    「……ミツオ、日館休とは何でありますか？」


    「霙、左から読むんだよ、休館日だ」


    「休・館・日……」


    　どちらからともなく、繫いだ手を離した。


    　二人は意気消しよう沈ちんしてとぼとぼと登校し、遅刻の憂うき目めにあうに到る。ミツオは、たとえ郷土資料館であっても図書館と同じことではないだろうかという不安にぶち当たった。　


    　酸月は扉Do-orの向こうに隠された秘密である。


    　そう簡単に、史し料りようとして残されているはずがない。やっと眠ることができて、十時間以上も眠って頭は冴さえているはずなのに、ミツオにいいアイデアはなかった。


    「ミツオ、資料館には明日また行けばいいでありますよ」


    　昼休みの賑にぎわいの中で、ミツオと霙だけが隅でひそひそ話する。


    　登校していない菜々の席──ミツオは空席を見つめ、気ばかり逸はやる思いに駆られるのだった。今ごろ他の楽団は、来きたるべき戦いのためにしっかりと準備をしているのではないか。


    　相変わらず、取り残されている原因は自身に責任があるのではないか。


    　霙は窓ガラスに額ひたいをつけ、不安げに訊たずねる。


    「ミツオには、郷きよう土ど史しにくわしく、民みん俗ぞく学にも精通した学友などいないでありますか？」


    「だって僕、高校生だよ？」


    「自分は浅せん薄ぱくながら、月つき型がたという場所に関して幾いく分ぶんの知識があるのであります」


    「そうなの？　すごいな、どうして言わなかったの？」


    「ここに住むものとして当然のことであります」


    　霙は誇らしげに、民間伝でん承しよう的、あるいは神話的ですらある月型郡誕生の物語を聞かせるが、あまりにも古めかしい。池の名前の由ゆ来らいや、氾はん濫らんの多かった川を今の安全なものにするためたったひとりで土ど手てを築いた男の話はすばらしいが……。


    「それ酸月と関係あるのかな。わかんないな」


    「自分もそう思うでありますが、ミツオは、自分が住む町の歴史に興味ないでありますか？」


    「そうだなぁ、確かにちょっと無む頓とん着ちやくすぎるかも……？」


    　ふと、メガネをかけているクラスメイトと目が合った。房ふさ木ぎという名の少年で、休きゆう憩けい時間や昼休みにも単語帳を開いているような、勉強熱心だが目立たない少年である。


    「ミツオ、まずは民みん俗ぞく学や郷きよう土ど史しにくわしい学者を……？」


    　霙もその視線に気づいた。


    　房木はあるキーワードに呼こ応おうしてちら、ちら、と視線を送っている。


    　霙はそれを確かめようと、ミツオの袖そでを引いた。


    「自分は最優先事項として民俗学及び郷土史の──」


    　房木は顔を上げ、メガネのブリッジを上げてこちらを見た。


    　ミツオと霙は顔を合わせる。


    「あ、あの……房木クン、ちょっといいかな？」


    



    　　　　　　　○


    



    　房木は塾の後でなら話を聞こう、としかめ面つらで言った。


    「オレ、九時までは塾の講義で忙しいんだよ。でもま、しょーがないな。その後なら少しくらい付き合ってやってもいいや。ふー、一年って言ってももう終わりだし、受験まであと二年しかないんだぜ？　よく遊んでられるよな。オレ、暇ひまじゃないから、悪いけど午前二時か三時くらいまでしか、付き合えないからな。ま、でもそうなったら電車もないし、朝まで──」


    「房木クン、三十分かそこら、だと思うんだ」


    「ザネ……」


    「な、なに？」


    「郷土史、舐なめんなよ」


    　ミツオと霙は房木が通う塾の前にあるファストフード店で時間をつぶすことになった。


    「房木クン、ものすごく嬉うれしそうに見えたであります」


    「はは……目、血走ってたね」


    　ミツオは空からになったコーラの容器を見つめ、ぽつりと呟つぶやく。


    「いったいいつから、僕は当たり前のことができなくなってたのかな……気になること、ひとに訊たずねたり、自分の言いたいことちゃんと言ったりさ。みんながしてることを、みんなと同じように、疑わずに、同じようにやるとか……」


    「ミツオは、Do-orドアで戦うための特殊な方法を学んだであります。その代だい償しよう、とでも言いますか、何かを得れば何か失うことは、仕方のないことでありますよ」


    「でも今の僕は、僕がなりたかった僕なのかな、とか思うんだ。もっとちゃんとしたかった。当たり前こと、当たり前に感じることができたりするようなひとに、何もしなくても、なれるものだと思ってた」


    「ミツオはなれる、でありますよ」


    　霙は何を食べても目を丸くし、何を見ても感動する。


    　まるでタイムスリップしてきたみたいに、この世のすべてに目を輝かせていた。


    「当たり前のことを当たり前にできるひとなど、多くはいないであります。誰しも何か犠ぎ牲せいにしたりすっ飛ばしたりして、歪ゆがみながら体てい裁さいを繕つくろっているのであります。なりたいものになれるのは、なりたいと気づいたひとだけでありますよ」


    「みんな、そんなこと考えないで普通になれてるように見えるけどな」


    「ミツオ、世の中が等しく公平でないと気づいたり、倫りん理り観を脇に捨て歩くひとが多いことに気づくのは、辛つらいことであります。何を信じればいいかわからなくなり、何も信じられなくなるかもしれないであります。それでも──」


    　霙は無む邪じや気きに笑う。


    「自分はミツオを信じるであります」


    　ミツオは、頭を撫なでられるより、キスされるより気恥ずかしさを覚えた。


    　困って俯うつむいたが、顔を上げて、吹き出す。


    　霙は顔を隠していたが、めぐる血の音さえ聞こえていそうな赤い耳は、隠せない。


    「そんなに恥ずかしいなら、言わなきゃいいのに」


    「未熟な身でありながら、自分は、なんと身みの程ほど知らずで厚こう顔がん無む恥ちな……」


    　以前のミツオは何と言えばいいか、知らなかったかもしれない。


    「霙、ありがとう」


    「いえ……あ、そういえばミツオ、自分は昨夜思い出したことがあって、自分は戦前に生まれ、十四歳の時にMaaMマムを受け入れ、人魚になったであります」


    「ちょっと、どさくさに紛まぎれて重大な報告しないでよ」


    「ですが……これ以上の記憶。すなわち人魚になって以降の記憶は、貧しくも朗ほがらかだった少女時代とは別の、何か恐ろしいことを掘り返すような気が、するであります」


    　自分の肩を抱いて震える霙に、ミツオはもう一度、「ありがとう」と言った。


    　真ま名な川がわ霙という少女は幾いくつの時と間きと、死を越えて来たのか──。


    　だがまだ残っている言葉によって、ミツオは霙と繫つながることができる。


    　クラスメイトと話すことができる。


    　わからないことだらけの、もしかしたら敵だらけの世の中で、間違った方向へ行こうとする仲間を呼び止めたり、歪みに気づかせることもできる。


    　ミツオの二度の、「ありがとう」に、霙は恐きよう縮しゆくして、こう答えた。


    「ミツオ、自分もまだ言ってなかったでありますが、樹じゆ海かいを彷徨さまよう人魚のごとき、何から何まで場違いな自分と出会ってくれて──」


    　ありがとう、とちょっとはにかんで、微笑ほほえんだ。


    



    　　　　　　　○


    



    「なんだって？　人見知りして聞きたいことも訊けない？　伝えたいことも言えない？　気にすんな。オレも、〈人見知り震度〉には弱い方だ」


    　房木のメガネの奥に隠れた、若じやつ干かんソウルフルな講義は深夜営業のファストフード店で始まった。


    「人見知り、震度？」


    「初対面の人間の前に立つと緊張してガタガタ震え出す、人見知り震度。オレって子どもの頃から人見知りひどくてさぁ、初めて話すヤツには何も言えないね。っていうか何も話さないからさぁ、次もなくて、人見知りのスパイラルは永遠に続くってわけよ」


    「って、誰の話？」


    「だからオレだよオレ、房木聡さと史し」


    「初めて話すよね、僕たち……」


    「あぁ、それが何か？」


    「房木は、人見知り震度には、強い方だと思うよ」


    　そして怒ど濤とうの郷きよう土ど史しの講義が、幕を上げた。


    　房木はなんでも知っていた。例えばミツオの実家のある新しん月げつ町の、小学校前の坂を下った場所にある寺社にしては小さく、祠ほこらにしては大きな何かの正体も知っていた。


    「あぁ、あれは道どう祖そ神しんの名な残ごりだ。もともとは道路の悪あく霊りようを防いで道往く人を守しゆ護ごするもの、地じ蔵ぞうみたいなもんだけど、道どう標ひようの側面もあったんだな。実際、今のような道路標識ができるまではそういう名残りを目印に誰もが生活してたわけよ」


    　最初の夜、まだ本調子でないミツオは聴きながら眠った。


    　その後も、テーブルを挟んで延々と月型郡について語る房木と、それを受け止める霙の背中があった。霙はうんうん、と頷うなずいて見えたが、もちろん寝ていた。


    　翌日も、休きゆう憩けい時間と授業中となく、ミツオだろうと霙だろうと、聞いていようと聞いていなかろうと房木は話し続けた。


    「はー、面倒くせーなぁ。オレ、忙しいからオマエらとばっか話してらんないのになぁ」


    　話と話の途中に必ず挟む、「オレ忙しい」アピール。


    　最初にキレたのは、霙だった。


    「自分は、あのちょいちょい挟まれる、『面倒くせーなぁ』をあと一度でも耳にすれば、地の果てまで駆けて叫んでしまいそう、であります」


    　言ってる傍そばから、房木が笑顔でミツオの肩を叩いた。


    「よ、ザネ。オレ超忙しいけど、しょうがねーなぁ、放課後、郷土資料館案内してやっても、いいけど？　しょうがねーから、いいけど？」


    「……房木」


    　霙は公言通りに雨の中、中庭を横切って体育館の方向へ駆け出し始めた。


    　校門の辺りで足を止めると、学園の外を通っていた雨あま合羽ガツパの園児の一団に向かって、


    「何が、戦後の何が！　酸月や房木を産み出したでありますか！」


    　地の果てに辿たどり着く手前でフライングしてみせた。


    　きゃっきゃと笑っている児童をよそに、ミツオはやれやれと失笑する。


    　そんなミツオに、房木は嬉うれしそうに言ったのである。


    「なんだよ、オマエら酸月を知ってるとは、通つうだな」


    「え……房木、酸月を知ってるの？」


    「そりゃまーな、月型郡の歴史・戦後編を語る上で、マニアックだって思われたくないからそこ飛ばしたけどねー」


    　ミツオは思わず呻うめいた。


    「そこを、聞きたいんだけど……」


    「いいけど、昨日の続きが終わった後だぜ？」
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    　　　　　　　○


    



    　翌日。


    　房木は郷土資料館の館長と知り合いだから話を通してくると、ミツオを、「房木……どんな高校生だ？」と感心を通り越し、呆あきれさせた。


    「ミツオ、酸月のこと何かわかるかもしれないでありますね」


    「うん。あとは、亡くなった月形小夜子と音おと宮みや巡じゆん査さを調べれば、パズルのピースを埋めていくみたいに、見えてくるものがあるかもしれない」


    「問題は、時間であります……」


    　サークル・チェンジに関しては何もわからないまま、明日がやってきてしまいそうだった。


    　資料館内にある休きゆう憩けい所に、房木は膨ぼう大だいな史し料りようを抱えて戻って来る。とはいってもそのほとんどは房木の趣味であり、酸月について書かれたのは一冊の蔵ぞう書しよだけ。


    「えぇと、なんだっけ？」


    「酸月、であります」


    　霙は興味深そうに館内を見回し、古い地図や写真の前を穴が開くように見つめている。


    　背伸びして、よろめきながらも、ずいぶんと熱心だ。


    　房木は古こ書しよを開く。


    「酸月の話は、華か族ぞく・月形清せい次じ郎ろうから始まる」


    「月形、って亡くなった月形小夜子と同じ？」


    「月形は字こそ違うけど、月型郡の名前からもわかるように、この辺りの素そ封ほう家かだった由ゆい緒しよある家系だ。月形小夜子はその家系、それは間違いない」


    「華族、って何？」


    　掛かけ軸じくに書かれた蚯蚓みみずののたくったような文字を見つめながら、意外にも霙が答える。


    「大ざっぱに言えば、維い新しんの功こう臣しんや、のちには大実業家には法令により戦後まで爵しやく位いが与えられたであります。公こう・侯こう・伯はく・子し・男だん、特権的な社会的身分、でありますよ。正確に華族の成り立ちを話すと長くなるので省略しますが……。あ、酸月は自みずから落らく伍ご者しやとなったので、あくまで『元』であります」


    　房木は仕事を取られて面白くなさそうに、ひとつ咳せき払ばらいする。


    「月形清次郎はエリート意識が高く、幅広い学識と莫ばく大だいな資産を持て余していた。人間、謙けん虚きよさって大事なだよな。清次郎は、狂的科学者マツドサイエンテイストと名高い──」


    「じゅ、樹じゆ海かい博士？　房木、樹海博士まで知ってるの？」


    「ザネ、ザネぇっ」


    　なんだかわからないが、房木は一方的に、生しよう涯がいの友を得たりという顔で肩を叩いてきた。


    「なんだよ、ザネ。オマエ、樹海博士まで知ってんのか？　うわぁ、オマエかなりきてんなー。あれだろ、あれしてるな。雑用紙に何度も書いて、暗記したか？」


    「しない、しないよ」


    「いやぁ、ザネは密ひそかにやってるね。匂いでわかる」


    「そ、そんな匂い、出してないよ……」


    　さておき、酸月を語る上で樹海博士を語らないわけにはいかない、と房木は話した。


    「この、樹海博士ってのがマジでいっちゃってて、不老不死の研究とかしてたんだな。月形清次郎の知識と資産は喉のどから手が出るほど欲しい、ってんで誘われ、月形清次郎はこれを快かい諾だくして、不老不死研究に没ぼつ頭とうする」


    「だからどうして、房木は樹海博士まで知ってるの？」


    「この本に書いてあるからさ。くわしいことまでは載ってないけど、月形清次郎はこの研究に没頭し過ぎて、資産を食いつぶし、一族から追放された。かつて華か麗れいなる月光と呼ばれた一族が没落してなお、清次郎は研究を続け、腐くさった月、酸月って呼ばれるに至る」


    　ミツオはひとつ、どうしても確認しなければならないことがあった。


    「房木は、不老不死とか、信じてるの？」


    　房木はマジメな顔で、「あぁ」と頷うなずいてから、大笑いしてミツオの肩を叩いた。


    「ちょっと……気になるヤツが……いやなんでもない。ただ、月型郡には清次郎がいた関係で、不老不死とか長ちよう寿じゆとかいう単語が文ぶん献けんにも多く残ってる。気にはなってる、かな」


    「やめた方がいいよ」


    「おいおいおい、まさか酸月の呪のろいとか言うんじゃないだろな？」


    「酸月の、呪い？」


    「ほら、俺たち一年Ｃ組の呪いとかさ、どこかで不可解な人死が続くと、昔のひとはすぐに酸月の呪いだ、って言ってたんだよ。不老不死を求めた酸月は、他人の命を奪う方法で仮かり初そめの不死を手に入れたんだ、って眉まゆ唾つばの迷信」


    「他人の命を、奪う……」


    　ミツオはただならぬ印象をもって身震いするが、霙はより多くの何かを感じたようだ。


    　展示物を背に胸を抱き、どこか遠くを見つめて呟つぶやく。


    「自分は、酸月を倒さなければならない、であります」


    「霙……？」


    　郷土資料館で得られた情報はそこまでだった。


    　房木がいなければ、月形清次郎という名前にすら行き着けなかったに違いない。


    　ミツオが房木に礼を言うと、


    「あぁ……それと、ザネ──」


    　房木は難解な方程式を解くような気難しい顔で言葉を探し、「オレも、ありがと」と言った。


    　ミツオと霙は冬の道を、並んで歩く。


    「ミツオ、月形、でありますね」


    「うん、やっぱりそこに何かあるんだ」


    「問題がひとつ」


    「え？」


    　帰り道、霙は落ちていく夕日を見つめ、呟つぶやくように言った。


    「サークル・チェンジを閉じる扉Do-orが始まるであります。現状で、自分たちはサークル・チェンジについては何も知らない、であります。睡蓮や死花花のような、恐るべき戦闘スタイルが推測されますが、まったく情報がないでありますよ」


    「弱ったよね……」


    「仮かり初そめの不死を構築するトリックも謎であります」


    「カギをかけて永遠に滅ぼすことはできない。他の楽団は、とりあえず倒す、のかな？」


    　ミツオと霙はそれ以上一歩も進展させることができないまま、その日を迎えてしまう。


    　準備など、できていないままに……。

  


  
    



    　　　　　　　６．「サークル・チェンジ」


    



    　新しん月げつ町──。


    　月つき型がた郡ぐんの大半の人間が、港、と呼ぶ地区である。


    　人々の生活区域が沿えん線せんに集中しているために、線路も駅も持たない新月町はにわかに隔かく絶ぜつされた地域だ。


    　主な交通手段はフェリー。


    　学生は五キロ以上も離れた最も寄よりの駅まで自転車で通う。


    　ミツオの実家、〈楽団森もり実ざね〉の本ほん拠きよもこの地にあった。


    「いったい、いつから……」


    　乗り慣れたフェリーは船ふな着つき場ばを目もく前ぜんに停てい泊はくしてしまった。ミツオは、物心ついた頃から育ったこの町の変へん容ように驚きを隠せない。今、町は、目に見えない球体によって囲まれている。


    　その外側を飛ぶ鳥や、波は見慣れたものだ。


    　しかしその内側の波や鳥、あらゆる物体は、〈速度制限〉をされている。


    「サークル・チェンジ。こいつは厄やつ介かいかもねー」


    　ラビットは潮しお風かぜにコートをはためかせていた。


    「十年前、月型郡の楽団は軒のき並なみアイツにやられちまった。ご覧の通り、アイツは球状の効果範囲内のあらゆる速度を変更チエンジできる。スローだねー。確認されたのは先週。ビッグバンドがふたつ、討とう伐ばつに向かったきり行方ゆくえ不明。けれども案ずるなかれ、さ。球内での時間速度は通常の十分の一以下になる。一説によれば、あたしたちの一日があの中では一カ月って話」


    「じゃあ、まだ十一月だってこと？　そんなバカな……」


    　ミツオが呆ぼう然ぜんとする横で、霙みぞれの表情は険しい。酸さん月げつとの再戦にただならぬ決意を秘めている様子だ。サークル・チェンジだけでなく酸月という、制服を着た骸がい骨こつがいる可能性も高い。


    　正式なDo-orドアが開催されるにあたって、制服を着た桜さくら井いがガムで風船を膨ふくらませた。


    「そうか、内部での時間は遅くなるから、新しん月げつ町で事件が起こっているという報告がないのか。現実に、新月町の人間は一週間とか一カ月とか、遅れてるわけだな？」


    「じゃ、桜井。まだ犠ぎ牲せい者が出てない可能性もあるよね？」


    「そう願いたいね」


    　甲かん板ぱんがにわかにざわついた。


    　ミツオが背伸びして窺うかがうと、右腕にギプスをした肥ひ後ごを中心に輪ができている。


    「肥後サン、酸月に敗けたらしいな」


    「敗けてナンボだよ、人生はな。命さえあれば何度でもやり直せるんだ」


    「歌い手たちは死んだって何度でもやり直せるぜ？」


    「るせーな、酸月と戦って生還した英雄を敬うやまえってんだ」


    　肥後は自みずから進んで道どう化けとなって、ピリピリと漂ただよう緊張をほぐしている。


    　森もり実ざね由ゆ希きですらルービックキューブを扱う手を止め、何やら談笑していた。


    　例外もある。


    　桜井たち技官を束たばねる偉えらいひとが、「集合！」の号令をかける中、冷たい視線を感じたミツオが足を止めると、バービーが面白くなさそうな顔でミツオを見ていた。


    「菜な々な……」


    　菜々は由希に促されるが、離れようとしない。それどころか、霙を名指しで言った。


    「由希、お願いだから真ま名な川がわにだけは負けないでよね」


    　甲板の真ん中で、胸に勲くん章しようをつけた偉いひとが、


    「Do-orドアの目的はあくまで人間への脅きよう威いを排はい除じよすることである。カギをかけた指揮者に与えられる報ほう奨しよう金きん、歌い手に約束される平和な来らい世せなどに惑まどわされぬように。そういうモノはないと思うが、桜井、特に桜井。楽団に支給される助じよ成せい金きんに、目を晦くらませることなく、各楽団が時に連れん携けいして、憎むべき人魚と対たい峙じして欲しい、以上」


    　と言った目の前で、ミツオは我が耳を疑ったが、由希までが堂々と言った。


    「あぁ、そうだな。ソイツに負けるわけにはいかない。たとえ、人魚に負けてもな」


    　由希にしてみれば、外へ出した弟がその場所でしっかり結果を出すように発はつ破ぱをかけたのかもしれなかったが、ミツオはそこまで大人ではない。逃げるように、デッキの陰に隠れた。


    　同様にいたたまれずに陰に隠れた桜井と、


    「くそぉ、人を金の亡もう者じやみたいに名指しで言いやがって……サークル・チェンジ倒したらいくらだっけ？　絶滅危き惧ぐ種、おっほっほ、頼むぜ、野郎ども！」


    　影こそ自らが光る場所である霙も集合していた。


    「桜井サンはねー、不安なんだなー」


    「何が、でありますか？」


    「各楽団、少数精せい鋭えいで来てる。ウチを含めてたった四組の指揮者と歌い手だ。先行してる楽団も有数のビッグバンドだし……頼むよ、恥をかかないように、こそっ、と参加しておいで」


    「自分は、独りだとしても酸月を倒すつもりでありますが」


    「ムリするな。ウチには経験がない。無事に帰ってくれば参加手当貰もらえるんだから」


    　消極的だが小こ競ぜり合あいが存在している。ミツオの居場所はない。


    　ミツオは漂ただよう煙を見つけ、肥後のもとへと向かった。


    　まったく情報も作戦もなくサークル・チェンジと戦うという、不安な心境からだった。


    「──なぁ、諏す訪わ野の、聞けよ」


    　肥後は諏訪野、という背の高いメガネの女性と話していた。


    　諏訪野の傍そばには、鈴すずを縫いつけた着物を着た少女がいる。日本人形のように切りそろえた髪の少女は、姫ひめと呼ばれる若い歌い手で、そのしなやかな動きは鈴の音をひとつも立てない。


    「肥後サン……姫の力が弱いから……ラビットと交替しろって言うの？」


    　訥とつ々とつと、今にも泣き出しそうな口調で話す。


    　諏訪野はずばり理系的なメガネの整え方でもって、つけ足すように肥後に食ってかかった。


    「肥後サン、わたしは確かに、年のわりに経験浅いです。由希と同い年だけど、大学院で試験管振ってたからですよ。だからって、おまえなんてもともと生物学者だろ、みたいな目でいつまでも見られるのは不ふ愉ゆ快かいです。えぇ、不愉快です」


    「そういうわけじゃない。サークル・チェンジの特性を考えると、多少の速度制限を食らおうが高速でぶっちぎるラビットの能力が有効だ、って話だ」


    「いいじゃないですか、肥後サンがラビットを扱えばいいですよ」


    「諏訪野、お前さんが姫に固こ執しゆうするのはわかる。例の、大戦下の科学では絶対不可能なはずの不死の実現MaaMマム、とかなんとかだろ？　オービー・テクノ路ろ地じとかいうんだろ？」


    「オーバー・テクノロジーです」


    「なんでもいいが、姫に固執しすぎるな。研究の機会はいつだってあるさ。こないだ、ほら死し花か花ばなの時に、お前さん結構ラビットと手が合ってたじゃないか」


    「特に姫との相性が悪いとも思いません。それに、遅れて指揮者免めん状じようを取ったようなわたしが、肥後サンが一から調ちよう律りつした歌い手を使わせてもらっているようでは、いつまで経っても上う手まくならないです」


    「わっかんないヤツだなぁ、なんでそんなに頭固い」


    「勉強し過ぎたからですよ」


    「しれっ、と言うなよ……」


    　どこもかしこも、雲行きが怪しい。


    　ふと気づくと、おかっぱ頭の姫という少女がミツオを見上げていた。


    「な、なに……？」


    「霙は？」


    「霙は……いるけど、何？」


    「姫、霙と一緒にいたかったの」


    　死花花戦まで、ラビットと姫と霙は同じ楽団にいた。


    「姫は霙と同じ、〈拾じゆう四よん連れん隊たい〉だったから、また一緒に……いたいの」


    「ん……？　拾四連隊？」


    　危なっかしく見えて、実は姫の歩調は優ゆう雅がだ。


    　ミツオより幼く見えるが、諏訪野と話す時は相応にも見える。


    　そういう、あどけなさの中に大人びた表情を見せる少女を、ミツオはもう一人知っていた。


    「ミツオ、そろそろ接岸するでありますが？」


    「霙……」


    　拾四連隊。


    　妙みようにひっかかる言葉を霙に訊たずねようかと思って、ミツオは寸前で堪こらえた。


    　サークル・チェンジを閉じるDo-orドアの活動が、始まる。


    



    　　　　　　○


    



    　クリスマス直前の正午前に訪れた新月町は、十二月初頭の夕暮れだった。


    『ミツオ、ど……だ？』


    　正式開催の扉Do-or時にだけ役人から渡される無線機をポケットから抜き出し、ミツオはフェリーで総指揮を執とる桜井に、手短てみじかな感想を述べる。


    「戦い難がたい、かな……」


    　町は何の変へん哲てつもなかった。


    　学校帰りの子どもたちが駆けていく。買い物途中の女性たちが談笑している。


    　烏からすはカァと鳴き、無線機のノイズはひどい。


    『み……ミツオ、どうなった？　もう一時間も経ってる。返答しろ、おい！』


    　ミツオは霙と顔を見合わせた。


    「ミツオ、こうして自分たちが話す間に、外部では倍の時間が流れているでありますよ」


    「ってことは──」


    「あまり時間をかけると、外で一週間経過することも考えられるであります。その場合、自分たちが戻った時には酸月が次の標的を殺している可能性もある、であります」


    　ミツオは神しん妙みような顔で頷うなずくと無線機を切った。切ったものの、どうしてよいかわからない。


    　他の指揮者と歌い手たちはどこへ消えたか。


    　ミツオは平へい穏おんな町にそのサインを探そうときょろきょろ辺りを見回したが──。


    　見慣れた町、携帯電話を見つめながらでも歩ける町である。


    「どうしよ、逆に、なんだか……緊張感が……」


    「ミツオ」


    　霙もやや緊張感に欠けている。が、挙手して進言してきた。


    「サークル・チェンジのこのチカラを逆さか手てに取ってはどうかと、考えるであります」


    「どういうこと？」


    「自分たちは他の楽団に一歩も二歩も後おくれているであります。ここでの一分一秒を有効に使えば、戻った折に追いつくことも可能ではないのかと」


    「それいい、そうだねっ」


    　ミツオは思い立ったが吉きち日じつ、残された二枚のカードを切ることを決めた。


    「亡くなった月つき形かたと音おと宮みや巡じゆん査さの関連──酸月の狙いについて、調べようっ」


    「何かいい手段がある、でありますか？」


    「僕の家、僕の家へ行こう」


    「え…………」


    　夕陽のせいでもなく赤面する霙に、ミツオは肩をすくめて諭さとそうとする──のだが。


    



    　　　　　　　○


    



    　自宅に近づくにつれ、ミツオですら異変に気づいた。


    「何かいる、でありますよ」


    「うん……」


    　自宅に近づくにつれ、明らかに気温が下がっていく。


    　自宅の扉とびらを開けた時には、屋内から零度の風が吹いたほどだ。ミツオはその原因に心あたりがあり、かって知ったる我が家のたたきを踏むと、まっすぐ二階を目指した。


    　自室の向かい。


    　霙は警戒しているが、ミツオは必要ない、と制してドアノブに手をかける。


    「菜々、入るよ？」


    　少女らしい色づかいの部屋だ。だがミツオと霙の吐く息は白く、指先は一瞬でかじかむ。


    　雪ゆき下した菜々は人形のように、ベッドの上にちょこん、と座っていた。


    　菜々を中心に真冬が広がっている。


    　何もかも凍とう結けつしていた。


    「菜々、由希と……？」


    　菜々は殺さつ伐ばつとした表情かおで左腕を掲かかげる。氷の結晶が付け爪の周囲で散った。


    　菜々の指からしっかりと、赤い糸が伸びている。


    「ザネ、知ってると思うけど。あたしスイッチ入ると抑え利かないから……」


    「う、うん」


    「消えて……。由希は先行してる楽団と接触を図ってる。何かあったらあたしすぐ、撃つから、だからそこから消えて。でないと、邪じや魔ま、一緒に撃つよ」


    　ミツオは慌あわてて扉を閉じたが、安心はできなかった。


    　接触した圧倒的なチカラに呼こ応おうするように、霙の瞳の色が逆転している。


    「み、霙……？」


    「ミツオ、自分はラビットくらいに高いレベルで意識を保たもてるタイプではないかもしれないであります……。今、自分が一番会いたいのは、酸月以外にない……でありますです」


    　ぎゅっ、と固められた霙の拳こぶしは、ミツオが恐る恐る触れても、なかなか開かれない。やっと指先に触れるまでゆうに一分を数え、その隙すきを逃さずに自室へ引き入れる。


    　ミツオは長くここにいては危険だと、急いでパソコンの電源を入れた。


    　ネットが使えるかどうか不安だったが、幸運にも繫つながっている。


    「ミツオ、どうするでありますか？」


    「あぁ、名前で検けん索さくしてみる。一発で当たるとは思わないけど……」


    　月形小さ夜よ子こ。該がい当とう件数は十七で、大部分は三み日か月づき学園関係である。


    「ひとつひとつ見てるだけの時間……ないよね」


    　すべてをチェックする余裕はないので、続けて音宮巡査の名前を検索した。


    　該当件数六十三。


    　高校に大学、警察で所属している剣道部──これもまたすべてチェックする時間はない。


    「ミツオ、やはり簡単にはいかないでありますか？」


    「うん、ダメみたい」


    　ミツオは最後に、月形小夜子と音宮の名で、同時検索をかけた。


    　該当一件。


    「ミツオ……？」


    「Do-orドアの関係者が作成してるページだ」


    「そんなもの、あっていい、でありますか？」


    「これだけ見るとただの、音楽関係者の名簿にしか見えないよ。そういうふうに置いてるだけで、情報交換してたみたい……月形と音宮巡査の名前と、他に八つ……あれ？」


    〝拾四連隊？〟


    　疑問形で記されたメモのような文字がある。フェリーで姫という少女が口にしたキーワードだ。


    　霙が静かになったのでふり返ってみると、どうやら当たりだということがわかった。


    「み、ミツオ……自分は、拾四連隊に所属していた、であります」


    「思い出したの？　例の、元警察ってやつ？」


    「拾四連隊は、旧警察組織の末まつ端たんに秘ひ密みつ裏りに設置された、最初の六匹の人魚を専門に追う機関で、正式名称は……思い出せませんが……通称を、拾四連隊」


    　ミツオは、自分の腕を抱いて怯おびえる霙にかけてあげる言葉を見つけられなかった。


    　酸月が、死花花や睡すい蓮れんを使って殺しているのは、元拾四連隊の人間……。


    「元拾四連隊の人たちが、酸月に狙われているってこと？　拾四連隊って何？」


    「十四人の隊員……十四匹の人魚によって構成……」


    「人魚っ、十四匹の人魚で構成された人魚狩りの警察部署？」


    「自分たちの方が酸月を追っていたはず、でありますが、音宮や月形小夜子……ミツオっ！　ではこの十名の名簿は、まさか！」


    「今回、酸月に殺されてるヒトの名簿……？」


    　ミツオは音宮と月形の名前以外にもうひとつ、十人の内で知っている名前を見つけた。


    「尾お崎ざき哲てつ生お……」


    「知り合い、でありますか？」


    「うん、新月町では有名な人だよ。僕より七つくらい年上なんだけど、ロックバンドだかヒップホップ・ユニットだかを組んで活躍してた。確か、ＯＺオズっていう名前で……でも変だな。この人、僕つい最近も見かけた。町に帰って来てるんだ、って思ったけど……」


    「元拾四連隊隊員でしょうか？　死後、復元し、何も知らずに歌手になった、でありますか？」


    「そして、酸月に殺された？」


    「あるいはこれから殺される、でありますよ。サークル・チェンジが時の流れを歪ゆがめているこの空間では、まだ生きている可能性もありますが……」


    　霙は自分が拾四連隊に所属していたことを思い出したが、羅ら列れつされているどの名前も思い出せないと、爪を齧かじって何事か思案する。


    「この名前すべてが拾四連隊員かどうかは……自分には、わからないであります」


    　しかしミツオは、霙を急せかさなければならなかった。


    「霙、行こう。急げば酸月の、元拾四連隊隊員殺しを止められるかもしれない」


    



    　　　　　　　○


    



    　ＯＺが自宅兼けんスタジオとして使っている生家は、ＯＺのユニットが全国的に知れ渡った頃に、地元ではちょっとした観光スポットになった。ミツオも中学校の仲間と物珍しげに見に行って、「あぁ、このひと引き返す気はないな」と一目でわかるだけの全身の刺いれ青ずみを惜しげもなく晒さらし、縁えん側がわで夕ゆう涼すずみするＯＺにひと睨にらみされて撤てつ収しゆうした経験を持っている。


    　田舎いなか町には完全に浮いてしまうオーラを持った青年だった。


    「ミツオ、まずい、でありますね」


    　町のはずれにあるＯＺの自宅に近づくにつれて、時の澱よどみがひどくなっていく。


    　一寸ちよつと先にある焚たき火びの煙はゆっくりと鎮静し、向こうからやって来る自動車の、ミツオたちが体感する速度は時速二〇キロ程度の徐行だ。


    　霙は四〇キロ制限の道路標識に向かって手をかざし、重力を歪ゆがめて手元に寄せる。


    　次々、四枚の鉄板を自分の周囲を旋せん回かいするカタチで浮ふ遊ゆうさせ、武装した。


    　ミツオは唇を嚙む。


    「この先にいる……始まる、のかな？」


    「いや、もう終わってる」


    　その声は、ミツオの身体を本能的に萎い縮しゆくさせる。


    　二十一世紀でありながら前世紀からのままの、木製の屋根が残るバス停のベンチで、森実由希はゆっくり、スロー再生でルービックキューブを触っていた。近づくにつれて速度が上がっていくように見えるが、ミツオと霙の速度もサークル・チェンジの澱よどみに囚とらわれているだけのこと──通り過ぎた車は急激に加速し、一〇〇キロ以上で走り去るように見えるが──サークル・チェンジの時の澱みから、通常の世界へ戻っていくだけのこと。


    「由希、終わってるってどういうこと？」


    「ついて来い」


    「ＯＺの家？」


    「いや、ヤツは先月、地元のスーパーでライブをやっていた」


    「先月……」


    　由希はさっ、と立ち上がってミツオは置き去りにされそうになる。


    　いつだってそうだった。世間的には年の離れた姉、ということになっているが、実際に血の繫つながりはなく、一方で、時に血より濃い姉弟きようだい弟で子しという関係……。


    　多くを語らない背中を、ミツオはいつも半べそで追いかけていた。


    『あたしは上う手まいからな。あたしができることをザネに要求はしない。あたしと同じことが、グズなザネにできるわけない。いいよ、できなくても』


    　若手実力派の筆ひつ頭とうに数えられ、多くの技官が一いち目もく置く存在。


    　遥はるか彼方かなたにある背を、今日もまた置いていかれてはならぬと追いかけようとするが、離れただけスローになる今日の由希を追いかけることは難しくなかった。


    「見ろ…………」


    　あまりにも静かな田舎いなか道の真ん中で、由希は足を止めた。


    　ミツオは言葉もなく立ち尽くし、霙はミツオの制服の裾すそを摑つかんで小さく悲鳴を上げる。


    　先行した二つのビッグバンド。


    　五組の歌い手と指揮者らしい一団が、慎しん重ちような足どりで町はずれの国道の真ん中で、停止していた。「あのショッピング・モールにサークル・チェンジがいるから気を引き締めろ」と指差しているリーダー格の指揮者と、赤い糸で繫つながっている歌い手の、首から上がない。


    　宙に舞っている。


    　かくいう指揮者の背中は大きく引き裂かれ、噴出した血が虚こ空くうで停止していた。


    　他の組も同様に、指タ揮ク棒トを落としたミツオと同年代の指揮者が拾おうとしているのはアスファルトに落ちた自分の頭である。タバコをくわえようとした髭ひげの指揮者の、にわかに開いた口にはタバコより先に鉄パイプが捻ねじ込まれ、後頭部から突き出していた。


    　それでも彼はこれからタバコをくわえようとしている。


    　五組十人。


    　まさしく一瞬にして、一週間前に、殺された瞬と間きのまま、なのである。


    「敵は何百分の一のスロー再生の世界で、自由に動ける。そういう人魚だ」


    「由希……じゃあ、僕たちは？」


    「この瞬間に殺されてもおかしくない。既すでにあたしたちは、こいつらと同じくらいのスロー再生状態に取りこまれている」


    「な、何してんだよ！　そんな敵と、どうやって戦うのさ！」


    　由希は再びルービックキューブに目を落とし、淡々と語った。


    「菜々を待機させている。あたしが目標の正確な位置を把は握あく次第、菜々の長距離射しや程てい砲ほうで仕し留とめる。それ以上の方法を、あたしと菜々は持っていない」


    「由希！　わかってるだろ、頭のいい人魚は、歌い手を操あやつってる、弱い、指揮者を狙う！」


    「わかってるよ」


    「じゃ、どうして──」


    「頭のいい指揮者は、外からの攻撃を考えてる。肥後サンは離れた場所から、スピードタイプのラビットを投入してる。諏訪野も、同型の姫を遠えん隔かく操作だ。現在、時の澱よどみの中で高速の歌い手がサークル・チェンジと戦闘中だ。二人がやられてしまったら次はあたしだが、わからないか？　今しか、こうして近づくことはできない」


    　戦闘中──田園の真ん中にぽつんと建ち、現場でもあるショッピング・モールを見つめ、ミツオは唾つばを飲む。真っ直ぐ進もうとするとスローになる由希の背中は、泣きながら追いかけた時の頼りがいの、欠片かけらも見られない。


    　ミツオは半べその少年ではなく、指揮者としてその背を追うしかなかった。


    　グズで、何もできない指揮者でも、見捨てられるはずがない。


    「霙、霙は外へ出て待機してて、お願い」


    「で、でありますが──」


    「わかってる。わかってるけど……」


    　ミツオは早送りで流れていく雲と、瞬またたく間まに傾いていく太陽を見上げ混乱する。


    「……霙、空で待機ってできる？」


    「自分は空を飛べるわけではないでありますよ。空へ落ちることはできるでありますが……」


    「だよね……」


    「ですが、自分にできることは他にない、と思うであります」


    　ミツオは頷うなずくと、躊躇ためらいなくタクトを振った。


    　霙の身体はふわ、と浮かび、すぐに上空へ向かって落下を始める。


    　ミツオの予測をまったく超えた落ち方だ。ミツオから離れるにつれ、霙の身体の加速度は増していく。サークル・チェンジのチカラの範囲から遠ざかるにつれ、時の澱よどみから回復してしまっているのだ。ミツオは慌あわてて霙のチカラを抑えこもうとするが、タイムラグがあり困難。


    　霙の身体はぐんぐん空へ向かって凧たこのように飛んでいく。


    　豆まめ粒つぶ大だいになったところで停止した、かと思うと地面に落下を始めた。


    「ど、どうしよ！」


    　見切り発車ここに極まって、澱みの外で高速落下。


    　だがこちらへ近づくにつれ霙の落下は緩ゆるまっていく。


    　等比的に落下速度は増すものであるが、ミツオのいる空間は時の流れが澱んでいた。


    「み………………」


    　ミツオの、「み」を口にしたカタチで、霙はほとんど停止してしまった。


    　上空二百メートルほどの距離である。


    　停止しているか、恐ろしくゆっくりした速度で落下しているようにこそ見えるが、霙は重力のルール通りに落下している。歪ゆがんでいるのは時間軸じくだ。


    　指揮者のミツオが関かん与よできる隙すきはない。


    　サークル・チェンジという時の流れのスローダウンと、真名川霙の反転重力。


    　人魚と歌い手とチカラとチカラのせめぎ合いだ。


    「ど、どうなるんだろ…………」


    　場合によっては霙のチカラを開放してブレーキをかけなければ、霙の身体は上空約数百メートルから地面に激突して、木こっ端ぱ微み塵じんだ。


    　ミツオは霙から目を離さないように、由希の背中を追いかける。昔のように追いかけなくとも、サークル・チェンジのチカラに囚とらわれた姉あね弟で子しには、呆あつ気けないほどに早く追いついた。


    「由希、ルービックキューブで遊んでる場合じゃないだろ」


    「なんだ、ぐずのくせに来るのか？」


    「ほっとけないだろ、死地に赴おもむく姉弟子をさっ」


    「足手まといには、なるなよ」


    　由希は相変わらず、言葉も表情も少ない。
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    　チリン、という金属音が聞こえた。


    　突とつ如じよ、ミツオの頭を何かが踏んだかと思うと、着物の少女が建物の内部へ飛びこんでいく。途中で、そのあまりの速度に、肉眼では追えなくなって、消失ロスト。


    　目の前に銀髪のラビットが現れ、ふざけたキスをミツオの頰に一撃した。ピアスがキン、と音を立てて高速の世界へ消える。目の前に残された派手なニット帽には、べったりと赤い色がついていて、ミツオは頰を伝うぬるりとした感触に触れ、立ち尽くす。


    「由希、ラビットが、血を──」


    「ザネ、指揮者は何があっても足を止めるな。歌い手まで動けなくなる」


    　由希は肥後と同じことを言い、まっすぐにショッピング・モールの中へ入っていく。


    　周囲で鳴る金属音と鈴すずのか細い音は、二人の歌い手が生きている証あかしだが、音がして探してももうそこにはいない。


    　突然、壁がひび割れたかと思うと、後おくれて、壁に叩きつけられたラビットが生じる。


    「く……脱だつ兎とのあたしが、ついてけない……」


    　血に染まった白い服が高速の世界へ滲にじむように消えてから、キン、ピアスが鳴った。


    「ミツオ、見ろ、サークル・チェンジの標的だ」


    「尾崎……ＯＺ…………」


    　ＯＺは野外に設置された特設ステージの真ん中で、椅い子すに腰かけギターを抱えて唄っている最中に、時の澱よどみに囚とらわれていた。まだ、殺されているようには見えない。


    　だが今すぐにでも殺そうと、


    『グオォォォォォ！』


    　マイクに向かって唄うＯＺの背に、怪物が腰かけた格好で出現する。


    　眼球が、ひどく慌あわてている。両方共に、小さな丸い時計が埋まっていた。


    　秒針がぐるぐる回転している。サークル・チェンジはＯＺの首を後ろから、その節ふしくれだった手で絞め殺そうとするのだが、ラビットが出現。


    「やらせるかっ！」


    　蹴り飛ばした格好で出現、同時にサークル・チェンジは消える。


    　時の澱よどみの中で、サークル・チェンジ自身は自由自在ではないのか、ラビットの横を通過して、何もない虚こ空くうを摑つかむ。何もなくはなかった。


    　リン、と鈴が鳴って、首を絞められる着物の少女が見え、高速の世界に再び消える。


    「ゆ、由希…………どうするの？」


    「…………」


    「由希、何する気だ！」


    　由希は赤い糸を掲かかげ、何か念じるように目を閉じていた。


    　撃った、とミツオにはわかった。遥はるか離れた実家の、少女らしい部屋から、遠距離射撃が可能なバービーが撃った。たちまち周囲の温度がグン、と下がる。


    　ミツオの足元から凍とう結けつが始まり、見る見る世界が凍こおっていく。


    「由希、なにしてんだよ！　氷こおり漬づけになる気？」


    「ミツオ、怖いなら行け。じきに辺りのすべてが凍結する、みな死ぬ」


    　瞬間のことだ。唐とう突とつに、「うわぁぁぁぁぁ！」とマイクで拡大された大だい音おん声じようの悲鳴が辺り一帯に広がった。サークル・チェンジの呪じゆ縛ばくから、ＯＺが解き放たれたかに見えた。


    　だが、ＯＺはたった三歩逃げ出したところで息絶える。


    　動き出した時と同様、突とつ如じよ、歩みが止まった。ＯＺの見開かれた瞳は、自分から裂けていくシャツと、同じように自分から破れる皮ひ膚ふ、自分を裏切るように飛び出していく血を見た。


    　遅れて、ＯＺの胸部を鋭い鉤かぎ爪づめでこじ開けるサークル・チェンジが出現する。


    「ザネ……先手は取られてた。せめて、サークル・チェンジを葬ほうむる。閉じるんだ」


    　ミツオの唇は見る見る紫に変色し、喋しやべられないほどの寒さにひび割れていく。


    　金属音がして、しかめ面つらの歌い手が二人。


    「クソっ、遠えん隔かく操作の限界だな。タクト振って意識トぶほどにチカラを引っぱり出してくれたらよかったのに、肥後は遠い……仕し留とめ損そこなったね」


    　姫は淡々と、同じ楽団のラビットを窺うかがった。


    「ラビット……諏す訪わ野のが、姫に撤退するよう糸を……十時間も前から……どうしますか？」


    「姫は退どけ、あたしもオヤジに糸引っぱられてる、だいぶ前からな。こっちじゃ、三十分と経ってないけどね」


    「姫は……退く。諏訪野は必死だから……」


    「だろうな、何しろ酸月が次に狙うのは、おまえだ」


    　元拾四連隊隊員が酸月の狙いだということは、はっきりした。


    「え……ってことは……霙も……酸月の標的のひとり……」


    　狙われる。


    　だが今はそれよりも、低下していく気温から自分と由希を避難させなければと、由希の腕を取った。それは驚くほど細い腕で、ミツオは一瞬、戸と惑まどってしまう。


    　物心ついた頃から、すべてを教えてくれたのは由希だった。


    　その細い腕で、指揮者として歌い手を操あやつり、ミツオと菜々を育てた。


    「由希、早く逃げないと死んじゃうぞ！」


    「放せ、まだやることがある」


    　由希はミツオの腕を振り切り、ラビットを呼ぶ。


    「ラビット、ここを凍とう結けつさせる。ヤツを足留めできるか？」


    「ムリだね、姫と二人がかりでこのざまだ」


    　サークル・チェンジは、殺したＯＺに組みついたまま、勝どきなのか奇声を上げている。


    　まるで、獲物を殺トったからほめてくれよと主人を呼ぶ犬のようだった。


    　ラビットはぎりりと奥歯を嚙み、吐き捨てるように呟つぶやく。


    「由希、あんたがあたしを操ってトバしてくれんなら、話は別だ」


    「いいのか？　扉Do-orの最中に、登録された指揮者以外の指揮者で扉Do-orを閉じても、何も与えられない。Do-orドアの目的はあくまで、人魚おまえたちの管理だ。ルールを破ったとあれば、逆に、お咎とがめがあるかもしれない」


    「そこんとこはあんたに被かぶってもらうさ。あんたも叱しかられるぜ？」


    「構わない。ここで、ヤツを逃がすわけには、いかないよ」


    　由希はタクトで左の小指のあたりを切った。菜々との接続を遮しや断だんする。同様に、ラビットの、肥後と繫つながっている糸をも遮断した。たちまちラビットは暴走しようとするが、由希がすばやく接続する。やってはいけないことだ。


    　扉Do-orの最中に歌い手を、菜々を裸人魚化リンクダウンすると、どうなるか──。


    「由希、なんて乱暴に遮断するんだ。菜々は……離れた場所で暴れ出すぞ」


    「心配ない。肥後サンや諏訪野たちがいる」


    「免めん状じよう、取り消しになるぞ！」


    「関係ない」


    　由希は白い息を吐き、ラビットにゴーサインを出した。


    　まるで獣けものだった。ラビットはサークル・チェンジをＯＺからひっぺがすと、馬乗りになって、体重を乗せた拳こぶしをサークル・チェンジの顔面に落としていく。


    　瞬またたく間まにサークル・チェンジの顔は血に染まり、変形し、両目の時計は砕けた。


    　それでも怪物は反撃を見せ、両者は高速の世界へと消える。


    「これで、足留めできる」


    「もう……もういいだろ！」


    　寒さで歯の根が合わなくなってなお、戦せん況きようを見つめる由希。


    　ミツオはそのかじかんだ腕を摑つかみ、どこへともなく逃げ出した。


    　凍とう結けつは追ってくる。


    　今にも心臓が止まって、そのまま動けなくなるほどの冷気は、どこまで逃げても続いた。


    　暖かい場所、暖かい場所へ。


    　ミツオは食品売り場を抜け、普段はお目にかかれない裏手へと回る。


    　乱雑に積み上げられた商品や、台車が並んでいる。


    　大きなカゴ車が狭い通路を塞ふさいで、監かん獄ごくの鉄てつ格ごう子しかのように、ミツオに絶望を突きつける。


    「ムダだよ、グズ。覚悟を決めろ」


    「覚悟なんて、いくつ決めたって、怖いものは怖いんだよ！」


    　由希の胸むな倉ぐらを摑んで言った。


    　由希は始めきょとんとして、場違いのキャラクターに過ぎると思ってか、声を出して笑い出した。


    　涙まで流して、はらはらと、今まで見せたことのない感情を隠しもしないで、


    「なに……泣いてるんだよ」


    「泣いてるのはザネだろ、グズ」


    　由希は幼い頃に数えられないほどそうしたように、ミツオをそっと抱き締めた。


    　それでも寒さが二人を、絶望的なまでに包みこむ。


    「なんでだよ。なんでそんなに、必死に、戦うんだよ」


    「指揮者だからさ」


    　由希はミツオを突き放すと、鶏冠とさかのように立てた髪を逆立たせる。


    「由希……？」


    「ラビットが死んだ。殺された」


    　赤い糸はプツンと切れて漂ただよっている。


    「由希？」


    「サークル・チェンジじゃない。酸月か──」


    　酸月、と聞いてミツオの身体は震え上がった。身体の芯しんまで冷え切ってもはや動けないミツオ。由希が何か言いたげな目で、そんな目で一度も見たことないくせに、見つめている。


    　由希はミツオの背後にあった扉とびらを開けた。


    　暖かい、とミツオは錯覚する。実はその小部屋はアイスクリームや冷凍食品を一時的に保管しておく冷凍室だったが、菜々の絶対零度の前には暖かくさえ感じる。


    「ザネ、ここにいろ」


    「由希……行くな、由希もここへ。でないと──」


    「あたしは人間で、弱い。でもあたしが足留めしないと、サークル・チェンジを閉じることができない。ヤツは時を止めて、自分だけこの冷気から逃げてしまうからな」


    　行くな、とミツオは腕を伸ばした。その手は力なく宙を漂ただよい、扉とびらは閉じられていく。


    　由希は赤い糸が漂ただよう手で、ミツオのその手にそっと触れた。


    「ザネのくせに、生意気に、赤い糸で誰かと繫つながってら……」


    　由希が微笑ほほえむのを見たのは、初めてような気がした。


    　本当に突き放されたのも、実はこの時が初めてなのだと、ミツオは今さらながらに気づかされる。


    「もうひとりでやってけるだろ？」


    　ミツオは由希の涙を見た。
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    　何もかも凍とう結けつしていた。


    　あらゆるものが氷結となり、ミツオが吐く息も触れるだけで崩れ去った。何か踏み砕いた。


    　夕日に導みちびかれるように建物から出ると、ミツオはまっすぐに駐車場を目指した。


    　だだっぴろい駐車場の真ん中に、四角い氷柱がぽつんと立っている。


    　グズな少年は半べそをかき、転まろびながら駆け寄って、くずおれた。


    「あ…………あ……あぁぁぁぁぁ！」


    　静まり返った世界を引き裂く前に、まずミツオ自身の喉のどを破る叫び声が響き渡る。


    　戦うことにすべてを捧げた森実由希が、氷柱に閉じこめられていた。


    　逞たくましく歌い手を操あやつった指は力なく開いたまま、ミツオを叱しかった唇は青ざめて動かない。


    　透すき通るほど白い肌に、生気はなく……。


    「やれやれ、なんだキミか──」


    　しゃがれた声を、ゆっくりふり返ると、迷めい彩さい柄の自衛官の制服に着替えた骸がい骨こつが立っていた。


    　足あし蹴げにしているのは全ぜん裸らの、雪のように白い肌のラビットだ。


    　ミツオが目にした時点では息のない無機的な塊かたまりだったが、見る見る内に生気が宿り、ぴく、と手足が動いたかと思うと、真っ白な兎うさぎのごとき歌い手となる。


    「……く、また死んだのか──つか、何？　まだ殺し足りない、ってか？」


    　ラビットは酸月に踏みにじられ、苦く悶もんの表情を浮かべた。


    　凍った由希はラビットのようには、蘇よみがえらない。


    「少年よ。その女、最後に何を言ったと思う？　ここに来るモノが、私の不死の秘密を暴あばき、永遠に蘇らないようにする、と言った。だがどうだ？　泣きじゃくって洟はなを垂たらした、坊やが現れた……？」


    　ミツオはうなだれ、何事か呟つぶやく。


    　酸月は飛び交う蠅はえに気分を害したように、ミツオの背中を蹴りつけた。


    「声も出せぬのか、グズだな、救いようがない」


    　ミツオはうずくまって涙して、空ろな口調で言った。


    「酸月、おまえは、元拾四連隊の人間を殺してる」


    「ほぉ……グズのくせに、なかなか──」


    「どうして？　由希は関係ない、指揮者、人なのに……どうして殺した！」


    「忌いま々いましい、元拾四連隊員たち……月形小夜子はなぜ……まぁいい、今こそ。小夜子が次に蘇よみがえった折には、今度こそ、この世にあるすばらしい音を、声を、唄を……」


    　いかにも情じよう緒ちよ不安定な怪物は、ミツオの顔面を踏みつける。


    「望むなら貴き様さまも殺してやる」


    「うぅ……」


    「十四名の拾四連隊隊員たちを、殺すついでだ。ヤツらは私と同じ不死。時の流れの中で散り散りになり、名前も変わりもはや探す術すべもないないほど、人の世に紛まぎれている」


    　夕日なのか、朝日なのか。


    　きらめくはずの陽光も、苔こけむした骸がい骨こつのほの暗い眼がん窩かまでは照らしきれていない。


    「されど事は容易たやすい。殺してみれば、わかること……」


    　ミツオの顔を踏みつぶそうと、圧力が加わった。


    　砕けたコンクリートがミツオの頰を裂き、頭ず蓋がいを軋きしませる。


    「虫けらが、この酸月の手を煩わずらわせて困る。大おお雑ざつ把ぱに、殺してみれば、連中も殺せるだろ」
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    　ミツオの精神はもはや抵抗しようともしない。だが身体は生きようともがき、アスファルトを引っ搔き、石を嚙むが、やがて、鈍にぶい音とともにその身体は動かなくなった。


    　酸月がせせら笑ってミツオを踏み砕く様を、ラビットが空うつろに見つめている。


    　もうダメだと、兎うさぎは縮ちぢこまって震える。


    　瞬間。


    「酸月っ」


    　由希とラビットの攻撃により致ち命めい傷しようを負っていたサークル・チェンジが息絶え、常じよう態たいに復帰しようとするその世界に、霙が降って来た。


    　霙は酸月の身体に道路標識を叩きこみ、揉もみ合うようにして倒れる。


    　やがて立ち上がると、酸月を見下ろし、残った二つの鉄板を両手に閃ひらめかせた。酸月のしゃれこうべは一周して捻ねじ切れる。転がってなお、自衛隊の帽ぼう子しを被かぶったまま、骸骨は笑う。


    「真名川霙！　ははっ、貴様か！　久しいな！」


    「……？」


    「そうか、そうだな。MaaMマムは投とう与よされた瞬間、生命活動が記憶される。死後はMaaM投与の瞬間に回帰するために、通常は死の度たび、記憶は逆戻りだったな。気の毒に、貴様は永遠に何も知らぬ十四歳に回帰する！」


    「自分に与えられた使命は、貴様を逮たい捕ほすること……であります」


    「なに？　くはは、自みずからの使命ですら、幼子おさなごは記憶違いするか！　まぁいい、まぁいいさ。遠くはない。確かに、貴様ら拾四連隊の最初の使命はこの酸月だ。だが、この酸月は永遠に敗れぬ。この酸月も不死だからな！」


    　霙の身体は背後から斬り払われた。


    　古いサーベルを持った酸月の首から下が、霙の背中を袈け裟さ斬りにしたのである。そのサーベルはひどく錆さびて劣れつ化かしているため、斬り裂かれこそしなかったが──。


    「く……」


    　霙の肩は砕け、背中が嫌いやな音を立てる。


    「見ろ、真名川霙。思い出さないか？」


    　絶望して縮ちぢこまるラビットと、ミツオの姿がそこにあった。


    「いつか貴様を殺した時も……あぁ、そうか貴様は覚えていないだろうが──」


    「やめろっ……やめて……」


    「お？　そうか、覚えているか。ではアレは貴様にとって最初の記憶。貴様がMaaMを投与され拾四連隊に参加した最初の夜だ。私はまず、貴様が守ろうとするものを殺してやった」


    　その言葉によろよろ立ち上がる少年ミツオを見つめかけ、霙の瞳どう孔こうが開く。その白夜黒夜ネガポジの瞳は、永遠に忘れられない記憶を……脳のう裏りに焼きついた記憶を真名川霙に見せる。


    『霙、オレが霙の手を引いてやるよ』


    　記憶の中の幼い少年は、真名川霙に誓い、霙も誓った。


    「豊とよ彦ひこを……自分は、豊彦を守らなければ……」


    　霙の割れた額ひたいを血が伝い、涙のように流れる。


    「豊彦は、豊彦は、人魚などではなく、ヒトだったのに！」


    　耳元で囁ささやく骸がい骨こつに、霙は膝ひざをついて頭を抱えてしまった。


    　酸月は自分の頭ず蓋がい骨こつを拾うと、氷こおり漬づけの由希を見つめ、赤しやく銅どうの朝焼けにカタカタ笑う。


    「くはは、ムダだ。真名川……」


    　霙は道路標識を酸月に叩きつけて骸骨の半身を粉ふん砕さいした。とめどなく涙を流しながら、酸月の欠片かけらに鉄板を叩きつけ続ける。酸月の笑いはやまなかった。


    「ムダだ、ムダ。この酸月も不死である。だが、私の死は尊とうとい。このひとつの命の重さと釣り合うことはないが、景気づけだ、ひとつ、死をくれてやろう」


    　迷彩服の骸骨は、朝焼けする東の彼方かなたに向かって両手を広げた。


    　十四名の不死の元警察官を殺すためなら、酸月は徹底する気だった。


    「月型郡の人口十万人強……すべて殺せば、拾四連隊員がどこでどういうかたちで再生していようとも、己おのれが不死であることを忘れていようと、同じこと」


    　ミツオはもう、動けなかった。


    　東の空がきらりと光った。ミツオはついに自衛隊がDo-orドアに介入してしまったのかと思った。


    　だがもっと恐ろしいこと。酸月の次なる動向を、理解してしまった。


    　睡蓮たちの人智を超えた能力よりも恐ろしい、ヒトの産み出した、殺人の智恵を──。


    「三み日か月づき台だい…………自衛隊、演習地…………酸月、まさかおまえは……」


    「なかなか便利なものなので、使わせてもらうよ」


    　まっすぐこちらへ飛来するきらめきに、歌い手であるラビットも動けない。


    　歌い手ですら、絶望の旋せん律りつからは逃れられない。


    「もうイヤだ。もう死ぬのはご免だ……痛くて、苦しいのは……もうイヤだ」


    　ミツオも立ち尽くし、やがて氷漬けにされた由希の傍そばへ歩もうとするが、阻はばまれる。


    「ミツオ、逃げるであります」


    「霙……ダメだよ。由希がいる。ラビットもいるんだから──」


    「ミツオ、ラビットは歌い手。由希殿はもう、亡くなられたでありますっ」


    「だけど！　独りぼっちにできない！　由希がいなかったら、僕も独りぼっちだった！　誰もいなくて、何もできなくて、独りぼっちだった！　由希がいたから指揮者になれたんだ。由希が叱しかるから、やめなかったんだ。僕は由希といる！　由希といないと──」


    　霙は最後の鉄板をミツオの腹部に叩きこむ。


    「自分は、泣く少年だけは、見殺しにできない……であります」


    　そしてミツオの身体を担かつぐと、よろめきながらもその場から離れようとする。


    　酸月は高らかに笑った。


    「Do-orドアか。人魚を有線で操あやつる技術……なんという矛む盾じゆんだろうなっ」


    　酸月の骨の小指からも、赤い糸が伸びていた。


    　酸月が赤い糸の恋人に選んだ相手は、演習地に配備されていた精密誘導弾ＰＧＭ。弾道の誘導方式は地上要員によるレーザー光線の照射や、誘導弾自体の発はつ振しんする赤外線や可か視し光線。


    「私がDo-orドアの赤い糸を切るのではない。人間の業ごうが、己おのが運命の糸を切るのだ！」


    　酸月は森実由希がやったように、自みずからを犠ぎ牲せいにして赤い糸で精密に反撃する。


    　耳をつんざいた振動は一瞬にしてミツオと霙を結ぶ赤い糸を強制的に遮しや断だんする。


    　ミツオが守りたいと願うすべてを、簡単に奪い去った。


    　由希とは違う、不死である酸月の高笑いが──ミツオの心をへし折った。

  


  
    



    　　　　　　　７．「拾四じゆうよん連隊」


    



    　ミツオが目を覚ますと、フェリーに乗った日から四週間も経過していた。


    「サークル・チェンジ……は？」


    　サークル・チェンジの力に取りこまれているうちに、世界は年を越し、一月も半ばとなり、桜井の情報は酸月と拾四連隊の関係にまでたどり着いていた。


    「バービーの絶対零度で、サークル・チェンジは葬ほうむられたよ。起きたならこっちへ」


    　ミツオは桜井の問いかけの一切を無視して、毛布の中から出ようとしない。


    　最初、いつものように軽けい薄はくだった桜井は、いつしか事務的な口調になっている。


    「断片的だけどー。いくつか面白い発見があったよ。面白い、っていうのは不ふ謹きん慎しんだけどねー。月形小夜子、音宮巡査、ＯＺ、こいつらの名前をどこで見つけたと思う？」


    　ネット、とミツオは思ったが枕まくらを抱いて背を向けた。


    　ネットじゃないよ、と含みを持たせるような笑みを浮かべ、桜井は赤い本を持ち出す。


    「これだよ、これ。Do-orドアが管理すべき、って見つけた端はしから記載する人魚のリスト。MaaMマムっていう永遠を解き明かすために集まった最初の研究者たちが、闇の世界で産み出し続けてる怪物リスト。酸月もこの中に含まれているわけだが、なんと月形に音宮、尾崎の名前もあった」


    　ミツオと真ま名な川がわ霙みぞれは──目を閉じる。


    　不思議なことに、無視しあっているはずなのにコミュニケーションが成立していた。


    「そう、霙も。そして桜さくら井いサンはある信頼できる情報筋から、月つき形かた小さ夜よ子こ、音おと宮みや巡じゆん査さ、ＯオＺズ、霙が前ぜん世せで拾じゆう四よん連れん隊たいと呼ばれる旧警察組織のとある部署に着ちやく任にんしていた、と知るのだった」


    「…………」


    　桜井はベッドの横に座り、ミツオの顔を窺うかがったり、足をくすぐったりする。


    　それでも反応しないミツオに、報告を続けた。


    「桜井サンは、失われた町ロストタウンの住民台帳を探して来たよ。さすがに記録までは、死し花か花ばなにも消せないらしくてね。亡くなった二万人と、拾四連隊の名簿も取り寄せて照しよう合ごうした。すると、ここでもいくつかの名前がヒットしたってわけ。死花花は最初の一週間に、元拾四連隊の隊員で、現代に復元していた人魚を、殺していたんだ。あ、ちなみに住民じゃなくて、最初のDo-orドアの際に死花花に殺された指揮者も元拾四連隊隊員みたいだ……」


    　ミツオはなぜか、その人物の名前を記憶していた。


    　誰もが忘れたその名、技官たちが必死で呼んだその名が、耳に残っている。


    「藤ふじ井い……その人、拾四連隊隊員の生まれ変わりの一人だったってこと……？」


    「そ、藤井クン。以下三名が、死花花に殺されてた。睡すい蓮れんは月形小夜子、音宮巡査他二名を担当。そしてサークル・チェンジは、ＯＺ以下二名を担当」


    「拾四連隊隊員の生まれ変わりを殺すためだけに、他の、何の罪もない人を……由ゆ希きを……」


    　ミツオはベッドの真ん中で小さく、小さくなる。


    　追い討ちをかけるように、桜井は、告つげなければならない事実を口にした。


    「サークル・チェンジ戦の中で、姫ひめっていう歌い手が離り脱だつしたろ？　あの子は数年前に街で見つかった。どうやらあの子も元拾四連隊に所属していた人魚らしくて……諏す訪わ野のっていう指揮者がえらく固こ執しゆうしてたみたいだけど、ミツオが戻る前に、酸さん月げつが動いてさ──」


    「四週間、そうだ、四週間も経ってる！」


    「ミツオと霙が酸月に会ったのはその真ん中なんだろうね。サークル・チェンジのせいで時じ系けい列れつを狂わせてるけど、つまりあの後、二度にわたる酸月の攻撃があった」


    「そんな、まさか──」


    　ミツオはよろめきながら窓まど辺べへ進み、カーテンを開いて絶句する。


    　町がひとつ、ない。


    「万が一の場合に戦闘配備を取ってた自衛隊をなぁ、あの制服マニアの酸月の奴、逆に利用しやがった。酸月の操あやつる戦闘機や戦車に満まん月げつ町は吹っ飛ばされた。公式には、地震による津つ波なみってことになってる。一度目の攻撃でたくさんの楽団がやられた。姫って子が、殺された」


    　桜井はさらに、告げる。


    「二度目の攻撃はもっと壮そう絶ぜつだった。津つ波なみによる大規模災害生存者の捜そう索さくのために自衛隊が出動、ってことになってるが、戦闘機や戦車の出る幕じゃない。ごまかせてるとは到底、思えないね」


    「どうなったの？　何があったの？」


    「戦争だよ、あれは……Do-orドアの指揮者と歌い手が、どうやって戦車や戦闘機と喧けん嘩かすればいい？　肥ひ後ごサン、壮絶だったよ。三日間ぶっ通しで、月つき型がた郡ぐんにいる歌い手を次から次へ操あやつって応戦してた。つってもさー、Do-orドアもDo-orドアだよ。いったいどこから、三〇匹以上は歌い手が湧いたよ。あれだけの歌い手が、味方とはいえ、よくもまー、いたわいたわ……怖こえぇよ」


    　多くの不死の怪物がこの世界を彷徨さまよっている。


    　自みずからでさえ解くことのできない不死を抱え、彷徨っているのだ。


    「肥後サンまでが……そんな……」


    「あ、生きてるよ。死んでない」


    「え、生きてるの？」


    「あぁ、けど──遠えん藤どうサンが死んだ」


    　技官服を着た幼い少女。桜井の上じよう司しで、何もかも特とく筆ひつすべき人物だった。


    「あの人、歌い手だったんだな。しかも元拾四連隊隊員で、Do-orドアの[image: ]設にも深く関わってた」


    「拾四連隊だってのは、知らなかった」


    「不死なのは知ってたの？」


    「僕たちの楽団の総指揮者だったし……僕、中学一年の時、同級生だったから」


    「同級生？」


    　驚きの声を上げる桜井に、ミツオは言葉を探さなければならなかった。


    「遠藤アヤメ。あの人は人魚なわけだけど、死からの復元パターンがレアなんだ。MaaMマムは、ものすごく不安定な不死の材料なんだと思う。遠藤サンは五十代手前でMaaMを投とう与よされたって話。形状は五十代で記憶セーブされているけど、そこから加か齢れいしないんだ。減げん齢れいしていく」


    「は？　若返っていくのか？」


    「そう、僕が中学生の頃はもう少し大人びてたよ。本人は、『成人してた頃はイングリッド・バーグマンみたいに知性と美貌を兼ね備えた系統だ』って言ってた」


    「それマジだね、例が戦前じゃん……そうか、霙が十四歳から年を重ねられないのもMaaMのせいかもな」


    　霙、とミツオは思った。だが天てん井じようを探してもその姿はなく、もはや言い訳のしようもない三度目の大だい失しつ態たいをした自分にも、どこにも居場所などないことは理解していた。


    「遠藤サンも、殺された…………」


    「すべてのカギはあの人が握ってるみたいだったのになぁ、これで酸月の謎は永遠に闇の彼方かなた。残りの拾四連隊隊員二人を片づける気でしょうよ、なんだろね、大魔王復活の条件なのかな？」


    　どこまでも軽けい薄はくな桜井の口調を、非難する気にもならない。


    「桜井は、どうして技官に？　どうして逃げないの？」


    　桜井は困ったように肩をすくめる。


    「わからないんだ」


    「わ……わからない？」


    「あたしはさー、物心ついた頃から両親も家族もいなかったわけよ。なんで自分は独りぼっちなんだろ、っていつも泣いてたね。だけどひょんなことから死花花の存在を知ってから、もしかしたら自分の家族は死花花に、存在ごと消されたんじゃないかって……さ」


    　ミツオは、物心ついた頃から血の繫つながらない由ゆ希きと雪ゆき下した菜な々なと一緒にいたが、一緒にいたからこそ、そういった不安を感じることは、多くはなかった。


    　口にしたところで、同じ境遇の菜々が、


    『あたしたちには由希がいてくれるじゃん』


    　と取りつく島もなく言うだけだった。しかし、ひょっとすると、ひょっとする。


    「僕の両親とかもそうなのかも……僕、実家に戻るよ」


    　由希に会いたくて、たまらなくなった。


    　だが由希はもういない、わかっているけれど、今すぐ、新しん月げつ町に帰りたかった。


    「次の酸月の出現予定日……明日だよ、ザネ」


    「…………」


    「霙、戻ってないよ」


    　ミツオは桜井に返事をしなかった。


    



    　　　　　　　○


    



    　電車からは夕日が見えた。真っ赤に染まった水平線が眩まぶしくて、ミツオは反対側をぼんやり見つめる。電車は、失われた町ロストタウンのホームを当然のように素通りする。


    　ミツオは、霙を見つけた。


    　どうやって、そこへ戻ったのか。


    　最初に出会った失われた町の、小学校の校舎の屋上に人影が見える。霙は反転重力だ。ミツオは、霙の指先に見える赤い糸が虚こ空くうを彷徨さまよっている様子を目にし、思わず腰を浮かせる。


    　だが霙は、ちゃんと立っていた。


    　自分が進むべき道を知っているように、一点を見つめている。


    『自分は独りでも、酸月と戦う、であります』


    　ミツオの小指からは、夕日のせいで、途切れても伸びる赤い糸があるように見えた。


    　誰とも繫つながることなどないのだと──。


    　ミツオは再び腰を下ろした。


    



    　　　　　　　○


    



    　誰もいないことを覚悟して戻った実家には、人の気配があった。


    　そんなことはありえるはずがないのに、由希がいるのではないかと、音が聞こえるのはいつも由希がいたリビングだとスニーカーを蹴飛ばす。


    「菜々…………」


    　菜々は椅い子すの上に立ち、戸棚の中を覗のぞきこんでいる。


    　クッキーの缶を持ち出すと、頭に積もった埃ほこりに顔をしかめて言った。


    「ザネ、何しに来たの？」


    「来た、って……ここ、僕たちの家だろ」


    　菜々は返事しないままで、テーブルの上にクッキーの缶を置く。


    「菜々、何してるの？」


    「これよ、これ」


    　食事を作るのも、トイレットペーパーを替えるのも、由希がやっていた。


    　ミツオはグズなりに何度も分担を申し出たが、


    『おまえたちのことは、あたしがやる。それもあたしの仕事だ』


    『ひとのこと、調ちよう律りつするみたいに言うなよ……』


    『調律必要だろ、ぐずなザネにはな』


    　結局は、グズ呼ばわりで終える由希だった。


    　クッキー缶。


    　菜々の背中越しに覗きこむと、買い物の際に貰もらえるサービス券の類たぐいが収まっていた。


    「由希が、福引きのこと言ってたの思い出してさ……」


    　菜々がどんな顔をしているのか、知るのが怖くて、ミツオは福引き券を探す。期限は、ちょうど今日までだった。几き帳ちよう面めんにホチキスで留められた十枚一組の券が二回分ある。


    「ザネ」


    「なに？」


    　その日はひどい冬型の気圧配置で、室内で吐く息も白かった。


    　菜々は白い息をつくと、笑顔で言った。


    「福引き、行こっか？」


    



    　　　　　　　○


    



    「ざーんねんっ！　またどーぞー！」


    　コロリと転がった白い玉に、大げさな声を上げる顔見知りの商店会長。


    　残念賞の使い捨てカイロを渡す会長は、当然、由希の死を──交通事故ということではあるが──知っていて、同情されているような気がした。


    　それでなくともミツオは全身傷だらけ、包帯だらけである。


    　町の人々の視線が気になって、ミツオは来なければよかったな、と俯うつむく。


    　対照的に、菜々は張り切っていた。


    「ザネのグズ」


    「クジにグズとかバービーとか関係ないだろ」


    　菜々は、「見てなさい」と袖そでまくりすると、勢いよくガラガラを時計回りにした。


    　一時の間があって、会長が寒かん風ぷうを吹き飛ばすほどの大声で、鐘を鳴らした。


    「わーい、超嬉うれしい」


    　棒読みだ。


    「ミツオ、見て見て。四等、蛍光灯セットだよ」


    　菜々は駆けて戻ってくると、誇らしげにひと抱えの袋を掲かかげてみせる。


    「見て、超微妙……けど、ザネよりまし、実力だね」


    　はしゃぐ菜々の横顔を、ミツオは盗むように見つめて木枯らしの道を戻る。


    　どうして笑えるのか、ミツオにはわからなかった。


    



    　　　　　　　○


    



    「ミツオ……」


    　唐とう突とつに、菜々の声が絶対零度に戻る。菜々はじっと、公園を見つめていた。


    　昔、菜々とよく遊んだ……約束した三角形の公園だった。


    「ミツオ、逆さか上あがりできるようになった？」


    「それいつの話だよ……」


    　扉Do-orを閉じて遅くに帰宅した由希に、秘密特訓しているところを見つかったことがある。


    　由希はしばらく見ていたらしく、


    『ザネ』


    　とおもむろに声をかけてきた。


    　ミツオは当然のように独り猛特訓、独り運動オンチ自覚、独り半べその最中だったのだが、そんな泥どろと涙に濡れたミツオに、由希は遠巻きにしゃがみ、頰に手を当て、言った。


    『ザネ、よそであたしの弟だって言ってくれるなよ』


    　ミツオはその衝撃を忘れない。


    「絶対そういうこと言って突き放しちゃいけないタイミングだと思わない？」


    「知ってる、その話」


    「え、どうして？」


    「由希が言ってた。アイツ独りで練習して独りで泣いてたぞ、グズだな、って」


    「秘密特訓だったのに……あ、だったら僕も知ってることあるよ、菜々の秘密」


    　菜々はドキ、としてか思わずジャングルジムを一いつ顧こする。


    　まさしく、ミツオはジャングルジムを指差した。


    「小さい頃だよ。僕が戦隊ヒーローのマネして部屋で踊ってたらさ、由希がものすごく怖い顔して帰ってきて、かと思ったら、吹き出して笑ったんだよ」


    　一度だけ、ミツオは見ていた……笑顔を。


    『ザネ、言うなよ。絶対、誰にも言うなよ？　今あたし、菜々を病院連れてってたんだ。額ひたいを縫って来た。いいか？　今から菜々が何を言っても、そう、大変だったね、って言ってやれ？　たとえ、実際は、誤ってジャングルジムから落ちたんだとしても、本人、あたしにも事実隠そうとしてるから、いいな？』


    　菜々は頰を紅こう潮ちようさせている。


    「あ、あたし、何て言った？」


    「コウジくんを助けるために、悪の怪物と戦ったの──と」


    　瞬間的に飽ほう和わしたらしい菜な々なの羞しゆう恥ち心しんが、拳こぶしとなってミツオの顔中央を捉えた。


    　顔面を覆おおうガーゼに触れて、ミツオは涙を痛みのせいにする。


    「その話、他でしない、って約束するなら……オチを聞かせてあげる」


    「オチ？」


    「すぐに近所の佐さ藤とう外げ科かに連れていかれたんだけど、看護師のおばさんがすごく心配してくれたのよ。まぁ、菜々ちゃんきれいな顔なのに、大変ってね。いったいどうしたの、何があったの？　ってあたしに訊いてくれるけど、あたしコウジくんのせいにはしなかった」


    「な……なんで？」


    　ミツオはもう涙を隠そうとしなかった。


    　菜々も泣いているからいいかと、顔を覆って、子どものように地面に突つっ伏ぷした。


    「その看護師と、由希がよく話してたの。ってか、コウジのお母さん、だったの……よ」


    「なにそれ、そんなのあり？」


    「ザネ」


    「なに？」


    「あたし……」


    「なんだよ？」


    　木枯らしが、菜々の長い髪を弄もてあそんでいった。


    「あの頃に帰りたい。由希に会いたいっ。由希がいないの……イヤなの！」


    　ミツオは、子どものように泣きじゃくるバービーを見上げた。


    　子どもの頃だって泣かなかった菜々の姿に、どうしていいかわからずに、立ち上がる。


    　バービーはミツオのネクタイを摑つかみ、声を上げて泣いた。


    　戸と惑まどいながら菜々を抱きすくめるミツオの鼻に、白い雪が降る。


    　菜々の髪の毛に、頰に、粉雪が積もろうとした。


    「なんでこんな時に、ユキとか降ってくんだろ……」


    　ミツオは空を仰いで泣いた。


    　どのくらいそうしていたのか、雪を被かぶった菜々は、いつしか泣きやんでいる。


    「菜々……？」


    　濡れた髪の毛をそっと搔き分けると、泣き濡れたバービーがいた。


    　ミツオは、物心ついてから最初に得た記憶を思い出す。


    「僕、ここで、初めてのキスをした」


    　菜々はまばたきして、また涙が落ちたが、鼻で笑った。


    「この状況で話せば普通、なんかいい感じになるはずなのに、あの時と同じだ。握り締めた百円玉で買った二つの飴あめ玉だまの時と同じ」


    「僕は……」


    「ザネはあたしの飴の味を訊いて、おもむろにあたしの食べてる飴を取ろうとした」


    「僕、ぶん殴られた……」


    「当たり前じゃんっ」


    　バービーはミツオの額ひたいに額を寄せ、囁ささやくように言った。


    「あの時も、死花花の時に忘れないでってした時も同じ……子どもとするみたい」


    「菜々だって、子ども──」


    　だろ、と言いかけて、間近で見つめられ、ミツオは黙りこくった。


    　何も言わない菜々の瞳を意識して、唇から目を離せなくなって、触れ合う体温が、思考するための機能を沸ふつ騰とうさせていく。どちらからだろうか。


    　躊ちゆう躇ちよしてから、声をかけられたのか。


    　注意されて、中止したのか。


    「お取りこみ中、申し訳ないが──」


    　髪の毛をサイドにまとめている目も醒めるような美女に、ミツオは意識を奪われた。


    　技官の制服を着て、くびれた腰に手を当てている。


    「今回の扉Do-orも佳か境きようだ。ザネに訊きたいことがある。顔を貸せ」


    「僕に……て、誰？」


    　ミツオも菜々も、知性と美び貌ぼうを兼ね備えたとされる名女優イングリッド・バーグマンを知らなかったが、それは関係ない。


    　遠藤アヤメは、悪いた戯ずらな笑みで二人を見ていた。


    



    　　　　　　　○


    



    「由希のこと、弔とむらいついでにおまえたちの様子を見に来たのだが、不要だったな。いやむしろ、私は来ない方がよかったな」


    「遠藤技官、記憶……あるんですか？」


    「いや、ないよ。だが私は死から約十二時間で復元できるからな。すぐにDo-orドアの技官に保護された。そしてまず最初に、自分宛あての遺い書しよが届けられたんだ」


    「自分宛の……亡くなる前に、来らい世せのために用意してたんですか？」


    「だろうな。そこに委い細さいが記されていた。私はDo-orドアの技官として酸月と戦うが、おそらく死ぬだろう、と。復元次第、速すみやかに任務に戻れと……我われながら、事務的な遺書だったよ」


    　ミツオは言葉もなく、送そう迎げいの黒い車から降りる。


    　遠藤はヒールを鳴らして病院の廊ろう下かを進み、そのすぐあとを菜々が続く。


    「昨日まで小学生だったのに、どうして大人になってるの？」


    「私の復元パターンは特殊だ、ということは知っているだろ？」


    「五十代から減げん齢れいするって聞いてる」


    「それは古い話だ。確かに減齢はするが、死ぬ度たびに復元する年齢が下がっている。前回はまさに女盛りで復元したからよかったのもの、もう二度と、私はそうなれないらしい」


    「え……充分、きれいだと思いますよ」


    　冷たい視線を感じてふり返ると、菜々が付け爪の指で前髪に触れていた。


    　ミツオは唇を嚙むと、急ぎ足で病室に入る。


    「刮かつ目もくしたか？　千切っては投げ、千切っては投げの大だい奮ふん闘とう。おまえら、よく覚えとけよ。こんなに動ける中年はいないぜ？　でな、その時──おう、坊や」


    　ミツオは肥後の姿に愕がく然ぜんとした。


    　全身に包帯を巻いている。顔の左半分は二倍に膨ふくれているのに、右側、耳があるはずの位置に何もない。サークル・チェンジ戦の際にはギプスをしていたが、そのギプスもない。


    　代わりに、腕及び手の下半分に見慣れない器具がついていた。


    「よぉ、お互い命あってのものだなぁ。由希は残念だったが、おまえは生きろよ？」


    　ミツオは何も言えない。


    　野戦病院さながらの、負傷した楽団メンバーでいっぱいの病室だったが、それにしては寂しい。あるべきはずの顔ぶれがなく、そこで茶ちや々ちやを入れるべき人がいない。


    　酸月によって、月型郡は壊かい滅めつ的だ。


    「街から応援が来ることになった」


    　遠藤が言うと、肥後は、「いらねぇよ、オレたちで解決するさぁ」と声を上げた。


    　みな続いたが、どこかホッとしたような顔である。


    「みんな、しばらく肥後を借りるぞ」


    「おい遠藤、オレをどうする気だ。まさかこの状態で扉Do-orに叩きこむ気か？」


    　おどける肥後の車くるま椅い子すを、諏す訪わ野のが押した。


    　遠藤に促され、ミツオと菜々も続く。


    　静まり返った病びよう棟とうの一角、暗い照明の下に来るなり、まず諏訪野が言った。


    「肥後サン、すみません。軽けい率そつでした。やはりわたしは姫ではなく、ラビットを繰あやつっていればこんなことに……肥後サンは、姫が狙われることも考こう慮りよに入れていたことを知っていながら、わたしは、自分が姫を守ろうと──」


    　肥後は、病室で不安げな楽団員たちを励はげました笑顔で言った。


    「やめちまえよ。謝るくらいなら消えろ、二度とオレの前に顔出すな」


    　諏訪野は目に涙を滲にじませたまま、肥後の背中で誓う。


    「わたしは、去りません。必ずこの失態を……失ったものを、取り返してみせます」


    「あぁ、そう。ま、自分が死なない程度に、がんばんなさいよ」


    　肥後は震える手でタバコをくわえる。だが火はつけることができなかった。


    「遠藤、坊やたちに話してやったか？」


    「ん？」


    「知りたがってるぜ、酸月のこと」


    　ミツオは一歩前に出て、何から訊たずねようか思案してから言った。


    「拾四連隊、って何ですか？」


    　肥後はクク、と笑う。


    「ほらな、筋がいい。オレは拾四連隊にたどり着くまでに二十年かかった。由希は、人魚の調ちよう律りつだけじゃなく、人間育てるのも、オレなんかより上う手まかったのになぁ……」


    　遠藤は肥後の口からタバコを抜くと、火をつけ、肥後の口に返した。


    　煙とともに、遠藤は拾四連隊について語り始める。


    



    　　　　　　　○


    



    「樹じゆ海かい博士が産み出した悪魔のような技術、形状記憶遺い伝でん子し。博士ですらその殺し方がわからずに、彼は研究チームを作った」


    　樹海博士、その助手である平ひら織おり香か都づ子こ、そして謎の人物スピンマン。


    　赤い本レツドデータブツクの最初のページにも記載されていることだ。


    「──その三名と、遊ゆう説ぜい家・時とき任とう寛ひろしに、辰たちみ星ぼし二等陸りく尉い、そして華か麗れいなる月光と称された由ゆい緒しよある家か督とくを若くして継けい承しようしていた、月つき形かた清せい次じ郎ろう」


    　酸月は絶滅種扱いの樹海博士に準じるカタチで絶滅の次のページに記されている。


    　かといって、危険度が下回っているわけでもなかった。


    「樹海博士の研究は失敗したのか、あるいは六人にMaaMマムを分配することが不死の遺伝子を消す答えと、方程式が導みちびき出したのか……それはわからない。六名はMaaMを分け去って、それぞれに闇の王国と、自身の不死のシステムを構築している。我々が直面している酸月はその一人だ。酸月自身は死花花、睡蓮、サークル・チェンジを産み出している」


    　その力で、酸月はこの地で不死の王として君くん臨りんする。


    「樹海博士のその後については僅わずかに消息が摑つかめている。自分を含めた六人の研究者を、生命を冒ぼう瀆とくした重じゆう罪ざい人にんとして、逮たい捕ほ、あるいは処しよ刑けいしようとしたのだ。終戦の混乱に乗じ、旧警察組織の末まつ端たんに、自分を含めた十四の不死者で構成される特殊チームを作らせた。私もその一人だ。部署に正式名称はない。なにしろ一年後に、そのような組織が存在した記録ともども抹まつ消しようされている。俗称を──」


    　拾四連隊。


    「樹海博士は姿を消しているが、残りの十三人は調査を開始。私たちはまず最初に、酸月を追った。これが、物の見事に返り討ち、全滅だ。旧警察は泡あわを食って、我々の記録を抹消するに至る。その後、樹海の産み出した忌いむべき人魚はすべて、人間の手で管理するべき、として、現警察組織の管かん轄かつを離れ、流れ流れて、現在のDo-orドアというカタチになっている」


    　全滅した拾四連隊は、最初の六匹と同じように赤い本レツドデータブツクに記載され、追われる身となる。


    「私は、死して散り散りになった仲間を捜しているわけだが、なかなか上う手まくはいかない。どこでどう復元するのかわからないし、拾四連隊員は死亡と復元の際に記憶を失う。今回の酸月戦に入り、真名川霙を確保したが、残念なことに感動の再会とはいかない。我々拾四連隊隊員の記憶はMaaMマムを投与された時点で保存セーブされるけどな……拾四連隊の活動は酸月に殺されるまで、たった一年だったのだよ」


    　ミツオはそこまで黙って聞いていたが、気になって、月つき形かたについて訊ねた。


    「酸月の目的は？　月形小夜子との関係は？」


    　遠えん藤どうは窓辺に立ち、荒こう廃はいした月型郡を見つめる。


    「小夜子は、月形清次郎の許婚いいなずけだったんだ」


    「許婚……」


    「MaaMを手に入れ、暴走を始め、やがて酸月と呼ばれるに至った清次郎を、自分の手で、罪を償つぐなわせたいと、小夜子は自みずから拾四連隊に志願した。そして樹海博士によって結成された不死の人魚で構成される旧警察組織の一員となり、永遠に彷徨さまよう不死者となった」


    　遠藤はミツオと菜々を見つめた。


    「おまえたち、月形小夜子とクラスメイトだったそうだな」


    「は、はい……」


    「小夜子と話したことはあるか？」


    　唐とう突とつな質問に、ミツオと菜々は顔を見合わせた。


    「いえ、ないです」


    「だろうな。小夜子は話さない。話せるんだが、耳が不自由でな」


    「あ……」


    　ミツオは酸月が、音楽を聴かせたい、と言っていたことを思い出した。


    「じゃあ、酸月……月形清次郎の目的って……え、ウソ……」


    「小夜子に音楽を聴かせることだ。酸月はMaaMマムの研究において、ただ一点にしか興味はなかった。死からの生還より、失われた聴力を取り戻す方法のみな」


    「そんな……月形小夜子に音楽を聴かせたい。それが、酸月の大量殺さつ戮りくの理由なんですか！」


    　ミツオの叫び声は静まり返った病棟に谺こだまする。


    　肥後の煙が漂ただよっていた。


    「樹海博士の方程式……それがMaaMを消滅させる答え、かもなぁ……」


    「樹海博士が導みちびき出した答え？」


    「どうやったって推測の域を出ないが、樹海博士はMaaMを消滅させる方法として、最初の六匹がお互いに殺し合うように仕向けた──ってどうだ？　拾四連隊に六匹を諸しよ悪あくの根こん源げんとして追わせたり、その延長組織であるDo-orドアに、不死者たちを永遠に葬ほうむるよう仕向けてる、とかさ。樹海博士は──例えばの話だぞ──例えば、拾四連隊隊員の内の何人かを殺せば、ひと一人の聴力を取り戻すことができるような仕掛けを施ほどこしていたとしたら？」


    　酸月は拾四連隊と戦う理由を得る……遠藤はすべて推測だ、と話題を戻す。


    「結果的に、月形小夜子はいわば酸月の泣きどころだった。酸月もMaaMだから、十年ごとに蘇よみがえる度たびに肝心なことを忘れていて、殺さつ戮りくを始める。だが、気づくのさ。ザネ、わかるか？」


    「酸月の最大の目的である月形小夜子自身が、殺すべき拾四連隊にいる……だから、過去の酸月は、途中で殺戮をやめてきた」


    「だが今回は、最初に、睡すい蓮れんが小夜子を殺した。酸月は怒り狂った」


    「でも最初は怒り狂ってたのに、今は、落ち着き払ってる」


    「気づいたのさ。小夜子が最初に死んだ今こそ、拾四連隊を全滅させて望みを叶かなえるチャンスだってな。次に小夜子が蘇るまでに、残りの拾四連隊員を殺せば、願いが叶うと」


    「なぜ酸月は、一週間に一人しか殺さなかったんですか？」


    「小夜子の再生パターンだよ。他の拾四連隊隊員との連れん携けいを取るように、小夜子は一週間以内に隊員が二名以上葬ほうむられると、復活する。そしたらこの殺しのスケジュールは、ふりだしだ」


    　それが、酸月──月形清次郎のすべてだった。


    　いや、すべてではない。酸月の不死の仕組みは、未いまだにわかっていない。


    「ザネ、バービー」


    　遠藤は二人を呼んだ理由を手て短みじかに告つげた。


    「最後の戦いになる。霙が殺されれば、酸月の拾四連隊員狩りは残りあとひとりとなる。ザネ、真名川霙はどこだ？」


    　ミツオは失われた町の小学校で見かけたことを言いかけたが、口にはしない。


    「〈楽団桜さくら井い〉には戻ってません」


    「そうか……見つけ次第、知らせてくれ。私は最後のひとりを捜しに行く」


    「最後のひとりの、アテは、あるんですか？」


    　しかしそれは、ミツオにとって最大の、残された謎……。


    「ないに等しい。人魚の管理は至難の業わざだ。死ねば、ヒトは消えるものなのだよ。赤い糸で縛りでもしない限り、見つけられない。私の記憶の中にデータはあるかもしれないが、何度も死んでるから、吹っ飛んでる。だから、三み日か月づき学園高等部一年Ｃ組、呪のろわれた教室の謎だ。月形小夜子がなぜそこにいたのか。そして十年ごとに教室で出ている犠ぎ牲せい者の、照しよう合ごうだな」


    「犠牲者たちは、拾四連隊隊員だったんですか？　十年前や、二十年前も！」


    「一年Ｃ組の犠牲者で拾四連隊隊員の名簿にあるのは月形小夜子だけだ。蘇よみがえった際に何らかの理由で名前が変わったのか、それともまったく無関係の人間なのか……犠牲者の中に一人でも、拾四連隊との関連があればわかる。事故の記録を調べ、Ｃ組で死んだ生徒たちが拾四連隊隊員でなかったどうか、推測する。推測、しかできないがな」


    　不可能だがやらねば、というように遠藤は首を振る。


    　去っていく遠藤を、ミツオと菜々は黙って見つめるしかなかった。


    



    　　　　　　　○


    



    「ミツオ──」


    　菜々はずっと言おうとしていたみたいに、病棟を出たところで足を止めた。


    「戻って、くるの？」


    「え……」


    「別に、戻ってきてくれなくていいけど。ほら、あたし引く手数多あまたの歌い手だから、どこの楽団に移い籍せきしようか悩んでる段階だし……」


    　独りぼっちで、その寂しさと不安を上う手まく言い表せられないでいる菜々。


    　ミツオは言った。


    「あ……わかった」


    「え？」


    　ミツオは菜々の後ろで、何やら小こ競ぜり合あいしている二人組を指差した。


    　菜々は、「あぁ、ラビット」と呟つぶやき、「と、なんで房ふさ木ぎ？」とクラスメイトの登場にいささか面食らっている。


    　ミツオは二人のもとに駆け寄りたい衝動を抑え、


    「菜々、遠藤技官を呼んできて。呼び止めて、お願い！」


    　生まれて初めて菜々に指示を出し、自分は携帯電話を耳に当てる。


    　七度目のコールで、桜井に繫つながった。


    「桜井、音宮巡査の卒業した学校、それと、ＯＺの学校も調べて」


    『はぁ……ＯＺなら知ってるよ。昔、あのユニットのファンだったからさ』


    「三日月学園──」


    『一年Ｃ組……おぉ、ザネ、その教室は出世部屋かもよ、出世部屋』


    「そんなのいいんだ。音宮巡査も調べて。たぶん、一年Ｃ組の卒業生だ」


    　遠藤が調べようとしている名前のいろいろ違う犠ぎ牲せい者も、おそらくは元拾四連隊隊員だ。復元した時の状況によるが、例えば、赤ん坊の状態で保護されれば、どこの誰かもわからずに、別の名前がつけられるはずである。


    「すべての元拾四連隊隊員が、どういうわけか、長い年月の間に一度は一年Ｃ組を……？」


    　ミツオはラビットと房木によって、それを確かめようと考えた。


    「房木」


    「おっ、ザネ変なとこで会うな。しばらく学校休んでるけど、大変だな」


    「房木、ラビットと知り合いなの？」


    「ラビット？　違うよ違う、コイツも房木なの。俺とコイツ、後こう見けん人にんが同じなんだよ」


    「後見人？」


    「だー、ほら、俺って天てん涯がい孤こ独どくってやつなの。面倒見てくれてるのが──」


    「房木によくしてくれてる……郷きよう土ど資料館の、館長？」


    「そう、房木館長、ってよくわかったな？」


    　天涯孤独で、後見人が同じ……ミツオはひとつひとつパズルのピースを合わせていく。


    「ザネ、よせ。コイツは……」


    　慌あわてた様子でミツオの袖そでを引くラビットに、ミツオは頷うなずきを返した。


    「わかってる。知らないんでしょ。自分が元拾四連隊隊員だってこと」


    　ラビットは少し驚いた顔をしたが、ミツオに耳打ちする。


    「ちなみに、去年の十一月、睡蓮に取り殺されたことにも気づいてない」


    「え……」


    「どうせ睡眠時間削って、勉強だか、郷きよう土ど史しだか調べてるからさ──焦あせったぜ。ぶっ倒れた瞬間には既すでに事切れてた。けど一晩だけ死ねば、また次の朝に生き返るタイプらしいよ」


    「記憶とか、六十年前に戻っちゃうんでしょ？」


    「部屋には郷土史の史し料りようがあるんだ。奇跡的ミラクルなことに、学習は再開されるって寸すん法ぽうだ」


    「それに、Do-orドアや不死のことを知ってる資料館の館長が、助けてくれてるんだね」


    　ミツオは、では、と房木を見つめる。


    「ラビットは、どうしてラビットって言うの？」


    　ラビットはばつが悪そうに鼻を搔かく。


    「満まん月げつ町にある郷土資料館の館長が、Do-orドアを管理してるお役人と癒ゆ着ちやくしてやがってさぁ、その関係で出所不明のあたしとか、MaaMマムを投とう与よされた元拾四連隊隊員の聡さと史しとか引き取って養よう子しってことにしてる。あたしにも房木って名前、くれたけど、嫌いなんだ」


    　FusagiをFとusagiに分けて、ウサギの部分を英語変換してラビット。


    「頼むよ、ザネ。自分が人魚だなんてこと、絶対、知らない方がマシだからさ」


    　自分が人魚であることを忘れられる来らい世せのために、何度も何度も殺されているラビットが言うと、その言葉には説得力があった。


    　房木聡史が郷土史、特に不死伝説に執しゆう着ちやくする理由は、『気になるヤツ』のため……。


    　すべて解けた、とミツオは思った。


    　遠藤に、酸月の不死のトリックも伝えられる。


    



    　　　　　　　○


    



    　夕暮れの小学校は、自分の母校でもないのにどこか懐かしさを、霙に感じさせていた。


    　ミツオと出会った時と同じ教室に、霙はいる。


    　周囲は死花花によって瓦が礫れきと化し、教室の中にまで波が入りこんでいた。


    　霙は裸足はだしで冷たい水を搔いて、窓の外を見つめていた。


    　割れた窓ガラスの向こうへと、霙の小指から伸びた赤い糸は出ている。


    　誰とも繫つながらないままに、夕焼けに溶け入っていた。


    　誰も耳を傾けてくれることのない決意を、もう何度目だろうか、口にする。


    「自分は、ただ独りでも、独りぼっちでも、戦うであります」


    　唄うように、足元の水を搔く。


    　待ったところで誰も来ないし、何度ドアの方向を見たところで誰もいるはずはない。


    　参観日に、来られないと言った母親が、何かの間違いで来てくれるのではないかと何度も何度もふり返る落ち着きのない児童のように、霙はふり返る。


    　何度目にふり返った時だろうか。


    　なぜか霞かすむ視界に、待っていた少年が現れた……いや、違う、と首を振る。


    「なにそれ」


    　確かに聞こえた声に、霙は白夜黒夜ネガポジの目を丸くした。


    「ミツオ！」


    「今、僕を見て、なんだ違う、みたいな顔したでしょ」


    「い、いえ……いえ、はい……」


    　ミツオは吹き出して笑うと、波を蹴って教室に入った。


    　霙は表情を隠すように黒板に向かって話し始めるが、その口調は愛いとしいとさえ感じる。


    「戦時中、拾四連隊で演習中に、〈豊彦〉という少年と出会ったであります。年とし端はもゆかぬ、歯も生えそろっていない子ども、でありました。しかし、気き丈じような子で、拾四連隊隊員でもない自分が酸月を倒してみせると……確か、宿舎で働くお女じよ中ちゆうの子し息そくでありました」


    「僕とは、ひどい差だ……」


    「豊彦は読書をよく好み、どこでどうやって手に入れたのか、『アンデルセンの童話』を読んでいたであります。ある時、豊彦は血相変えて自分に言ったでありますよ」


    　ミツオは、霙がこの場所にいる意味を理解する。ここは六十年前も小学校だったのだ。


    　豊彦がいた場所で──真名川霙は、永遠に叶かなわない待ち合わせをしていた。


    「豊彦は、俺が大きくなったら、霙の手を引いて、行きたい場所へ連れてってやる──と。なぜそのようなことを言うのかと、自分は訊たずねたであります」


    「アンデルセンの、童話に……何か？」


    「人魚姫、であります」


    　霙は空を──霙には永遠の夜空を仰ぐように──言った。


    「人魚姫は四人姉妹の末っ子だったでありますが、人魚たちの間には、十五歳になるまで海から出てはいけない、という戒かい律りつがあったであります。人魚姫は、十五歳になって人間の世界を覗のぞきに行く姉上たちを羨うらやましく思いながら、自分も十五歳になるその日を、指折り数えながらひたすら願っていた……であります」


    「それから、王子に出会ったりするんだよね？」


    「自分は、王子様には出会えないであります」


    　真名川霙はMaaMマムのために、永遠に十四歳を繰り返す。


    　けして十五歳には、なれない。


    「永遠の樹じゆ海かいを、海であって海でない場所を彷徨さまよう人魚……樹海博士によって拾四連隊隊員として産み出され、戦い続ける宿命を負おった自分のことを、豊彦は人魚姫と重ねた、でありますよ。豊彦が十五歳になったら、樹海から逃げ出せない自分を、行きたい場所へ連れていってやる……この手を引いてやると……」


    　霙は指きりした小指を見つめるが、そこから伸びた糸は時の彼方かなたで途切れている。


    「豊彦は、自分の目の前で、酸月に殺されたであります……」


    　霙はその時の誓いを、最初の記憶としていた。


    「自分は、酸月を倒すであります。豊彦の、ためにも……」


    「霙……」


    　言葉を詰まらせるミツオの心情を推おし量はかったような笑顔で、霙は言った。


    「ミツオ、自分は独りで平気であります。自分はMaaMマムを投とう与よされた元拾四連隊隊員であります。たとえ酸月に殺されようと、自分は、永遠に、酸月を追う、でありますよ」


    　霙は立ち上がった。椅い子すは床とこすれあって嫌な音を立てることもなく、波間に倒れる。


    　霙は波の間を進むと、ミツオの前で頭こうべを垂たれた。


    「自分のようなモノを、調ちよう律りつしようとしてくれたことに感謝するであります。もう充分に、ミツオにはしていただき、ほら少しだけ、自分の足で歩ける、であります」


    「霙、僕は──」


    「自分はっ」


    　霙は突き放すような目で、言った。


    「自分は豊彦との約束を守れなかったであります。酸月を倒し、豊彦に、輝くような未来を贈ると誓ったであります。しかし、豊彦は殺され、自分も……」


    　ぎり、と霙は奥歯を嚙み、前髪の向こうに表情を隠した。


    「自分もまた、酸月の前に手も足も出なかったでありますが、もう一度、戦えるとなった今、自分は独りでも、酸月と戦う、であります」


    　霙はミツオの胸を押した。そして、突き放す。


    「ここは、豊彦と約束をした場所、であります。自分がここで思い出すことは、校庭を駆け回る豊彦の姿であります。自分がここで、待っているのは……豊彦が、大きくなって、自分を、自分の手を……引いてくれることでありますです」


    　次に、去れ、と言われて、


    「……わかった」


    　とミツオは答えた。俯うつむいて動かなくなっている霙に、もう言葉もない。


    　背を向けたが、ミツオは進めなかった。


    「なぜ、行こうとする……でありますか？」


    　ミツオは、制服の裾すそを摑つかむ霙をふり返ろうとするが、霙はミツオの背に頰を寄せる。


    「え……だって……」


    　真名川霙は涙にくれた。


    「独り……独りはもう……。豊彦はなく、拾四連隊の仲間もおらず、Do-orドアの方々にまで、自分は自分なりに一生懸けん命めいでありますが……役立たずと……」


    　霙がひときわ何か小さな声で呟つぶやいたので、ミツオは耳を寄せた。


    　声にならぬ声で、唇が動いている。


    「……自分の力不足もさることながら、Do-orドアの指揮者もそれが仕事のくせに……」


    　ミツオは、泣きはらした霙の顔を見て微笑ほほえむ。


    「だよね。僕もそう思うよ」


    「ミツオは、ミツオは笑えないはずでありますっ」


    「わかってる、わかってるよ……」


    「わかってない、であります。自分は、独りでも戦うで、ありますが…………」


    　霙は子どものように泣きじゃくり、もはやその呂律が怪しい。


    「独りぼっちは…………もう…………イヤであります…………」


    　しがみつき、泣き咽むせぶ少女にミツオは戸と惑まどうが、指揮者として、小指を差し出した。


    「僕に指揮させて……約束するよ」


    「…………」


    「必ず酸月を倒す。酸月を倒し、カギをかける」


    「ミツオ……」


    　霙は疑いながらも近寄る子猫のように、指を取った。


    　酸月の不死のトリックも、ミツオにはもう、その答えは出ていた。

  


  
    



    　　　　　　　８．「まちあわせ」


    



    　中庭に並べられた菊きくの鉢はち植うえは、二カ月後の卒業式に合わせて咲くことをお互い示し合わせたかのように、硬い蕾つぼみを結んでいる。


    　菜々は保健室の入り口で、段差に引っかかった車くるま椅い子すに舌打ちした。


    「もぉぉ！」


    　足あし蹴げにした。ガクン、と軽い鞭むち打うちに見舞われた肥後は、接続状態の歌い手を睨にらむ。


    「バービー、お前さん今、蹴っただろ！」


    「うん」


    　菜々はご機き嫌げん斜ななめだった。廊ろう下かで見守るミツオと霙を睨にらみ、髪の毛を揺らして詰め寄る。


    「ザネ、ホントに上う手まくいくんでしょうね？」


    「ま、間違いないよ。作戦に関しては遠藤技官が総指揮を執とるし、問題ない」


    　中庭の鉢植えを見つめたまま、遠藤は肩をすくめた。


    「酸月は三日月台演習地の装備の一切を使わない。単身、ここへ来るはずだ」


    　ラビットは不ふ謹きん慎しんにも、霙にいたずらな笑みを向ける。


    「酸月の狙いは雪でも雨でもない、大人でも子どもでもない真名川霙、拾四連隊隊員。ね、遠藤」


    「あぁ。酸さん月げつの目的は拾四連隊隊員だから、三日月学園ココと霙はデリケートに扱うはずだ。バービーは手はず通りに、といっても、タクトを振るのは肥ひ後ごだが……任せたぞ」


    　肥後は口をへの字に曲げた。


    「せめて歩けたなら、オレが早はや摘づみの果実で酸月にトドメを刺すけどな」


    　霙みぞれは首を振り、ミツオを見上げる。


    「自分は、ミツオの歌い手であります。あの肥後サンでも、自分は上う手まく操あやつれなかったでありますが……自分は、ミツオを信じているであります」


    「プレッシャーだ……」


    　プレッシャーとは別のまた冷たい視線がミツオを射い抜ぬく。


    　菜な々なはミツオの向こう脛ずねを蹴っ飛ばすと、霙の胸を押してミツオから遠ざけた。


    「しっかりしてよね。掩えん護ごなんて、二度はやらないんだから！」


    　霙は菜々の胸を突き飛ばし返し、ミツオに報告する。


    「ミツオ、バービーが自分を押したでありますっ」


    「ザネっ、見た？　その子、今あたしの胸を突き飛ばしたよっ！」


    　一方その頃、桜さくら井いは放送室でガムを嚙かんでいた。


    「…………あー、あー、マイクテスト、マイクテスト──？」


    　スイッチが入っていないのを見つけ、独りで照れ笑いし、自分の頭を小こ突づいていた。


    　自動設定のチャイムが、カチ、と音を立てて始業ベルを鳴らし始める。


    「お、時間か？」


    　桜井は口の中に新しいタブレット状のガムを放りこんだ。


    　同時刻、チャイムの中で肥後がパンと手を打つ。


    「時間だ、オレの勘が言ってる」


    　一同に緊張が走る傍そばを、制服の生徒たちが右う往おう左さ往おうしながら駆け抜けて行った。


    　やがて生徒の姿が廊ろう下かから消え去ってなお、その一番端に、一人の生徒が残る。


    「さぁ、これで終わりだ……」


    　暗い廊下の端で顔を上げた人物は、三み日か月づき学園の制服を着た、骸がい骨こつ。


    　ラビットは遠えん藤どうの指を取り、肥後は菜々の指を取る。


    　ミツオは、霙が差し出した小指を取る。


    　もう痛みはなかった。


    「そうだよ、酸さん月げつ……」


    　ミツオに呼こ応おうして、霙が言う。


    「これで終わる、であります」


    　始業チャイムが残響する中、最後の扉Do-orが開いた。


    



    　　　　　　　○


    



    　ラビットの特性は倍速脱だつ兎と。


    「ちょこまかと…………」


    　壁で空むなしく散った火花に、酸月は錆さびたサーベルを忌いま々いましげに振った。


    　まさしく影を踏ませぬ速攻で、ラビットは酸月の眼前でステップを踏み、サーベルを髪の毛一筋ほどのところで避よけたかと思えば、背後から背骨を軋きしませる一撃を叩きこむ。


    　だが、ラビットはその特性が徒あだとなる。手ごたえが、酸月の身体ごと消失した。


    　廊ろう下かの真ん中に現れた酸月との距離を、ラビットの倍速は一気に詰める。


    　だがラビットの身体はその七歩も手前で、見えない壁に激突するように止まった。


    「忌いま々いましい、兎うさぎめ！」


    　白く細い首筋に嚙みつく制服を着た骸がい骨こつが、ラビットの身体にしがみついた状態で像を結ぶと同時に、廊下の中心にあったはずの酸月はほどけるように消える。


    　指揮を執とる遠えん藤どうはタクトを掲かかげるが、間に合わない。


    「ラビット、まだだ。諦あきらめるな！」


    「遠藤サン、ダメだ！　もう間に合わない！」
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    　ミツオは棒立ちでタクトを振る遠藤に飛びつく。遠藤がいた場所に、返り血に濡れた白い骸がい骨こつが現れた。ラビットは既すでに首を嚙み千ち切ぎられ、鮮血を散らし、声もなく息絶えている。


    「遠藤サン、指揮者が足止めちゃダメだ──って上う手まい人たちに僕は教えられた」


    「こ、こんなはずでは……前ぜん世せで歌い手も指揮者も技官も経験しているはずなのに……」


    「肥後サン、まだですかっ！」


    　ミツオは保健室を覗のぞきこんだ。


    　肥後は額ひたいに汗をかき、中庭のバービーに向かってタクトを振る。


    「学園全体だぞ、そう簡単にいくか……」


    　ミツオは、まずい、と思った。そのミツオの頭の後ろで、空気が振動する。


    「何をする気だ、小こ僧ぞう……」


    「ひっ！」


    　ふり返っても何もない。


    「ミツオ！」


    　霙は周囲を旋せん回かいさせている道路標識の内のひとつを摑つかみ、何もない空間を叩く。


    「な……なに？　真ま名な川がわ霙、この酸月に対応するのか？」


    　たたらを踏んで、虚こ空くうから骸骨が現れる。


    　だが霙はその酸月には目もくれず、右手の空間に向かって尖とがった標識を投げる。


    　標識は虚空で一時停止し、空間に隠れた酸月を叩き出す。


    　すると、たたらを踏んだ形のまま骸骨は消え、投げられた標識をサーベルで刺した実体が現れた。


    　遠藤は酸月のその能力を見抜く。


    「屈くつ折せつか……人間の目を欺あざむくチカラ……」


    　言った遠藤の身体が浮かぶ。遅れて、遠藤を蹴り上げた酸月の姿が現れた。


    「こそこそと、何をする気だ！」


    　目の前で吼ほえる苔むした骸骨に震え、ミツオは後ずさりするが、壁に背を叩かれる。


    　いや壁ではない。


    　目の前に視線を戻すと酸月はいない。ふり返ると、ミツオを羽は交がい締めにする制服を着た骸骨の、黄ばんだ歯と、暗黒の影があった。


    「ひ……遠藤サンは……」


    　遠藤はガラスを突き破り、中庭を転がって、バービーの足元で止まっている。


    「行くぞ、ザネっ！」


    　肥後が叫んだ瞬間、辺りの温度が急激に低下した。


    　一瞬にして、絶対零度の凍とう気きが校舎を、敷地内のすべてを凍結させる。


    「何を…………」


    　ミツオの背後で呟つぶやく骸がい骨こつを、霙の道路標識が一いつ閃せんした。


    　しかし制服骸骨の像はほどけ、中庭のバービーが吹き飛ぶ。後れて、中庭に骸骨が現れた。


    　校舎の壁に激突して意識を失う菜々の姿に、ミツオは平静をなくしかけたが、


    「ザネ、仕事しろ！」


    　肥後の言葉に背を叩かれ、我われに返る。


    　遠藤が肩を押さえ、叫んでいた。


    「ムリだ。また消えたぞ……チっ、どこだ、どこだ酸月！」


    　遠藤と同じように焦しよう燥そうするミツオの耳に、校内放送が届く。


    『モニターで全教室の凍とう結けつを確認、準備完了、行け、ザネ！』


    　桜井の合図に、ミツオは霙を窺うかがった。


    　霙もミツオを窺っていた。二人は一流の指揮者と歌い手のように、言葉を必要としない。


    （ミツオ、指示を。今ならやれる気が……今やらねば、早く、早く指示を……）


    （まだだ。一瞬の判断ミスが命取りになる。仕留め損そこなったら、もう誰も残ってない！）


    （今行かねば、酸月が体勢を立て直すであります）


    （あと少しだけ、あと少しだけ、あと少しだけ…………あっ！）


    　中庭でよろよろと立ち上がりかけたバービーが、背中から倒れようとするのに、ごく自然に──今までのミツオとまるで変わらないことに──ミツオは駆け出した。


    　タクトを口にくわえながら、唇を嚙む霙の前を素通りしてゆく。


    　肥後の顔に初めて怒ど張ちようが表れた。


    「自分の歌い手に集中しろ！　ザネ、おまえは指揮者だろ！」


    　赤い糸を霙と繫つないだまま、バービーを抱き留めるミツオに、遠藤は頭を振った。


    「終わったな……酸月には、誰も勝てぬ」


    　遠藤の言葉通りに、両手が塞ふさがって無防備なミツオの頭上に酸月が出現する。


    　酸月もここぞとばかりそのタイミングを見逃したりはしない。


    　人間の目を欺あざむく怪物は、上空の一体だけでない。


    　花壇の植えこみを踏みつけて飛ぶ酸月。


    　校舎の窓からサーベルを振って飛び出す酸月。


    　腰かけたベンチから悠ゆう然ぜんと腰を上げ、サーベルを抜く酸月──いったいどれが本物なのか、しかし十体以上の酸月は同じタイミングでミツオを囲み、サーベルを突き出した。


    　ミツオはまったく見当違いの方向を見つめている。その先では、指示を与えられない歌い手の霙が、見捨てられて、独りぼっちでいるみたいに俯うつむいていた。


    　だが顔を上げた歌い手、真ま名な川がわ霙は、充分に吸きゆう気きし、指揮者の合図に備えたオペラ歌手のように──待っていた。


    　ミツオは左手を振って、小指から伸びた赤い糸を手た繰ぐる。


    （ここだ……声音の美しさに重点ベルカントを！）


    　さらに補足するように、学園内の進路を示している道路標識〈一方通行〉を指差した。


    　酸月たちは八方からミツオの身体にサーベルを突き入れる。


    　しかしミツオは声を上げず微動だにもせず、真名川霙もピクリとも動かない。


    　指揮者と歌い手の間にだけある一瞬の静せい寂じやくをおき、霙は校舎の天てん井じように上昇する。


    　その背後に、サーベルを構えた制服骸がい骨こつがいた。


    「な、なぜわかった……」


    　霙は天井を蹴って跳ちよう躍やくすると、丸い道路標識を酸月の頭部に叩きつける。続けざまに、声音の美しさとなめらかさに重点を置く唱法、ベルカントに乗って、流れるように打ちつけた。


    　霙は酸月の苦し紛まぎれの斬ざん撃げきを髪一筋ほどでかわし、小さな身体を目いっぱいに使って酸月を蹴り飛ばす。


    　霙は追わず、空へ向かって思い切り鉄板を投げた。


    　これで終わり、というように、霙は瞳も重力も元へ戻り、花壇を踏まないように着地する。


    　汗ばんで肌に髪の毛が貼りつく頰は、上気していた。


    「お、おいザネ、まだ……」


    　勝負はついてないのではないか、と言いかけて、肥後は言葉を飲みこんだ。


    　ミツオは菜々の身体を芝しば生ふの上にゆっくりと横たえる。


    　酸月は校舎の陰に落ち、尻しり餅もちをついたまま、恨うらみ言ごとを吐と露ろしていた。


    「そんなことが……この酸月が……虫けらのごときものに……」


    　よろよろ立ち上がる酸月が、ぼろ、と崩れた。だが、と笑う。


    「勝負は、まだだ──」


    　再びサーベルを構えた酸月の胸に何かが飛来し、貫かん通つうし、校舎の壁に刺さった。


    　木枯らしが静かに吹いていた。


    　空を舞って飛来した鉄板が、酸月の命を刈り取ったのである。


    「酸月、おまえを倒すのに、六十年かかった……でありますよ」


    「く……くく、ふははっ！　バカめ。私は不死身だ。永遠の……永遠の王………………？」


    　酸月は様子がおかしい、というように周囲を見回した。


    　そして、骨こつ片へんを散らして叫ぶ。


    「何を……何をしたぁぁぁぁ！」


    　一瞬気け圧おされるミツオだったが、タクトを振って、毅き然ぜんと言い放った。


    「チャンネル。僕たちはおまえの不死のトリックを、酸月チャンネルと呼んでる」


    「ち……チャンネル？」


    　ミツオは三度にわたる酸月との戦いの共通点を指摘した。


    「酸月、おまえは死し花か花ばな、睡すい蓮れん、サークル・チェンジのいる場所にしか現れなかった。そこでは死の恐怖とは無縁に、まさしく王のように君くん臨りんしていた。霙や、他の拾四連隊隊員を狩るために三匹の怪物を使っていた。でも理由はそれだけじゃない」


    「ぐぅ……」


    「おまえの不死は、他の三体の命を使って、完成していたんだ」


    　酸月は、自分の命がなくなりかけると、なんらかの方法で生命をチャンネルさせた相手に切り替え、何事もなかったかのようにその生を貪むさぼる。


    　保険が用意された場所にだけ君臨する、条件付きの不死の王ということだ。


    「バカめ、それで裏ウラを取ったつもりか。ではなぜ、睡蓮たちが亡なき今、単身、この私がここへ来たと思っている…………なぜだ…………なぜ、切り替わらない？」


    「酸月、おまえは三十年前や二十年前に殺した拾四連隊の人間を、殺すだけじゃなく集めていた。他人の命を奪えるおまえにとって、永遠である拾四連隊隊員は無む尽じん蔵ぞうの、保険だ。それに、たとえ命を奪ってもすぐに再生──房ふさ木ぎみたいに──だから、傍はた目めには気づかれない。それに、ココに保存しておくなら、勘づかれる可能性も低い」


    「な……」


    「呪のろわれた教室、一年Ｃ組に保険を蓄えていたんだ。拾四連隊隊員を洗脳か何かして、学生にさせた上でね。本人たちは気づいてないかもしれない。記憶は、殺されるとなくなるから」


    　委い細さいは推測にすぎなかったが、概おおむね、それは合っていたようである。


    　ミツオの作戦は菜々がいなければ機能しなかった。


    「誰が拾四連隊隊員なのか判別はついてないから、敷地内のすべての人を一時的に凍とう結けつして、仮か死し状態にしている。ここに、おまえが乗っ取れる命はないよ。おまえが戦闘機や戦車を持ちこまなかったのは、乗り移るための命を壊さないため……そうだろ？」


    　滅びゆく骸がい骨こつは、絶望の闇でもう一度吼ほえた。


    　だが唐とう突とつに、安定する。


    「小こ僧ぞう、ここにはもうこの酸月が乗り移れるだけの命がないと言ったな？」


    　ミツオは、最後から二番目の標的である霙を、遠藤と肥後が守っていることを確認する。


    「あぁ、おまえが乗り移れるのはMaaMマムを投とう与よされた不死者、人魚だけだ、だろ？」


    　酸月は膝ひざをつき、そして、


    「くくく、くくくくく……」


    　笑い始めた。


    「小僧、おまえひとつ重大な思い違いをしているぞ」


    「え……？」


    「真名川霙は、最初に殺した。真名川霙は、この酸月をはじめ、最初の研究者たちが一定範囲内に接近すると目覚める。特例中の特例的な復元パターンを持つ。三十年前も、二十年前も、十年前も、私は最初に真名川霙を殺している。だがその役立たずでは、依より代しろにならぬ。この酸月が眠っている間は同様に死ぬからな。だから、これまでも、今回もすぐに捨ててきた」


    　ミツオの思い描えがいたシナリオに、大きな陥かん穽せいが見つかった。


    　思考の落とし穴に、はまったのか。


    「そんな……じゃあ、おまえは──」


    「私の狙いは真名川霙ではないよ。最後のひとり、最後の、拾四連隊隊員…………」


    　ミツオの目が捉えているのは、いつのまにか、酸月の本体ではなかった。


    　ミツオの首筋に生暖かい息がかかる。


    「おまえだ、豊とよ彦ひこ」


    　ミツオはウソだ、とふり払うようにタクトを振った。


    　だが、酸月の像は嘲あざ笑わらうように空気にほどけ入る──屈くつ折せつだ。


    「僕は物心ついた頃から、楽団で……菜々と、由希と！」


    　物心つく年齢から、人生をやり直す人魚だとしたら──記憶を持たないのといっしょだ。


    『MaaMマムはＸ染色体に依い存そんするから、男の人魚はほとんどない』


    『酸月は男性だ。だからかな、今まで見た人魚の誰より、怖かった』


    　自分で言ったこと。


    『来らい世せで、Do-orドアや人魚だってことと無縁の、平和な人生を送るため』


    　Do-orドアのルールで、今こん世せでは人魚であることを、与えられていたのかもしれない。


    　にわかに信じられるはずもない事実に絶望して俯うつむくと、ひとつの光が見えた。


    　約束の少女の、小さな小さな手……。


    『オレが十五歳になったら、霙が行きたい場所へ、手を引いてやるよ』


    　豊彦という少年が六十年前にした約束。


    『僕は指揮者の森もり実ざねミツオ。僕が、霙の手を引いてみせる』


    　六十年の約束を、待ち合わせを、あの場所で守っていたのだと……。


    「はは……」


    　ミツオは笑う。笑うのに、どうしてか頰が濡れた。


    　酸月がサーベルを大だい上じよう段だんに構える。


    「ミツオっ！」


    　意識を取り戻し、遠藤と肥後に制止されてなお、ミツオを呼ぶ霙。


    　ミツオはもう一度、約束する。


    「平気だ。僕も人魚なら……たとえ何度別れても、霙のこと忘れても、またその手を引くよ」


    　華か麗れいなる月光の王は、せせら笑い、ミツオと霙の赤い糸をサーベルで切断した。


    「頼りない糸の約束など、しがみつけるものではないぞっ」


    「いいんだ……糸は繫つながってる……」


    　ミツオは最初と同じように、切れて漂ただよう二人の糸に微笑ほほえむ。


    「……たとえ何年、何十年会えなくたって──」


    　霙はミツオの名を叫ぶ。ミツオは笑っていた。


    「僕は永遠に彷徨さまよってでも、約束の、待ち合わせの場所にたどり着いてみせる……」


    「ならば、勝手に行け！」


    　サーベルはミツオの身体を、袈け裟さ斬ぎりにした。


    



    　　　　　　　○


    



    　くずおれたミツオは花のようになって枯れた。


    　だが瞬またたく間まに小さく芽吹くと、葉を広げ、茎を伸ばし、蕾つぼみを結ぶ。


    　そして花開き──幼い少年は目を開いた。


    「酸月っ！」


    　無理やり切り離された歌い手の霙は暴走して肥後と遠藤をふり払う。しかし屈くつ折せつの酸月に空から回まわりし、顔面を殴おう打だされる。


    　天てん井じように倒れ、意識こそ取り戻したものの、なす術すべはない。


    　豊彦は、訝いぶかしがっている。


    　さっきまで自分のことを豊彦と呼んでいた霙がなぜ、自分をミツオと呼ぶのか。


    　車くるま椅い子すの中年は？　腕わん章しようを巻いた絶世の美女は誰？　と首をかしげた。


    　見上げた空はどこか澱よどんで、辺りは寒いが、あの殺さつ伐ばつとした焼け野原がウソのように、穏やかで……豊彦でもミツオでもいいか、と少年は思った。


    　目にするものすべてが物珍しい。だが、ソイツだけは知っていた。


    「酸月…………」


    「小こ僧ぞう、そうだ、おまえは小さきものだ」


    　豊彦ミツオは霙に内ない緒しよで、樹じゆ海かいという博士に頼んで授さずかったチカラを使おうとした。


    　そうすれば、酸月など恐るるに足りないと──。


    「？」


    　だが、チカラが出ない。


    　左手の小指に絡まった赤い糸のせいだ。人間は、小指を落とすと、手にチカラが入らないと言われている。


    　だが今は、この煩わずらわしい赤い糸もろともに、指も必要とはしなかった。


    「小指がなくなると、運命の赤い糸を結べないから、困るけどな……」


    「ほう？」


    　呟つぶやきを耳にした酸月が、サーベルを振った。少年の力を抑えこむものはなくなる。


    　ひどく痛くて、切なくて、


    「どうすんのさ。どうやって、大切な人と約束すればいいのさ！」


    　少年は俯うつむいて、哀しむ。酸月はせせら笑った。


    「必要ない。お前の身体、命……この酸月が、しばし借りる」


    「え……？」


    「おまえに、チャンネルを切り替えるのだ」


    　酸月は容よう赦しやなく、蘇よみがえったばかりの尊とうとい命を斬り裂いた。少年は目覚めて、すぐに息絶えてしまった──かに見えた。だがその暗い死の瞳には、愉ゆ悦えつの笑みを宿していた。


    　豊彦に与えられたチカラ……。


    　樹海の産み出した人魚はみな、普通の人間が抗あらがうことのできない森しん羅ら万ばん象しようを、反転させることで、不死を実現する。


    　屈くつ折せつの酸月。


    　反転重力、反転する昼の真名川霙。


    　時に抵抗するサークル・チェンジ、存在を虚きよ無むに反転する死花花……。


    　酸月は指の骨で頭ず蓋がい骨こつをかきむしった。


    「なに……なぜだ、なぜ再生しない？　どうなっている？　命を、奪ったのに！」


    　豊彦の能力は、睡蓮に似ている。他人の睡眠を自分のものに反転させた睡蓮のように。


    　豊彦は、自分の〈死〉を蓄え、他人に反転させることができる。


    「酸月、僕は死を貯ちよ蓄ちくすることができる。僕のことを殺した相手に……そうさ、前ぜん世せで押しつけられた死を……おまえに与えられた死を、返すことができるんだ」


    　少年は、小さな指ゆび鉄でつ砲ぽうを作ると、酸月の胸をトンと、撃つマネをした。


    「もう何度殺されたか覚えてないけど……くれたものを、返すよ」


    　すると見る見る、酸月は崩壊を始め、引き裂かれた少年の身体は、にわかに復元してゆく。


    「あぁ、あぁぁ！　身体が、崩れていく。痛い、暗いぃ！」


    　悶もだえ苦しむ酸月は真名川霙を暗黒の眼がん窩かに捉えた。酸月たち、最初の研究者たちの復活に合わせて復元する永遠の十四歳の命は、奪ったところで意味がない。


    　いわば酸月たちだけを葬ほうむるために造られており、鏡に映った像のようなものである。


    　それでも酸月は生き延びようと、霙へ向かって最後の突撃を開始した。


    『オレが大きくなったら…………』


    　六十年前に酸月に殺された豊彦の像が、酸月の前に立ちはだかる。


    『オレが大きくなったら、霙の手を引いて、行きたい場所へ連れてってやるよ』


    「うおあぁぁぁ！」


    　酸月は六十年前と同じように、無造作に少年を斬り裂いて迫った。


    　その勢いに霙の身はすくむ。目を閉じ、しかし覚悟しようとして、目を見開いた。


    『僕は指揮者の森実ミツオ。僕が、霙の手を引いてみせる』


    　グズと呼ばれた少年は、霙の手をしっかり握っていた。


    　何度も殺されながらも、何度でも霙のもとへたどり着いた、少年。


    『酸月、これで終曲フイナーレだ』


    　酸月が奏かなで続けた葬そう送そう曲きよくに終止符ピリオドが打たれた。


    　そして、もうひとつのルールに呼こ応おうして、中庭の鉢植えのひとつがだしぬけに花開く。


    　一週間に二つ以上の拾四連隊隊員の死を確認──ミツオと豊彦の連続的な死に呼こ応おうして──月つき形かた小さ夜よ子こが、咲いた。


    　酸月は最後に願いを叶かなえたが、小夜子に聴かせる音楽を用意してはいなかった。


    　小夜子が初めて耳にしたのは、酸月の断だん末まつ魔までの叫び。


    「小夜子……私は……誤あやまったのか？」


    　酸月が最後に耳にしたのは、欲しかった言葉とかけ離れた別れの台詞せりふ。


    「清せい次じ郎ろう……地獄で、再び見まみえましょう。いずれ小夜子も、参ります」


    　酸月の扉Do-orは、こうして閉じる。


    　死した少年の虚像が、制服骸がい骨こつの扉Do-orを通り抜けた。


    　そして少年は扉の向こうで一度微笑ほほえみ、閉じ、永遠のカギをかけた。

  


  
    



    　　　　　　　９．「風船」


    



    　賑にぎわう掃除の時間の教室の片隅で、その一団だけは風変わりな話をしていた。


    「なんとまぁ……酸さん月げつを、あのおチビな豊とよ彦ひこが倒したぞ」


    「つかそれ、あたしたちがＣ組で酸月を足留めしてたからじゃん？」


    「いずれにしろ、Do-orドアも人魚とわたり合えるくらいに発展してきたな。あんまりここにいると、俺たちもDo-orドアに管理されちまうぜ。酸月が散ったんだ。次へ行こうよ」


    「そうだな。オレたちは拾四連隊。元警察官。目的はただひとつ……残るは、五匹」


    　教室の反対側で、房ふさ木ぎ聡さと史しは頰を膨ふくらませている。


    　バービードールのようにスレンダーな肢し体たいの雪ゆき下した菜な々なが、房木の頭に教科書を乗せた。


    「房木、あんまり眺めてると、気づいてること、バレるよ？」


    「だってさぁ……俺も、元警察官なわけだろ？　アイツらは自分が元拾四連隊隊員だってことをどうやってか知って、自分たちだけで最初の人魚たちを追いかけている。人知れず……」


    　房木聡史は、頭を搔く。


    「しょうがねーなぁ。俺、なにかと忙いそがしいけど──」


    「ちょっと、房木……」


    　彼は席を立って拾じゆう四よん連れん隊たいへ、六十年ぶりに戻っていこうとする。


    「いいの？　あんた、あっち側に行ったら、あたしたちDo-orドアの敵だよ？」


    「樹じゆ海かい博士の産み出した人魚も敵、Do-orドアも敵……俺が復帰してやらないと、世の中全部と戦ってる元警察官の同級生クラスメイトたちは、やってらんないだろ？」


    「なによ……」


    　菜々はホウキの柄えを握り、もうすぐ終わりかけている冬を、寂しそうに見つめる。


    「みんな、バービーを見捨てていく……」


    　菜な々なは、「もぉっ！」と教室中のクラスメイトが注目するような声を発した。


    　ホウキを刀のように、構え、呟つぶやく。


    「どいつもこいつも……。ビッグバンドに移い籍せきしてやろ」


    



    　　　　　　　○


    



    　〈楽団遠えん藤どう〉。


    　主だった楽団が消え去ったことで、一いち躍やく、月つき型がた郡ぐんの中心的な楽団となった。


    「それじゃなにか？　元拾四連隊隊員の一年生たちの活動に、遠えん藤どうはまったく気づかなかったと、そういうわけか？」


    　わずか二カ月で現場に戻ってきた肥ひ後ごは、歩道橋の欄らん干がんを松まつ葉ば杖づえで叩いて笑った。


    　遠藤は苦にが虫むしを嚙みつぶした顔で、首を振る。


    「きっと、酸さん月げつに十二人目の標的としてやられた時に記憶が飛んでしまったんだな」


    「強がるな、元仲間たちの方が上うわ手てだったんだろ」


    「…………気になることがある。私の身体を見て、何か気づくことはないか？」


    「何ごまかそうとしてんだかな。相変わらず、べっぴんさんだって？」


    「若く、なっていないか？」


    　二カ月間の間に、遠藤は十代で通用する若さを取り戻している。


    　ラビットと諏す訪わ野のは肯こう定ていした。


    「そう、黙ってたけどさー。それ反則だよ。肌とか超張り出てきてんじゃん。なんかさー、大急ぎで酸月戦以前のちっこくて可愛かわいい遠藤技官に戻りそうだよー」


    「生物学的に、そもそもMaaMマムが謎ですが、技官、それ謎の加速ですよ」


    　不ふ穏おんの影は尽きない。〈楽団遠藤〉は、肥後やラビットと契けい約やくし、暗あん躍やくする予定。


    　寝静まったオフィス街を、けたたましい轟ごう音おんがつんざいた。ビルを手すりのように摑つかみ、角つのを持つ巨大な頭の、巨大な怪物が満月を背負って現れる。


    　ラビットは欄干の上に立ち、顔をしかめてぼやいた。


    「鬼でかいんですけど……」


    「あぁ、ラビット、ありゃ、鬼だぜ」


    「あたしが言っただろ、それ。な、今夜のとこは、指揮者、肥後のオヤジにしとかない？」


    　遠藤は首を横に振る。


    「肥後はバックアップだ。諏訪野、行け」


    「了りよう解かい、ラビット、行くよ」


    



    　　　　　　　○


    



    　春の光に輝く世界は、霙みぞれの瞳にはどう映っているのか。


    「霙、霙ー！」


    　ビ、ビーというクラクションに目を向けると、桜さくら井いが二段階右折しながらやってくる。


    「桜井、それ、どうしたでありますか？」


    「買っちゃったよー、原付」


    　桜井はヘルメットを脱ぎ、春の風に目を細める。


    「霙は？　誰かと、まちあわせ……あれ？」


    「え？」


    「霙って、酸さん月げつと呼こ応おうして復活しちゃうパターンなのに、どうしてまだいるんだ？」


    「自分は、酸月だけでなく最初の六名を追うことが使命……あぁ、そか……こうしてはいられない。まだ、独りでは上う手まく歩けないでありますが、少しずつでも地上に慣れなければ」


    「夕飯までには帰って来なさいよ」


    　桜井はそう言ったが、霙に、夕飯までに坂の上にそびえる三み日か月づきニュータウンまでたどり着ける自信はなかった。昨夜も、ほとんど日付が変わる頃に帰宅している。


    　三歩進んでは、カーブミラーや道路標識の鉄柱に摑つかまり、息をつくからだ。


    　気を抜くと、空の彼方かなたへ落ちて行ってしまいそうで……。


    「当たり前のことを、当たり前にできるということは、難解でありますね」


    　ランドセルの小学生たちですら、霙を追い越して横断歩道を渡っていく。


    　霙は感心しながら見送った。


    　と、点滅する青信号の下で、ひとりの少年が足を止める。


    「あ…………」


    　一瞬、白と黒が逆転する霙の瞳の中に映る、白と黒の帯状の横断歩道の上に。


    　春の桜のように舞い漂ただよう赤い糸が映りこんだ。


    　霙は自分の左手の小指を見るが、何も結ばれてなどいない。


    　哀しげに笑った霙を、引き返してきた少年が見上げていた。


    「渡りたいのか？」


    「え……？」


    　少年は泥どろのついた鼻を拭ぬぐい、ぞんざいな口調で繰り返す。


    「おまえ、横断歩道、渡りたいのか？」


    「あ、自分は──」


    「手……」


    「手？」


    「手、貸せよ。俺がその手、引いてやる」


    　霙の柔らかな髪の毛は春に揺れ、それでも表情は隠れている。


    　誰にも見せないように、俯うつむいて隠していた。


    「ほら、早く来いよ。信号、赤になっちゃうぜ？」


    　痛いくらい乱暴に引かれて、横断歩道を渡る霙は、頰を桜の色に染めてはにかんでしまう。


    　気を抜くと、繫つながった手と手のぬくもりに、溢あふれそうな涙が見つかってしまいそうだった。


    　胸の中のものがいっぱいに膨ふくらんで、大声を出して泣いてしまいそうだった。


    　膨らんだら、風船みたいに──、


    「あなたは何度でも、約束を守ってくれる……でありますね」


    　風船みたいに、また、空へ落ちていってしまいそうなくらいに、嬉しくて、


    　地球からうっかり零こぼれてしまいそうだった。

  


  
    



    　　　　　あとがき


    



    　噂話や昔話だけでなく、あらゆるお話に〈尾ひれ〉はつきもの。


    　尾ひれのせいで誤解がついてまわることは否いなめない、ってもの。


    　例えば、あ、そうだ。


    　人魚の肉を食って八百年生きる八や百お比び丘く尼にの伝説とか……。


    　ちょっとすると、おかしな話な気がする。


    　どうしてまた、聖職者である尼に僧そうが人魚の肉を食ったのか。


    　主人公が聖職者のくだりとか、尾ひれ的、っていうか、いらなくないですか？


    　ある言説によると。


    　ここで言う尼僧とは、〈尼あま[image: ]海あ女ま〉の語ご呂ろ合わせ。


    　少女が海女であるから人魚の肉を食う機会があった、ということ。


    　ということは、尾ひれというのは誤解の種ではなくて……。


    　お話を正しく読み解くための、カギになるのかも。


    　聞き手に正しく伝えるための、逆説的な表現手法だったりするのかもしれません。


    



    　話を人魚に戻すと。


    　不老不死伝説の人魚に関するお話にしかけられた、尾ひれ／カギは何なのか？


    　わたくし、おもいますにぃ。


    「人魚のお話のカギは〈尾ひれ〉以外の何ものでもない、と。


    　人魚伝説に、本来あるはずのない〈尾ひれ〉が付属されている、という可能性は？」


    　どう思う？　と近くにいた人に訊ねてみたいなぁ、と。


    「つまり何か？　不老不死の人間の下半身に尾ひれがついている、というのは、お話の尾ひれの部分だ、と。不老不死の人魚に尾ひれはついていなかった、と言いたいの？」


    　そうよ、人魚に尾ひれなどついていなかったのよ。


    　ではなぜ、とある不老不死のヒトのことを、〈人魚〉と呼んだのか？


    　さて、


    　この話のヒロインは人魚だ……。


    



    　…………と、あとがきに悩みに悩み七面倒臭い言い回しレトリツクをいきなり並べてみましたが。


    　ていうか言い回し、にレトリック、とかルビ付けたりしてみたりしましたが……。


    　あとがきの書き方入門、の教科書を買って読まなきゃ〈な〉、の中村九郎でした。


    　中村九郎のことはこの際、完全に余談なのでさておき。


    『祝！　小学館ガガガ文庫[image: ]刊！』


    　くるくるミラクル、ガガガが来る。


    　お日柄もよく、前途洋洋、ラブ＆ピース──ようしっ、スキニー買いに行こっ！


    　うきうき心は五さ月つき晴ばれの途中ですが。


    『あれ？　奇跡ミラクル？　誤植？　[image: ]刊ラインナップに私の名前が？』


    　びっくり。


    　今も昔も、黒幕は電話口に向こうにいる陰の存在。


    　電話の向こうから、暴走する私のことを調律・指揮してくださる方。


    　担当の山田サン。


    　あぁっ！　いかにも偽名の可能性のあるありふれた苗字……て、うわ！　今気づいた！


    　私の苗字も超ありふれてる！


    



    　少しだけ真面目に。


    　扱い難いテーマを、それ日本語か？　という言葉で小説を書こうとする私には、後にも先にも、ここにある『樹海人魚』的な話は書けないこと、ではないでしょうか。


    　このような場を与えていただいたことに、随ずい喜きの涙を流さんばかり、であります。


    　もしかしたら世の中は、一瞬の奇跡の連続かもしれません。


    　もっと奇跡を実感したいし、それに気づけるようになりたいじゃないですか。


    　そんな奇跡を与えてくれた方々に謝辞を。


    　私のことを支えてくれている奇特な人たち。


    　時々、私本人ですら、「ふ……」と失笑する文章を繰り返し読んでくださった山田様。


    　校閲様。


    　天井を歩くヒロインというイロモノを愛らしく描いてくださった羽戸らみ様。


    　この本に関わってくださったたくさんの方々──、


    　舌足らずですが、感謝を！


    　なによりも、この本を手に取ってくださった方々に、少なからず奇跡あらんことを。


    



    
      二〇〇七年四月　　　中村九郎

    


    



    〈尾ひれ〉


    



    　ひどく神経質な私が「華麗なる」という流行言葉を臆面もなく使った理由……。


    　樹海人魚のイメージはどこから来たのか。


    　何これ、クイズ？


    　中村〈尾ひれ〉九郎でした、失礼いたします。

  


  
    中村九郎


    Kurô Nakamura


    



    真夜中、経験のない部位の痛みに気づく。顔面、ビリビリ。お医者さんも首を捻る。「うーん、もしかして昨日久しぶりに笑ったとか。筋肉痛、なんちゃってね」冗談めかすお医者さん、ハッとする私。と、ととと、友達つくらなきゃ！
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